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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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イラスト／悌太







　プロローグ




「両親は放任主義で、俺がしっかりしなきゃって思うようになったんだ。それ以来、俺が父親代わりだ。妹たちに相応ふさわしい男は俺が決める!!　いや、そんな男いるもんか……！」

　叫さけんだのはきっちりスーツを着込んだ都つ流る木ぎ家の長ちよう兄けいにしてあかねの兄、友とも樹きだ。自他共に認めるシスコンは、話しているうちに興奮しはじめたのか握にぎり拳こぶしを震ふるわせた。

　面めん倒どうなタイプだ。できればかかわりたくない。

　しかし、せっかく取り付けた契けい約やくを反ほ故ごにされては困る。

　橘たちばな美み言ことは溜ため息いきを吞のみ込んで営業用の微笑ほほえみを浮かべてうなずいた。

「人形屋や敷しきなら管理人在宅で防犯対策は完かん璧ぺきです。悪い虫なんてつきようがありません」

「そうだな。うん。……いや、でも……」

　友樹はちらりと部屋の隅すみへと視線を投げる。そこには登山帽ぼうとマスクで完全武装中のリョウがいた。無表情ながらそわそわと状じよう況きようを見守る彼は、外を歩けば職質にぶち当たりそうなレベルの怪あやしさだ。性別以前に人として警けい戒かいしたほうがいい。

「か、彼はリョウといって、……引きこもりです」

　告げる美言も充じゆう分ぶんに引きこもりだ。しかし、友樹が戸と惑まどったのを見て伏ふせた。

「無口で人と付き合うことが苦手なので、妹さんをどうこうする可能性はありません」

　噓うそも方便で、困こん惑わくする友樹に力強くうなずいてみせる。あかねは十六歳女子高生──男と同居させることに不安を覚えるのは致いたし方ない。しかし、彼女はアンティークドール十三体を壊こわして三千万円の借金を背負っている身だ。本人に返済能力がないのなら、家賃から確実に徴ちよう収しゆうしたい。ここはなんとしても友樹を言いくるめなければならない。

「安心してください。なにかあれば俺が守ります。それに、妹さんの近きん況きよう報告は俺が責任を持ってするんです。こんな完璧な管理、他ほかでは望めないでしょう」

「……そ、そうだな。……それは助かる」

　友樹が曖あい昧まいにうなずいたのを見て、下手へたな詮せん索さくをされる前に屋敷から追い出そうと手を伸のばした。すとるとドアが開き、タイミングが悪いことにルイス・ブランが現れた。金きん髪ぱつ碧へき眼がんのルイスは、華はなやかな容姿に値の張りそうな服をまとい、見るからに遊び人風ふうである。

　友樹の顔がはっとしたように歪ゆがんだ。

「あの男は!?　まさかここに住んでるのか!?」

　友樹の問いに美言は舌打ちした。いっそ記き憶おくをいじって外に放ほうり出してやりたいが、妹のためと言いながらしつこく舞まい戻もどってきそうなのだ。ここで納なつ得とくさせたほうが労力は最小限ですむだろう。美言はそっと息を吸い込み、満面に笑えみを浮うかべた。

「彼はルイス・ブラン。フランスから来たマゾです」

「え、自己紹介？　って、なに!?　なんで僕がマゾに──」

「だから、あかねには興味ないよな？　鞭むちさばきが絶ぜつ妙みような女が好きだから、たとえあかねと同じ部屋にいても絶対に間ま違ちがいなんて起きないよな？　そうだろ？　違うか？」

　ここで否定したら殺す、と眼光鋭するどく訴うつたえる。付き合いの長いルイスはすぐ彼の意図するところを悟さとり、拒きよ絶ぜつの表情で口を開閉させた。いくらなんでもそれはないだろ、と声なく反論してくる。しかし、美言は無む下げに顎あごをしゃくった。苦痛を好むか好まないかはさておき、以前にそうしたことは嫌きらいじゃないと言っていたのだ。身から出たサビだ。

　美言はゆっくり口を動かし、逆らうなと告げる。

　ルイスは眉まゆ根ねをよせて、大げさに両手を上げて肩かたをすくめた。

「その通り。あかねは──……そうだね。たぶん、僕の好みからははずれてる、かな」

　一いつ瞬しゆんだけ複雑な表情をしたあと、ルイスは妙みような間をあけてうなずき咳せき払ばらいした。美言はなんとなく引っかかりながらも友樹へ視線を戻す。

「……と、いうことです。ご安心ください。ここは立地もよく、防犯も完璧です。通学時は不ふ審しん者に声をかけられても無視するように妹さんに伝えてありますから」

　警戒していた不審者が友樹自身であったことは、当然ながら伏せておく。

「そうか。……ところで君は？」

　友樹がさぐるように美言を見ると、ルイスがずいっと身を乗り出した。

「彼は橘美言。立りつ花か大学美術学部三年で人形作りを仕事にして、生身の女は眼中にない。仕事が恋こい人びとのようなものなんだ」

「それはつまり……」

「変態です」

　ルイスが近年稀まれに見るいい笑顔で断言すると、友樹は絶句したあと哀あわれみの表情になった。

「そうか、変態なのか」

　否定したい。人形作りに心血をそそぐのは事実だが、そこまで極きよく端たんではないはずだ。しかし、友樹に下手なことも言えずに渋しぶ々しぶと首しゆ肯こうした。

「こ、これでご安心いただけましたか？　今日はもう遅おそいですし、ひとまずお帰りください」

　美言は壁かべかけ時計を見上げたあと素す早ばやく友樹を玄げん関かんに誘ゆう導どうした。

「わかった、今日は帰るよ。明日は有休をとっているんだけど──」

「しつこくつきまとうと嫌われますよ」

「じゃ、じゃあ、週末に！」

「妹さんと良好な関係を保ちたいなら適度な距きよ離りを保つことが重要です。それではまた」

　とりあえずしばらく来るな、と言外に匂におわせ、悲ひ愴そうな顔で立ち尽つくす友樹に一礼してドアを閉じた。あんなものにいつまでも居座られたら無む駄だに体力が削けずられてしまう。

　ドアノッカーが再び叩たたかれないのを確かく認にんし、美言はようやく息をついた。

　あの兄からつきまとわれ続けたなら、あかねが気き鬱うつな表情になるのもうなずける。

「……で、あいつはなにしてるんだ？　部屋か？」

　吹ふき抜ぬけの玄関フロアに取り付けられている豪ごう奢しやな螺ら旋せん階段を上れば個人部屋になる。だが、いくら兄が苦手でも、まさか自室にこもっているとは考えにくい。美言は階段には向かわず廊ろう下かを進んだ。応接室の前を素す通どおりし、二間続きの人形部屋の前を進み、工こう房ぼうと浴室を通りすぎた最奥──フランスの古城の一部を移築した人形屋敷は、どの部屋にも当時のままのアンティーク家具が贅ぜい沢たくにしつらえてあり、台所にも派手な色タイルが大だい胆たんに使われていた。

　美言は室内を見回して眉まゆをひそめた。

「あかね……？」

　いると思っていた少女がそこにいない。

　代わりに嫌いやな空気が辺り一面を埋うめていた。首筋をなにかが柔やわらかく撫なで、ぞっと鳥とり肌はだが立った瞬しゆん間かん、生理的な嫌けん忌きを振ふり払はらって台所に足を踏ふみ入れた。

　コーヒーを準備する途と中ちゆうだったのだろう、テーブルの上には不自然にカップが並べられている。その脇わきに、あかねがぐったりと倒たおれていた。







　第一章　カウントダウン
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「あかね……!?」

　触ふれた体は力なく揺ゆれ、まるで死んでいるかのようだった。とっさに首筋に触れて脈を確かめ抱だき上げる。直後、バタバタと足音がしてルイスとリョウが台所へとやってきた。

　一瞬でルイスの表情が険しくなる。

「この部屋、誰だれかいた？　変な気配が……って、どうしたの!?」

「わからん。とにかく救急車を……」

「待って」

　部屋を出ようとする美言を制し、彼の腕うでの中でぐったりするあかねの顔を覗のぞき込む。

「──なにこれ。どうしてこんなことになってるの？　これじゃ、まるで……」

「なんだ？　なにかわかるのか？」

「わかるっていうか……ごめん、美言」

　言うなりルイスがずいっと身を乗り出した。反射的に逃にげようとしたが、腕の中にあかねを抱いていたせいでやや反応が遅おくれ、逃げるどころか引き寄せられていた。あとはいつも通りのパターンだ。頰ほおに柔らかな髪かみが触れたと同時に氷のように冷たい唇くちびるが首筋に押し付けられる。ぞっと背筋が冷たくなって視界が大きく揺れ、足あし下もとから力が抜けていくのだ。

　視界が暗くなる。

「ルイス、お前……!!」

「美言の生気、ちょっともらうね。僕の持ち分では足りないだろうから」

　足下さえおぼつかず、抗こう議ぎの言葉も曖昧になる。ルイスはそんな美言の腕からあかねを取り上げ、バランスが保てずに尻しり餅もちをつく美言にちらりと視線を向けながら顔を伏せた。

　ルイスの唇が、ぐったりとするあかねの首筋に押し当てられる。意識のないはずのあかねの体がぴくりと跳はねた。

「やめろ！　なにを考えてるんだ!?」

　美言はとっさに立ち上がろうとした。しかし、力が入らない。体を支えるための腕は震ふるえ、腰こしから下の感覚がないのだ。それでも無理に立ち上がろうともがいたが、ルイスはそんな美言から視線を外し、目を伏せて深くあかねを抱き込んだ。

「ルイス！」

「……なに慌あわててるの、らしくもない」

　ルイスはあかねの首筋から唇を離はなし、からかうような口調で告げた。

「ふざけるな！　あかねはあの兄貴からの預かりものだぞ!?　こんなことを……」

　怒ど鳴なる途中、あかねの顔色がよくなっていることに気づいた。息づかいも先刻よりはっきりとし、寝ね顔がおに苦く悶もんの表情はない。

「……どういうことだ？」

「美言の生気をあかねにあげたんだ。……これで、しばらくは大だい丈じよう夫ぶだと思う」

「しばらく？」

　思わずルイスの言葉を繰くり返したが、彼はそれ以上なにも答えずにあかねを横よこ抱だきにしたままくるりと踵きびすを返し、台所を出て行ってしまった。

　茫ぼう然ぜんと見送った美言は、ルイスの唇が触れた場所を手で押さえた。いまだ冷気がそこに居座っているようで鳥肌が消えない。何度体験しても慣れない感覚だ。

「なにが、ちょっともらう、だ。取りすぎだ」

　文句を言ったあとで戸口にすがりついて茫然としているリョウに気づく。普ふ段だんはあまり表情のない彼の顔が、驚きよう愕がくと困こん惑わくにそれとわかるほど歪ゆがんでいた。

「さ……三角関係……!!」

　思い切りずれた解かい釈しやくに、美言の口元がひきつった。前々からおかしな解釈をすることがあったが、今日は一段とおかしい。だが今は、言い訳するよりルイスを追うほうが先だ。
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「くそ、足が……リョウ、ルイスの様子を見に行け。なにかしでかす前に連れてこい！」

　いまだ力の入らない足に苛いら立だって命じると、目を瞬またたいたリョウはちょっと嬉うれしそうにこくりとうなずいた。去っていくリョウを見て、がしがし髪をかいて息をつく。

　張り詰つめた空気は今もわずかに停てい滞たいしている。

「……なにが起こったんだ？」

　腕の中にすっぽり収まる小さな体を思い起こし、美言はもう一度溜ため息いきをついた。







　白銀の髪を風にのせた男は青い瞳ひとみを嘲ちよう笑しように歪めた。

　彼が今いるのは閉店後のデパートの屋上である。視界に入ってくるのは天をつくようにそびえるビルとこぢんまりとした家が雑多に並んだ駅前の一画だった。空には星が瞬き、足下を会社帰りの猥わい雑ざつなサラリーマンたちが通りすぎていく。これといって面おも白しろい景色ではない。

　だが、彼──サディアスの笑えみはますます深くなった。

　網もう膜まくに浮うかび上がるのは、床ゆかに座り込んだ美言が、立ち上がろうと必死にもがく姿だった。どうやらあかねとルイスが気になるらしい。何度か立とうと試み、やがてあきらめて這はうように移動しはじめた。なにをそれほど気になることがあるのかと意識を切り替かえる。

　場所は二階の四つ目の部屋だ。

　ピントがずれるようにぼやけた景色に意識を集中すると、隅すみから順にクリアになっていく。懐なつかしい空気が詰まった広い部屋には天てん蓋がい付きの古いベッドが置かれ、一いつ対ついの男女がいた。

　ベッドに眠ねむるあかねを真しん摯しな眼まな差ざしで見おろすルイス──慎しん重ちように伸のばされた手は壊こわれ物を扱あつかうように彼女の頰を包み、直後、驚おどろいたように引っ込められた。初うぶな少年のような反応に、サディアスは口角を引き上げて微笑ほほえんでいた。

　どうやら思った以上に効果があったらしい。

「以前と同じ、というわけではないということですか。では、私を満たすために踊おどっていただきましょうか」

　美しい指先を闇やみに差しのばし、指揮をとるように揺らめかせる。耳じ底ていによみがえったのは、多くの怨えん嗟さと悲鳴、羨せん望ぼうと愛あい欲よくの声が入り交じった死の狂想曲カプリチオだ。心地ここちよく酔よいしれて指先で拍ひよう子しをとっていたサディアスは、動どう揺ように揺れる眼差しであかねを見つめていたルイスがふいにこちらを見たことに気づいて意識を遮しや断だんした。

「……まさか」

　人形屋や敷しきからこのデパートまで充じゆう分ぶんな距きよ離りがある。ルイス程度がサディアスの存在を判別できるはずはないのだが──。

　サディアスは醜しゆう悪あくに口元を歪めた。

　ルイスは台所でサディアスの気配に反応し、わずかだが警けい戒かいするそぶりを見せた。以前は他人のことなど気にも留めなかった男が。

　──以前と違ちがうのは、どうやら互たがいの関係性だけではないらしい。

　守りたい者を見つければ、人は、あるいは変わっていくというのか。

「さしたる問題ではありませんが、用心はしておきましょうか」

　サディアスはフェンスに手をかけ、ひらりと飛び越こえた。五階分の落下速度を着地の直前で殺し、ふわりとつま先からアスファルトに触れる。視線を上げると、茫然と立ち尽つくす女がいた。仕事帰りなのだろう彼女は黒いシンプルなスーツで清せい楚そに身を固め、見るからに若々しく、生気にあふれていた。

「え？　噓うそ。今、飛び降りて……!?」

「こんばんは。美しい月が地上に落ちていたので魅みせられてしまいました」

　異常を感じて逃げを打つ体とは裏腹に、女の視線はサディアスに釘くぎ付づけだった。瞳にうっとりと熱がこもるのを認め、サディアスは蠱こ惑わく的に微笑んで手をさしのべる。

「おいでなさい、可愛かわいい人」

　誘さそうと女の躊躇ためらいは即そく座ざに消え、やすやすと腕の中に収まった。それを見てサディアスは冷ややかに微笑む。造作もない。昔も今も、これほど容易に女は身を任せるのだ。美しいものを好み、愛らしいものをほしがる。与あたえれば与えるほど貪どん欲よくになり、手に入らないとヒステリックに泣きわめく。学ぶことを知らない低てい俗ぞくな生き物だ。

　だが、その生気がなければ体を保つことさえできない。

　サディアスは女の首筋に唇を押し当てた。

　生気が必要だ。より多く、力の源であるものが。

　口こう腔こうにあふれる甘味を飲み下すと細さい胞ぼうの隅すみ々ずみまで生気が巡めぐった。吸いすぎれば相手を殺しかねないので早々に切り上げて体を離すと、うつろな瞳の女はその場にずるずると座り込んだ。しかし、十分もすれば歩ける程度に回復するだろう。

「……この程度では足りませんねどこかに獲え物ものは……」

　もっと圧あつ倒とう的な力が必要なのだ。

　裏切り者であるルイス・ブランという男を苦しめるために、今以上の力が。

　脳のう裏りに閃ひらめいたのは冷れい徹てつな瞳をまっすぐに向ける過去の親友。長く押し込めてきた感情が蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらめいて、心の奥底を焦こげ付かせる。

　ようやくこのときが来た。

　制裁を与えるときが。
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　体調の悪さに気づいたのは二度目の貧血以降だった。

　学校で倒たおれた一度目と人形屋敷の台所で倒れた二度目、どちらも同じように前後の記き憶おくが曖あい昧まいだが、二度目の貧血からはとくに疲つかれが取れずに昼夜を問わずだるさが続いた。健康自じ慢まんだったのに見る影かげもない。

「睡すい眠みん不足……じゃ、ないよね。だったら鉄分不足？　ほうれん草のおひたし食べたし、牛乳だって飲んでるし、牛肉の香草焼きだって食べたのに」

　食しよく欲よくが落ちていたが無理に食べた。それでもめまいはついて回り、冷たくなった指先の震ふるえは収まらない。テスト勉強のためにペンを握にぎるのも億おつ劫くうなほどだ。

　体力が落ちているからか、どれほど寝ねても眠ねむ気けが取れない。かといって、寝すぎると頭が痛くなってくるので惰だ眠みんをむさぼるわけにもいかなかった。

「あかね！　立候補しよ、立候補！」

　ぎゅっと拳こぶしを握ると千ち葉ば艶つや子この声が聞こえ、慌あわてて顔を上げた。

「……あれ？　学校だ」

　目を瞬いて辺りを見回し、教室の窓まど際ぎわの席に腰こしかけている自分に気づく。顔を正面に戻もどしたあかねが艶子の豊かな胸に怯ひるむと、彼女がちょっと体を起こした。きれいに染められた髪かみをルーズに編み上げた彼女は魅み惑わく的に小首をかしげた。

「やっぱり引きずってるんじゃない。だめよ、それじゃ」

「だからって、なにも自分から仕事増やさなくてもいいじゃない」

　怒おこったような口調で艶子が諭さとすと、続いて呆あきれるような声が聞こえた。艶子の幼なじみであかねと同じ中学校出身の花はな見み月づき蘭らんだ。すらりと背の高い彼女は黒くろ髪かみの楚そ々そとした美人で、二人が並ぶと妙みように迫はく力りよくがある。身長百四十五センチと小こ柄がらなあかねが羨望の眼差しを向けると、艶子にむんずと手を摑つかまれた。

「バイト先の店長って十歳以上年上なんでしょ？　そんなに離はなれてたら話通じないって。ふられて正解！　いつまでも落ち込んでないで次の恋こいを探さなきゃ!!」

　言葉と同時に摑んだ手をまっすぐ上げる。

「はーい！　立候補します!!　千葉艶子と、都流木あかねの二名!!」

　声高らかに宣言した艶子に混乱し、ぐるりと教室を見回した。時間的には四時限目であるはずなのに生徒の多くは席を立ち、あかねたちに注目している。教きよう壇だんにはクラス委員が立ち、彼の背後にある黒板には『霜しも月つき祭さいについて』という文字が書かれていた。霜月祭は私立立花高等学校に隣りん接せつする大学と合同で三日間おこなわれる秋の学園祭で、入学案内用のパンフレットでも大きく取り扱われていた一大イベントである。

　実力テストが終わったあと本格的に準備をはじめると記憶していたので、それがどうして黒板に書かれているのかよく理解できない。

「他ほかに立候補はいませんか？　いないなら、霜月祭実行委員は千葉と都流木で決定します」

「……え？　実行委員って……」

　クラス委員の一言にわれに返ると、艶子が色っぽく片目をつぶってみせた。

「霜月祭の実行委員やれば他のクラスの男子と知り合えるでしょ？　もしかしたら大学生の恋こい人びとができるかもよ？」

「恋人って……な、なに言ってるの？」

「恋で傷ついた心は恋で癒いやす！　やっぱこれよ、これ！」

　慌てるあかねに艶子は小声でそう断言する。確かにあかねは失しつ恋れんした。相手はバイト先の店長で、十五歳も年上で、しかも今では姉の婚こん約やく者だ。平気なふりをしても誤ご魔ま化かしきれるものではなく、顔を合わせるたびにバイトに入ってしまったことを後こう悔かいする始末。忘れるためには一定の距離か、さもなくば時間、あるいは艶子の言うように新たな出会いが必要なのだろう。

　だが、誰だれもがすぐに次の恋へと気持ちを切り替かえられるほど器用ではない。

「艶子、私は──」

「僕も立候補したいな。定員は二人？」

　拒きよ絶ぜつの言葉を口にする前に隣りん席せきから声があがった。あかねの隣となりに腰かけるのはルイスである。思いがけない問いに教室内はざわめいて、クラス委員が戸と惑まどいの表情を浮うかべて手元の紙を確かく認にんしはじめる。

「ルイスが実行委員やるなら私も！」

「それだったら私もやってもいいけど」

　教室内の至る所から声があがる。ルイスはきょとんとしたあとにっこりと微笑んだ。

「ありがとう。そう言ってもらえるなんて思わなかったから嬉うれしいな」

　だったら、君たちの中から僕のパートナーを選ぼうかな。でも、魅み力りよく的すぎて実行委員の仕事が手につかなくなっちゃうかも──ルイスなら、ごく当然のようにそう告げるだろう。彼にとっては社交辞令のようなものだ。君に恋こい焦がれてだの、これ以上夢中にさせないでだのという言葉は休み時間になればぽんぽんと聞こえてくる。女の子が困っていれば声をかけ、ときには甘い言葉で相手を楽しませる。あまりにあけすけだから、誰もが彼をそういうキャラなのだと認識したうえで付き合うのでファンも増える。

　それなのに。

「ごめんね。今はあかねと一いつ緒しよにいたいんだ」

　甘いだけのマスクをはぎ取って、真しん剣けんな顔で淡たん々たんと言葉をつむぐ。誰もが茫ぼう然ぜんとルイスを見ていたが、やがて真っ赤になって狼狽うろたえるあかねに視線を移した。

「あー。じゃああたし辞退しまーす。……あかね、意外と近くに彼氏候補がいるかもよ」

「候補って……ま、待って、艶子！　私が辞退するから！」

「僕と一緒は嫌いや？」

　小声で続けた艶子に返すとルイスが割り込んできた。静まり返った室内がざわめき、あかねはますます狼狽える。混乱しすぎて頭が働かないのか、連日の体調不良からうまい言葉が見つからないのか、悲しげなルイスを見るとどうしていいのかわからなくなってしまう。

「一緒が嫌ってわけじゃないけど」

「だったらいいよね。僕と実行委員」

「どうして私なの？」

「あかねのそばにいたいからって理由じゃだめかな？」

　──騙だまされてはならない。彼がこういう言葉をかけるのは、なにもあかねに限ったことではないのだ。彼は相手が異性であれば等しく優やさしいのである。毎日毎時間、暇ひまさえあればささやかれる台詞せりふは、シロップに浸つかりまくった砂糖菓が子しのようにただひたすら甘い。

　ゆえに、怪あやしささえ覚えてしまった。

「なにか企たくらんでる？」

「……気になる女の子のそばにいたいって男心をそうやってもてあそぶんだ？　あかねって意地悪だね」

　すねたように言われてぐっと言葉に詰つまる。笑え顔がおは見慣れていたのに、知らない表情を見せられるととたんに反応に困ってしまう。艶子がにんまりと笑いながら肘ひじで小こ突づいてきて、よけいに言葉が出なくなってしまった。

　結局、他にすすんで実行委員をやりたいと言い出す者がないままあかねとルイスに決定してしまった。ずるずると、気づいたら。否いな、状じよう況きようはわかっていたのに否定できなかったのだ。

「どうしてこんなことに」

「……そんなに実行委員が嫌だった？」

「い、嫌じゃないけど」

「だったらいいってことだよね。よかった」

　論点を微び妙みようにずらされてあかねはうなる。放課後になって、第一回実行委員会会議がひらかれるということで移動している現在でも、抗こう議ぎしては言いくるめられていた。

　立花学園は高校より大学のほうが敷しき地ちが広い。もともと大学に高校が併へい設せつされたという経けい緯いから大学が主体であるため、三棟とうしかない高校とは違ちがい、新旧校舎がそれぞれ四棟、計八棟からなる大所帯だ。もっとも、旧校舎の一部は平屋なので棟が多くても部屋数はさほど多いわけではないらしい。

　あかねたちは体育館と図書館のあいだを通り、高校と大学を隔へだてる門をくぐった。全体的に白っぽい高校とは違い、大学の敷地には緑が多く、背の高い樹木も多い。駅から徒歩五分の土地に建っているとは思えないほどだ。

「会議室兼けんミーティング室は旧校舎の第四棟。大学って旧校舎のある北門が正門扱あつかいだけど、実際使われてるのは東門みたいだねえ。駐ちゆう輪りん場じようの関係かな」

「……木造だ」

　会議室に向かいながらルイスの雑談を聞いていたあかねは、焦こげ茶ちや色の建物に驚きよう愕がくした。木々が作り出す緑のカーテンで目め隠かくしされていたとはいえ、毎日大学の前を通っていたのにレトロな建物にまるで気づかなかった。

「一部の部屋は今も使ってるみたいだけど、取り壊こわしても問題ない状況みたい。あえて残しておくって方針は、さすが立花グループの経営する学校って感じだよね」

　世界に名だたる大だい企き業ぎよう、それが立花学園の母体である。呆あきれるルイスに曖あい昧まいにうなずいて、あかねは誘ゆう導どうされるまま第四棟へと足を向けた。

　昇しよう降こう口には、高校指定の靴くつもあればスニーカーやハイヒール、ビーチサンダルまで幅はば広ひろく脱ぬぎ捨てられている。あかねたちはスリッパに履はき替えてぎしぎしと軋きしむ床ゆかを踏ふんだ。

「立花大学は由ゆい緒しよ正しき学校で、創立百五十年を数える。ただし途と中ちゆうで経営者が代わって、昔は立花じゃなく別の名前で呼ばれていた。実質的な経営者は御おん年七十二を数える老ろう獪かいだけど、高校だけは……」

　そこまで言って、ルイスはふっと言葉を吞のみ込んだ。積み重なった時間がそうさせるのか、古いものはそれだけで迫力がある。どこまでも続く板張りの廊ろう下かと漆しつ喰くいの壁かべ、天てん井じようからぶら下げられた電灯、少し白く濁にごった窓ガラスとひんやりとした空気──圧あつ倒とうされて見つめていたあかねは、そこでようやくルイスが押し黙だまっていることに気づいた。

「ご、ごめん、なんだっけ？」

「……調子悪そうだね。ここ最近、ずっと」

「そんなことないよ。元気。あ、お兄ちゃんからのメール返信もちゃんとしてるからね。サボってないよ！」

　慌あわてて言い訳すると、ルイスが目を丸くした。返答がおかしかったらしい。

「本当に平気だから。ちょっと体がだるいだけ」

「うーん。……ねえあかね、抱だきしめてキスしていい？」

　言葉を理解するのに五秒。ゆらりと近づくルイスにぎょっとして後あと退ずさってもう五秒。思いがけない問いの十秒後に、あかねは窓へと追い詰められていた。

「だ、だめぇぇぇ!!」

　絶ぜつ叫きようとともにあかねは迫せまってくるルイスの体を押し返した。今の会話でなぜそんな質問が飛び出すのか理解不能だ。たとえ異性を口説くことが使命のナンパ師だろうと、白昼堂々と繰くり出す質問にしては過激すぎる。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。優しくするから」

「全然大丈夫じゃない！　なに言ってるのかさっぱりわからない!!」

　あかねの抵てい抗こうをものともせず、ルイスは爽さわやかな笑顔で迫ってくる。慌てすぎたせいか振ふり回す手はあっさりと囚とらわれて一つにまとめられ、あいた右手が軽くあかねの顎あごに添そえられる。とっさにうつむいてみたものの、さしたる抵抗と思われなかったらしい。彼はさらに身を寄せて柔やわらかく耳たぶに唇くちびるを寄せた。

「あかねってキスしたことある？　いきなり深くしたらびっくりするから、はじめは軽くね」

「な、な、な、なに、い、言って、るの……!?」

「ん？　一応、了りよう承しようは得ようかなって思って」

　不快とはまた違う意味でぞわっと総毛立つ思いがした。とても危険な生き物が間近にいる。獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうのようだ。冗じよう談だんでもうなずくのは危険だと本能が訴うつたえてくる。

　あかねは決死の覚かく悟ごで体をよじり、訴えた。

「キスは恋こい人びと同士がするものです！」

「じゃあ恋人になろう」

「恋人は、好き合ってる人たちがなるものだから！」

「……あかね、僕のこと嫌きらい？」

　好きかと訊きかれたら確実に首を横にふっていただろう。しかし、嫌いかと訊かれたら、明確な感情を持っていない今、否定以外の反応しかできない。

「き、……嫌いじゃ、ない」

「そう、よかった。僕は嫌いどころか、あかねのこと気に入ってるよ。だから、好きになるのはこれからでいいんじゃない？　恋れん愛あいに決まった形はないんだし」

　それはそうだが、いろいろ違う。

「ふ、ふしだら！」

　一番に思い浮うかんだ言葉を口にしたらルイスがぷっと噴ふき出した。

「キスだけでそれを言われたらちょっと困るなあ。恋愛はその先があるんだし」

　ルイスの指し摘てきに、あかねは一いつ瞬しゆん抵てい抗こうを忘れて凍こおりついた。

　ここにきてようやく思い知る。子ども同士のオママゴト遊びなら手を繫つないでおしまいという流れだが、あかねの年ねん齢れいでそれはない。そういう付き合いもないわけではないが──普ふ通つうに考えて、高校生の恋愛は〝結けつ婚こん〟という縛しばりをのぞけば大人の恋愛とさほど変わらないのだ。人形屋や敷しきの住人たちは、ルイスが気まぐれにちょっかいをかけるくらいで、美言はあかねを子ども扱いするし、リョウに至っては「お姉さん」扱いしている雰ふん囲い気きがあり、どちらもあかねを恋愛対象と見ている様子がなく、加えて店長は姉の恋人であったため、あかね自身両思いになったその先の展開を忘れかけていたのである。

　ゆえに、完全に及および腰ごしになってしまった。

「僕たち、付き合うといいと思うんだ」

　それはつまり、その先のあんなことやそんなことを想定しての提案なのか。あかねはぶんぶんと首を横にふった。

「え、遠えん慮りよしま……」

「ここは逢おう瀬せには不向きだろう。俺と一いつ緒しよに体育館の裏にでも行くか？　思う存分相手をしてやるぞ。あ？」

　聞き馴なれた声とともにルイスの首に逞たくましい腕うでが回された。その腕にギリギリと力が込められ、ルイスは瞬またたく間にあかねから引きはがされる。

「み、美言!?　ちょ、待って！　絞しめすぎ！　やりすぎ！」

　ルイスが腕を摑つかんで訴えても、その背後に立つ美言は表情一つ動かさずに冷ややかに見おろしていた。長い前まえ髪がみの隙すき間まからのぞく目は相変わらず鋭するどいが、ちらりと視線を向けられただけで安あん堵どし、あかねはその場に座り込んでしまった。

　すぐに近くにいた年上らしき女性がぱたぱたと近づいて来た。柔らかな髪かみをふわりと揺ゆらし、彼女はあかねの肩かたに細い指をそっと添えた。

「大丈夫？」

「は、はい。大丈夫です。ちょっと、びっくりしただけで……」

　よくよく見れば、廊下の端はしに状じよう況きようを見守るような人だかりができあがっている。加えて、教室の窓が開き、そこからも野や次じ馬うまが顔を覗のぞかせていた。

　あかねは顔から火が出るかと思うほど真っ赤になった。

「……このバカ、どうする？」

　ルイスの首を腕で固めている美言に訊かれ、あかねは顔を伏ふせたまま親指を下に向けた。

「や……やっちゃってください」

「わかった」

「待ってってば！　もうしないから！　ロープ、ロープ！」

　美言の腕に力がこもると同時にルイスがぎょっとして彼の腕を叩たたいた。改めて美言に見つめられたので、あかねは深呼吸してから一つだけうなずいた。それで察してくれたらしく、美言は最後にもう一回だけルイスの首をぐいっと絞め上げてから解放した。

　ゴホゴホと咳せき込むルイスは首をさすって美言を睨にらむ。

「あ、あのね、自分が意外と力あるって自覚したほうがいいよ」

「してるからやってるんだ。なにやってるんだ、お前は」

「なにって、あかねを口説いてたんだよ。見てわからないの？」

「……もう一回絞めとくか？」

　腕を軽く曲げて美言が問うと、ルイスがぶんぶんと首を横にふった。そんな二人を脇わき目めに、あかねはいまだバクバクと落ち着かない心臓をなだめるため深呼吸を繰り返す。ルイスの甘い言葉は聞き慣れているはずなのに、迫られると動どう揺ようしてしまうのが情けない。

「やっぱり恋愛はまだいい」

　肩をすぼめていると「立てる？」と質問され、改めて声をかけてくれた女性を見た。うなずく前に近寄ってきた美言がひょいとあかねを抱だき上げて立たせ、注目されるのも無視して遠ざかっていく。

「み、美言さん！」

「……橘くんの、知り合い？　あ、私は英はなぶさ目ま茂も里り──みんなはまもりって言います。橘くんと同じ美術学部の三年生で、実行委員」

「美言さんが実行委員!?」

　人形作りに熱中する姿しか思い出せないせいか、「無む謀ぼう」の二文字が頭をちらついた。

「って、美言さん立花大学の学生なんですか!?　実行委員って本当に!?」

「本当だよ。でもね、実行委員は橘くんが講義に出てないときに多数決で勝手に決めちゃって……あ、私は自分から立候補したんだけどね？　あなたは？」

「都流木あかねです。高校一年で、実行委員で……えーっと」

「僕が美言と友だちで、その関係であかねも知り合ったんだよね？　はじめまして、ルイス・ブランです。出身はフランスで、日本での生活が長いから七割は日本人です」

　首をさすりながら近づいてきたルイスはおどけた調子でまもりに自己紹しよう介かいし、警けい戒かいするあかねにちょっとだけ苦く笑しようした。一連のハプニングにひとまずの決着がついたと判断したのか、昇しよう降こう口でたむろしていた人たちはあかねたちを気にしながらも教室に向かう。視線が痛いと思いながら、あかねも皆みなに倣ならって教室へと入った。教室といってもあかねが想像していたものよりはるかに広く、全体的にレトロな雰囲気がただよっていた。

　皆が思い思いの席に座るなか奇き妙みような空間ができている場所がある。教室の窓まど際ぎわ、一番奥──美言の着席する辺りだ。普通にしていても近寄りがたいというのに、頰ほお杖づえをついた彼はその顔を窓へと向け「俺にかまうな」と全身で訴えている。
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　が、あかねはこれといって気にすることなく彼のもとまで行き、その隣となりにすとんと腰こしを下ろした。古い教室に合わせたように机も年季が入り、その落書きさえも時代を感じさせる。吞のん気きに検分している途と中ちゆうでようやく視線を感じ、はっと隣を見た。

「と、隣、だめですか？」

「……別に」

　溜ため息いきとともに返ってきた言葉にほっとした彼女は、次に大学生たちの視線が集まってきていることに気づく。ちらほらと高校生たちの視線もある。

「廊ろう下かで口説かれた直後に別の男と相席なんて、あかねは意外と大だい胆たんだね。美言への嫉しつ妬とで火傷やけどしそうだ」

　なんとなくそこが定位置のような気がして勝手に落ち着いていたあかねは、呆あきれたようなルイスの指摘にぎょっとした。火傷はさておき、事情を知らない者たちから見ればずいぶんと軽けい薄はくな行動に思えるかもしれない。

「橘くんの隣に率そつ先せんして座る子がいたなんて……!!」

　まもりはまもりで、別のことに衝しよう撃げきを受けているらしい。

　三人がけの長なが椅い子すの左端はしに美言が、中央にあかねが、そして右端にルイスが座る。まもりが前の席に腰かけると席の半数以上が埋うまり、各自にプリントが配られた。

　四時きっかりにドアが開き、ビン底眼鏡めがねに黒ずくめの女性が現れた。ロングスカートの裾すそを優ゆう雅がにひるがえして彼女が教きよう壇だんに立つと教室の一部がざわめいた。

「実行委員長はくら子様か」

　どこかでそんな言葉が聞こえると、

「はじめまして、社会学部四年、鞍くら橋はしココです。第十五回霜しも月つき祭さい実行委員長を務めることになりました。いい学園祭になるよう尽じん力りよくしますので、よろしくお願いします」

〝くら子様〟は深々と頭を下げて話を続ける。

「概がい要ようを簡単にご説明します。霜月祭とは、大学と高校の親しん睦ぼくを深めるため十五年前から企き画かくされた合同学園祭で、前夜祭と三日間の文化祭、さらに後夜祭を合わせたものをさします。まずはくじを引いてください」

　きりりと言い放ったくら子様が教きよう卓たくの下から大量の紐ひもが入った箱を三つ取り出した。席を立とうとするあかねを止めてルイスが教壇に向かうと、悩なやむように振ふり返ったまもりを見て美言がのっそりと立ち上がった。

「霜月祭は、模も擬ぎ店、企画展示、発表会の三つで構成されます。それぞれの出し物、出展物は重ならないように調整しますので、次の会議までに案をいくつか出しておいてください」

　くら子様の声が朗々と響ひびく中、教壇の周りに集まった大学生と高校生が二つに分かれ、大量にある紐の端を皆でいっせいに摑んだ。引いた紐が繫つながっているクラスがまずは一つ目の班になり、その代表が一回り大きな箱に入れられた紐を引く。そこで繫がっている班とまた組むという方針らしい。

　一本目の紐を引いたルイスは、二本目の紐を摑んだあとでちらりと美言の顔を見た。

「別の紐にしない？」

　しかし、すでに紐は全員の手に握にぎられている。今さら変えようもない。

「高校二クラス、大学二クラス、合計四クラスが一つの班になります。自分がどの班になったかちゃんと覚えておいてください」

　くら子様の宣言のあとで紐が引かれると、箱の中から現れた紐の中央にはそれぞれの班名が書かれていた。ルイスが引いたのはＣ班だ。その端を握っていたのは仏ぶつ頂ちよう面づらの美言である。

「なんで引いちゃうのかなあ」

　心底残念そうにルイスが溜息をつく。

「わ、見て見て！　同じ班みたいだよ」

　まもりが目を輝かがやかせて驚おどろきを伝えてくる。あかねがうなずくと、意い気き消しよう沈ちんしたルイスと不ふ機き嫌げん顔の美言が戻もどってきた。

「今年の特別展示はプリントにある通り人形展を企画していました」

　騒さわがしい室内に動じずくら子様はそう告げる。〝います〟ではなく〝いました〟──まだ準備すらはじまっていないのに、なぜか過去形だ。疑ぎ問もん符ふを浮うかべていると再びドアが開き、一人の女性が入ってきた。上げ底ブーツ、ギンガムチェックのふりふりのミニスカートに黒をベースにした上着、きつくパーマをあてた髪をツインテールにしてヘッドドレスで飾かざっている。大げさなほど盛っているまつげは重そうで、遠くからでも際きわだって目元が真っ黒だった。

「彼女は企画展示の代表を務めてくださる人形師のマデリーヌさんです」

　どう見ても生きつ粋すいの日本人なので作家名といったところだろう。紹介したくら子様に応こたえるようにマデリーヌは軽く会え釈しやくをした。あかねは人形師というものを人形屋や敷しきに行くまで一度も見たことがなかった。人形は工場で作られ、ラインにのって箱はこ詰づめされて店頭に並ぶ。そんなイメージだった。

　しかし世の中には、魂たましいをそそぎこむように世界に一体しかない人形を作る人形師もいる。

「美言さんと同じだ」

　あかねが驚きに声をあげるとマデリーヌは口を開いた。

「はじめまして、マデリーヌです。企画に参加する人形師は全員立花の卒業生です。いい企画になるよう頑張りますのでよろしくお願いします」

　そう言ってからちらりとくら子様を見る。くら子様はうなずき、プリントを手に一歩前に出た。

「特別展示は六名の人形作家による連作でしたが、急きゆう遽きよ海外での仕事が入り、二名が参加できなくなりました。この棟とうを利用する予定でしたが四名では難しいということで、企画の概要を変へん更こうする必要が──」

「美言さんが出れば五人になるのに」

　四人では難しいなら五人では可能にならないだろうか。特別展示の項こう目もくには新しん鋭えい作家たちによる夢の共演、と派手な文字が並んでいた。コンセプトは二体の人形で一つの世界を表現する現代アート。第一線で活かつ躍やくする作家の独創性から未来への〝可能性〟を摑つかみ取ってもらうというものらしい。在学中とはいえ美言も人形作家だ。参加の条件ならクリアしている。彼ならきっと誰もが感かん嘆たんするような人形を作ってくれるだろう。

「美言さんの人形、見たいなあ」

　ドールと呼ばれる特とく殊しゆな人形は見たが、彼が作る〝普ふ通つうの人形〟にはまだお目にかかっていない。それゆえの素す直なおな欲よつ求きゆうだったが、ルイスにくいくいと腕うでを引かれたあかねは、静まりかえった教室で、自分の声が思った以上に大きく響いていたことに気づいた。

「あ、……あの、美言さんはすごい人形を作ってて、プロ級で、っていうかプロの人形師で、人形を見たら、きっとみんなびっくりします！」

　次々と振り返る皆の顔に混乱し、舌がもつれ、思考が追いつかない。美言が作る人形のすばらしさを必死で訴うつたえていたあかねは、隣から向けられる射い殺ころさんばかりの眼光に完全にパニックになった。

「だから、美言さんが参加すれば丸く収まるんじゃないかって……」

「黙だまれ、あかね」

「お、思っただけです。……すみません」

　いつの間にやら立ち上がっていたあかねは、美言の一言にすごすごと椅い子すに座り直した。いくらぼんやりしていたにしても度がすぎている。内ない緒しよ話のように広がるざわめきに、あかねは居たたまれずにぎゅっと目をつぶった。

　前まえ触ぶれなくどんっとなにかを叩たたく音が響いてあかねの肩かたが大きく震ふるえた。正面を見ると、平手で黒板を叩いたマデリーヌが挑いどむような眼まな差ざしをあかねに向けてきた。美言の腕は一流だ。人形を作る姿勢だって、決して彼女に劣おとってはいないだろう。けれど、どれほど言葉を尽つくしても伝えられるようなものではない。

　そこに天てん賦ぷの才があるのにうまく伝えられない。それがとてももどかしい。

「美言さんは、本当に──」

「ええ、知ってるわ。腕は確かね。性格に問題があるけれど」

　肯こう定ていの言葉にあかねは言葉を吞のみ込んだ。美言を認めてくれている。それがとても嬉うれしくてほっとした直後、隣となりから舌打ちが聞こえて慌あわてた。

「み、美言さん？」

「よけいなことを」

　怒ど気きさえ孕はらむ美言の声に、まずい状じよう況きようだということだけ理解して血の気が引く。

「五人なら決行は可能ね。サポートに、それなりの人数を割さいてもらうことになるけど」

　美言がカウントされ、人形師が増えた。人形が見られることは嬉しいが、当然そんなに単純なものではない。霜月祭に出品するということは作品を作らねばならないということ。しかも特別展示は霜月祭の目玉の一つに数えられ、注目度が高い。

「俺は、やるとは言ってない」

「逃にげるの？　可愛かわいいファンが応おう援えんしてくれてるのに情けない男ね」

　美言の言葉にマデリーヌは冷ややかに笑った。それを見て、あかねの顔からますます血の気が引いていく。美言にはたくさん借りがある。さらに、恩もある。こんなところで迷めい惑わくをかけるわけにはいかないと腰こしを上げたが、すぐにルイスに制されてしまった。

「面おも白しろそうだから見守ったら？」

「だ、だめ！」

「いいじゃないか。知り合いみたいだし、もともとこうなる運命だったんだよ」

　剣けん吞のんとする美言とマデリーヌを、ルイスは楽しげに見る。マデリーヌはくびれた腰に手をあて、グロスでぎらぎらと輝く唇くちびるを開いた。

「本番まで一ヶ月を切ってるけど、使えそうな石膏型モールドくらい持ってるでしょ？　型どりに一週間、素す焼やきと着色、合わせて二週間──やってやれないスケジュールじゃないわ」

「……展示会だ」

「ええ。人形単体での展示ではないから当然舞ぶ台たい装置も必要ね。……できない、とでも？」

「み、美言さん！　すみません、断ってください！　美言さんには無理です!!」

　言葉だけが息苦しく繰くり出される中、あかねは動転してそう叫さけんだ。

　その瞬しゆん間かん、美言の肩が大きく揺ゆれ、それを見ていたマデリーヌの唇がめくれ上がり凶きよう悪あくな笑えみが現れた。

「いいだろう。やってやる」

　美言の声が低く室内の空気を震わせた。

　あかねが呆あつ気けにとられて美言の横顔を見つめると、ルイスは大げさに肩をすくめる。

「男のプライドを傷つける言い方はだめだよ。火に油だ」

　とっさに告げた一言で、美言を面めん倒どうごとに引っ張り込んだうえ背を押してしまったらしい。鋭するどく睨にらまれ、背筋に氷柱つららを差し込まれたようにひやりとした。

「お前が俺のサポートをしろ。こき使ってやるからありがたく思え」

　体調が思わしくないので辞退します、だなんて言えるはずがない。視線を一身に浴びながら、あかねは美言の命令にのろのろとうなずいた。

「……えっと……それでは、特別展示の『二ふた人り展てん』は予定通り開かい催さいします。第二回の実行委員会は高校の実力テストが終わった翌日に行いますが、それまでに各自、模も擬ぎ店、企き画かく展示、発表会の案をいくつか出しておいてください」

　戸と惑まどいながら告げるくら子様の声がぐわんぐわんと頭の中に響ひびいた。
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　いろいろ最悪だ。

　まず、体調が悪い。だるいし眠ねむいし、意識が朦もう朧ろうとすることさえある。

　そのうえ、美言を煽あおって『二人展』に参加させてしまい、彼の機き嫌げんは最高に悪い。いいときは意地悪な笑みを見せるし悪いときは背中を見ただけでも怒いかりが伝わってくるのでどちらも反応に困るが、機嫌は悪いよりいいほうがいい──ような、気がする。さらにルイスはルイスで妙みように絡からんでくるし、唯ゆい一いつの癒いやしは子犬のようにまとわりついてくるリョウだけだった。

　以前は楽しみにしていたバイトも、今のあかねにとっては心労の原因である。

「あかねちゃん、友だちも来てるみたいだし、そろそろあがっていいよ。お疲つかれ様さま」

　声をかけてきたのは柳やなぎ田だ和かず真ま、未来の義ぎ兄けいである。あかねは、洒落しやれたショッピングモールの一角にアパレル系のお店を開く彼の頼たのみでバイトに入っているのだ。あかねは気力を振ふり絞しぼって返事をし、タイムカードを押して荷物をまとめる。

「実力テスト、もうすぐなんだよね？　そのあいだはバイト休んでいいからね。最近のあかねちゃんちょっと疲れてるみたいだからゆっくりしておいで。それから、学園祭のあいだもバイトは気にしなくていいから。……僕も遊びに行きたいけど、お店があるからなあ」

　和真の情報源は姉の芽め衣い子こだろう。心こころ遣づかいに、あかねは深々と頭を下げる。

「ありがとうございます」

「そんな……僕のほうこそ、無理言って手伝ってもらってるんだから。いつも感謝してる」

　慌てて両手をふる和真に笑みを返し、あかねは店をあとにした。

　そして、白銀の髪かみの男を見つけて足を止める。瞳ひとみは凍いてつく海の青、肌はだは死者を思わせるほど白く、その微笑ほほえみは優ゆう雅がでありながら加か虐ぎやく的な色が濃こい。ルイスの知り合いで、人ならざる者──大おお鎌がまを自在に操あやつり魂たましいを狩かる〝死神〟と呼ばれる存在。彼は流行の服を身にまとった女の子たちに取り囲まれ、にこやかに笑みを浮うかべていた。

「……お、お友だちって、まさか、サディアスさんのこと？」

　友人の中でバイト先を知っているのは蘭と艶子くらいのものだ。だから二人のうちいずれかが待ってくれているのだとばかり思ったが、どれほど目を凝こらしても二人の姿はない。代わりのようにサディアスと目が合ってしまった。

「待ち人が来たのでこれで……また今度お会いしたら、そのときはお茶でも飲みましょう」

　抗こう議ぎの声の中、それでも彼は笑みを崩くずさずあかねの元へ近づいてくる。鼓こ動どうが異様に速くなり、ぞわりと腕に鳥とり肌はだが立つ。空調は完備されているはずなのに寒くてたまらない。足が重くて一歩を踏ふみ出すことも難しく、あかねは棒立ちのまま近づいてくるサディアスを凝ぎよう視しした。

「こんばんは。バイトは終わったんですか？」

　甘くしっとりと濡ぬれた声に問われた瞬間、心臓をぎゅっと絞られるような感覚に襲おそわれた。

　明確な恐きよう怖ふ──呼吸できているのが不思議なほど心音が乱れ、指先が震える。コツリと高く靴くつ音おとが響いた。店内放送が流れ、呼び込みの声や少女たちの笑い声、子どもの楽しげな歓かん声せいが絶え間なく響いているのに、明確な音として判断できるのはたった一人が生み出すものだけだった。牙きばを隠かくし獲え物ものに近づく猛もう獣じゆうのような気配をまとう彼は、硬こう直ちよくするあかねを見るととても奇き妙みような顔で小首をかしげた。

「不思議ですね。私が怖こわいのですか？　記き憶おくは消えているはずなのに」

　その声を聞きながら、あかねは一歩後退した。彼は知り合いで、不ふ審しんな相手ではない。それなのに、全身がその存在を拒きよ絶ぜつする。

「こ……こんばんは、サディアスさん。あの、記憶って……？」

　会話の糸口をさぐり、なんとかそう返す。サディアスは答えず、右手の人差し指と親指で軽く輪を作った。刹せつ那な、脳のう裏りに大鎌のイメージが浮かんだ。月光を集めるように輝かがやく刃やいばが、前触れなく赤く染まる。血の赤よりなお深い、紅ぐ蓮れんの大鎌だ。白い花が舞まい上がり、視界を奪うばう。

「なにか見えますか？」

　恐怖にすくみ上がったあかねの耳にサディアスの声が届く。

　答えようと口を開くと、馴な染じみのメロディが張り詰つめた空気に割り込んできた。
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　幻げん視しが揺らぎ、一いつ瞬しゆんで消える。あかねは反射的にカバンに手を突つっ込んだ。摑つかんだのは携けい帯たい電話である。メール着信を報しらせるランプが吞のん気きに点てん滅めつしていた。

「……誰だれからですか？」

　問いが移ると紅蓮の大鎌のイメージがかき消え、意識が浮ふ上じようした。

「あ……兄からです。いつもたくさん書いて送ってくるんです。……小さい頃ころから私やお姉ちゃんの心配ばかりで、自分のことは二の次で、会社の人が減って忙いそがしいのに……」

　言っているうちに緊きん張ちようがほどけ、ふいに視界が揺らいであかねは焦あせった。周りが困こん惑わくし、危険視するほど熱ねつ烈れつなシスコンなのに、たまにこうして絶ぜつ妙みようなタイミングで凝り固かたまった心をほぐしてくれる。苦く笑しようとともに返信を打つと、気持ちが少し楽になった。

「サディアスさんはお買い物ですか？」

　歩きながら問うと、サディアスはちょっとだけ眉まゆをひそめた。

「ええ、……そうですね。買い物です。たまたま通りかかったらあかねさんがいたので仕事が終わるまで待っていたんです。……食事に、お誘さそいしようと思って」

　サディアスの言葉にあかねは首を横にふった。

「ごめんなさい、行けません。私、帰って食事を作らないといけないんです。美言さんとルイスが、人形屋や敷しきで待ってるから」

「美言さんというと……背の高い人ですよね？　私は彼に嫌きらわれているのかもしれません。はじめて会ったとき、睨まれましたから」

　寂さびしそうな表情にあかねはひどく狼狽うろたえた。

「美言さんはいつもあんな感じです。悪気があるわけじゃないんです」

　性しよう分ぶんなのだ。第一印象は悪いかもしれないが、付き合ってみれば逆であることに気づく。相変わらず態度も発言も乱暴なのに、知れば知るほど印象が変わっていくのだ。

「本当は、すごく優やさしい人です。表に出すの、苦手みたいですけど」

　断言するとちょっと驚おどろいたように目を見開かれた。

　ショッピングモールを出て人通りの多い駅前の道路を歩く。どこに行ってもサディアスはよく目立ち、周りの視線を集めてしまう。隣となりに並ぶあかねは極度の緊張にめまいさえ覚えて何度か立ち止まりかけた。どこまで一いつ緒しよに行くのだろうかと疑問に思っていると、彼は駅で切きつ符ぷを買うと、あかねと同じ路線に乗り込んできた。

「サディアスさんの家もこっちなんですか？」

「そうですよ。奇き遇ぐうですね」

　共通点を見つけると親近感を覚えるらしく、相手に興味が湧わく。ガチガチになって押し黙だまるくらいなら、勇気を出して普ふ段だんは聞けない話を聞いてみようと思い立った。

「サディアスさんも……その、死神なんですよね？」

「なんですか、急に」

「き、訊きいちゃだめでしたか？」

　小声で問い直すと、じいっとあかねの顔を見ていたサディアスはシニカルな笑えみを浮かべた。人を魅み了りようするために浮かべる美しいばかりの微笑みよりも、数倍彼らしいと思える笑い方だ。

「別に構いませんよ。質問の通り、私は死神です。狩る魂が特別なんですが……以前に、ビスクドールに入っていた少年がいたでしょう？　ああいうものを狩るのが専門です」

　ビスクドールに入っていた少年、と言われて一瞬考えてしまったのは、リョウがあまりにもドールらしくないからに違ちがいない。最近は登山帽ぼうとマスクで変装しているんですよ、と言いかけて、ことりと首をかしげた。

「リョウくんって特別なんですか？」

「一度肉体から離はなれ、黄泉よみの門をくぐることなくこの世にとどまり続けているんです。一歩間ま違ちがえれば怨おん霊りようですから」

「怨霊って……人に、悪いことをしたりするってことですか？」

「祟たたったり呪のろったり、ものを壊こわしたり人を傷つけたり、ですね。執しゆう着ちやくするものによっていろんなタイプがあって一いち概がいには言えませんが。他ほかになにか訊きたいことはありますか？」

　驚くほど気軽に質問され、あかねはちょっと考える。

「ルイスとは長いんですか？」

「ええ……いえ。そんなことはないですね。彼に会ったのはここ数年です。私が彼をスカウトしたので、他の死神たちよりは親しいですが」

「スカウト？」

「彼はもともと怨霊の類たぐいですから」

　さらりと告げられる言葉にあかねは息を吞のんだ。

「ルイスは人形屋敷に憑ついていたんです。私の鎌でも狩るのは困難だったので死神にならないかと誘いました。あの屋敷にただ縛しばられていてもなんのメリットもありませんでしたから、はじめこそ拒きよ否ひされましたが案外あっさりと仲間になってくれましたね」

「し、死神って、生まれたときから死神なんじゃないんですか？」

「二通りあります。生まれながらの死神は〝死の御み遣つかい〟と呼ばれ、怨霊が死神となった場合は〝紛まがい物〟と呼ばれます。能力値は雲うん泥でいの差ですね。ただ、ルイスは人形に魂を集めさせてそれを狩るので、ときには〝死の御遣い〟と同等の仕事をしますが」

「仕事ってなんですか？」

「〝紛い物〟の死神はリストにある魂をただひたすら狩っていくだけです。狩り損そこねたものを〝死の御遣い〟たちが狩っていく」

「……リストっていうのは？」

「天てん啓けいという表現が一番近いですね。死者の名前、その近きん況きようが頭に直接入ってくるんです」

　サディアスは長い人差し指で自身の頭を軽く叩たたいた。内容すべてがあまりにも予想外で、聞けば聞くほど混乱してくる。

「ルイスは、どうして怨霊になったんですか？」

　あかねの口を突いて出た質問に、サディアスは鮮あざやかに笑った。

　電車が停とまり、ドアが開く。

「あかねさんはこの駅ですよね？」

「え……？　あ、はい、そうです」

　指し摘てきされ、人に押されるようにして電車から降り、振ふり返る。

「十一月に宴うたげがありますね」

　サディアスの問いに戸と惑まどったのは一瞬だ。すぐに霜しも月つき祭さいが思い浮うかんだ。

「私も、愉たのしんでいいでしょうか？」

「はい。十時から一いつ般ぱんの人も入場できます」

　うなずくと、なぜかサディアスまでホームに降りた。ぎくりとしたのは、その顔にひどく残ざん忍にんな笑みが浮かんでいたからかもしれない。多くの人が行き来するにもかかわらず、誰もが彼をさけるように不自然に大きく迂う回かいする様子も不安を煽あおった。

「こ……この駅で、降りるんですか？」

「ええ。この駅です」

　あかねはサディアスとともに改札を抜ぬけた。駅から家まで約三分。途と中ちゆうで街灯の少ない暗い道があることを思い出して怖くなる。人形屋敷に電話して美言に迎むかえに来てもらおうか、それともルイスの携帯電話に連れん絡らくを入れるべきか。迷めい惑わくをかけると思うとどちらも踏ふみ切れず、気づけば階段を上りきってしまった。

　明るい構内と違い、地上は闇やみをはらんでのしかかってくるように重く暗い。駅前は売店もありバスや迎えの車が行き来しているからまだにぎやかだが、その先の路地裏は──。

「あかねさん、どうかされましたか？」

　立ち止まったあかねに気づき、サディアスが柔やわらかく問いかけ手をさしのべてきた。反射的に一歩後退する。直後、階段を踏み外はずし、上体がぐらりと後方にかたむいた。

　とっさに前に手を伸のばしたが、サディアスは冷れい徹てつな瞳ひとみを向けるだけで微び動どうだにしない。

　指先が空くうを搔かく。地下に向かって落下する体が、脇わきから伸びてきた骨張った手に摑つかまれ、ぐんっと引き戻もどされた。

「頭から落ちたら打だ撲ぼく程度じゃすまないぞ」

　全身を熱とタバコの匂においが包むと同時、怒おこったような声がじかに体に響ひびいてきた。顔を上げる間も与あたえられずに強く抱だきしめられ、強ごう引いんに階段から引き離される。

「こんばんは。こんなところで会うなんて奇遇ですね」

　とりあえずは敬語、という口調だ。あかねを抱きしめた美言は、警けい戒かい心を隠かくそうともせず声をかけた。対するサディアスは驚いたように目を瞬またたき優ゆう雅がに微笑ほほえんでみせる。

「ええ、奇遇ですね。……それではあかねさん、いずれまた」

　サディアスはそう告げるなり、たった今上った階段を下りて行ってしまった。足音が完全に聞こえなくなってから、あかねはほっと安あん堵どの息をついた。膝ひざががくがくと笑っている。美言が支えてくれるから、その場に座り込んでしまわずにすんでいるという状況だ。

「なんだあの男。どうしてこんなところにいるんだ？　なにをしていた？」

　嫌われていると感じたらしいサディアスは、どうやら間違ってはいなかったようだ。声に含ふくまれる露ろ骨こつな嫌けん忌きにあかねのほうが戸惑ってしまう。

「気に食わないな。……お前、どうしてあの男と一緒にいた？」

　サディアスに向いていた怒りが、今度はあかねのほうに移動してしまったらしい。チクチクとした質問の声にあかねの体に力が入る。

「サディアスさんがたまたまショッピングモールに買い物に来ていて、食事に誘さそおうと思ってバイトが終わるまで待っててくれたみたいです。家も、この近くだって」

「そんな話を鵜う吞のみにするバカがどこにいる」

　美言の言葉にあかねは思わず口をつぐんだ。ルイスの態度から考えれば、サディアスの家がこの辺りというのは考えにくい。買い物途中で偶ぐう然ぜんあかねを見つけたというのも、取り扱あつかう商品を考えれば無理やりな言い訳かもしれない。

「まさか私に会いに来た……とかは、ないだろうし……」

　美言の胸のやや下あたりにぽすんと顔をうずめて考えていると、急にぐいっと押しのけられた。あかねたちを気にしながら追いこす人たちに気づき、真っ赤になって美言から離れる。

「す、すみません！　落ち着いてました!!」

「だろうな。……歩けるか？」

　うなずくあかねから視線を外した美言は、階下を注意深く見回したあと踵きびすを返した。

　身長差があるためか普ふ通つうに歩いていては追いつかない。大きな背中を小走りで追いかけていると、彼がいったん足を止め、今度は幾いく分ぶんゆっくりと歩を進めた。

　あかねの歩調だ。なんだか甘やかされている気がする。

「美言さん、もしかして迎えに来てくれたんですか？」

「散歩の途中で喫きつ煙えん所に立ち寄っただけだ。ここら辺でタバコを吸えるのはここだけだから」

　期待を込めて尋たずねてみたらすげなくあしらわれた。そうかそこまでしてタバコが吸いたかったのか、そう納なつ得とくしていると、今度はひょいと引き寄せられた。

　下を見ると、居酒屋の看板が不自然にでっぱっていた。

「あ……ありがとうございます」

　お礼の言葉に美言は軽く肩かたをすくめただけだった。それが彼なりの優やさしさなのだとわかる。本当は、工こう房ぼうで人形を作らなければならないのにわざわざ迎えに来てくれたことも、それを言葉にしないでくれる配はい慮りよも、全部ちゃんとわかっている。

　ちょんっと美言の服の裾すそを摑むと見おろされたあと邪じや険けんに振り払はらわれた。慌あわてて引っ込めた手を、追うように伸びてきた手に摑まれる。驚おどろいて顔を上げたが、美言はこれといってなにを言うわけでもなくあかねの手を引いて歩いた。

　体が弱っていると心まで弱くなるのか、そうした優しさに寄りかかってしまいたくなって思わず指先に力をこめる。すると、それに応こたえるように熱が返ってきた。

「み、美言さんって意外と女たらしなんですね」

「なんの話だ、なんの」

　真っ赤になって告げると呆あきれ声が返ってきた。それが不思議と耳に心地ここちよい。大通りを曲がって細い脇わき道みちに入り辺りが急に暗くなっても、美言がいてくれるお陰かげで怖こわくなかった。

　脇道を進み、石いし壁かべが現れるとそれを左に折れる。石壁の途中には黒い門が取り付けられ、その奥にどっしりと構えた洋館がおどろおどろしく闇に沈しずんでいた。

「……美言さん、ライトアップしませんか？」

「個人宅を照らしたら近きん所じよ迷めい惑わくだ」

　それもそうだ。しかし、趣おもむきどころか悪あく霊りようが棲すみついていそうな雰ふん囲い気きは、やっぱり今も苦手なのである。片づけ途中の庭は人形屋や敷しきを廃はい墟きよのように演出し、応接室に明かりがともっていなければお化け屋敷と言われても致いたし方ないほど暗い。人形屋敷の本当の名前は〝人形の館やかたマリア・ロワーズ〟という。しかし近所では〝幽ゆう霊れい屋敷〟で定着していた。

「早く庭を片づけて花でも植えよう」

　溜ため息いきをつきながら門からまっすぐ伸びる石いし畳だたみを踏みしめて玄げん関かんに向かった。きっとドアに取り付けてあるライオンを模もしたドアノッカーも妙みような演出に一役買っているに違ちがいない。取り替かえできるなら、すぐにでも可愛かわいらしい小鳥のものに取り替えるのに。

　美言があかねから手を離はなす。無意識に手を握にぎったあかねは、蝶ちよう番つがいの軋きしむ音にはっとして手をほどいた。

「美言、壊こわれた……!!」

　吹ふき抜ぬけの玄関フロアにはリョウが立っていた。腕うでが不自然な方向に曲がって肘ひじに切り込みが入り、球体がめり込んでいる。手首から指先にかけても大量の球体が露ろ出しゆつしていた。

　あかねは息を吸い込み、ぐっと唇くちびるを嚙かんで悲鳴をこらえた。

　サディアスと話した通りリョウは三年前に死んでいる。その体は散り散りの魂たましいを集めるために作られた〝ドール〟──世界にたった一つだけ存在する美しき棺ひつぎなのだ。

　美言はリョウの腕を指さした。

「その腕、このあいだくっつけたばかりだろ!?　なにしてるんだ、お前は！」

「シャンデリアを掃そう除じしようとして椅い子すから落ちたんだよ。僕は止めたんだけどね」

　リョウの代わりに答えたのは応接室から出てきたルイスだった。彼はなぜか、死神の象しよう徴ちようである大おお鎌がまを持っていた。

「お……お前のそれはなんだ？」

　さすがの美言も巨きよ大だいな刃は物ものを前に動どう揺ようを隠せないらしい。しかし、逃にげるどころかすっと前に踏み出して、あかねを背後に庇かばうなり、リョウを自分の元へ引き寄せた。

「え、なにその反応。失礼だな！　いくらリョウがターゲットでも強引には狩からないよ。僕の流りゆう儀ぎじゃないって言ってるだろ」

　ルイスの言葉にも美言が警けい戒かいを解く様子はない。美言の表情がさらに険しさを増した。

「だったらなんで鎌を出してるんだ。それは魂を黄泉よみの門に送るときに使うものだろ？」

「ああ、これ？　シャンデリアが傾かたむいたから直したの。棒を探すのが面めん倒どうくさくて」

　言いながらルイスが軽く一ひと振ふりすると、大鎌は空気にほどけて跡あと形かたもなく消えてしまった。

「……それを実体化させるのに生気がいるんじゃないのか？」

「やだなあ。肉体の維い持じにも、移動の際にも大だい活かつ躍やくだよ」

「──誰だれから摂せつ取しゆしてると思ってるんだ？」

　怒ど気きをはらむ美言の質問にルイスは意味深に微笑んだ。なにか──なにか、とんでもない会話をさらりとしている気がするのだが、混乱のためかうまく思考がまとまらない。

　あかねはおとなしく立っているリョウをちらりと見た。

「本当にルイスになにもされてない？」

「もー、あかねまで……リョウ、黄泉の門をくぐりたい？　だったらすぐ送ってあげるけど」

　手の一振りでルイスは再び大鎌を出現させた。まるで手品のようだ。リョウはルイスの大鎌を見るとあかねの腕を摑んでふるふると首を横にふった。

「僕は、ここにいる」

「……ほら、あっという間に交こう渉しよう決けつ裂れつだ」

　また一振りで大鎌を消し、顔を上げるなりこめかみに指を押し当てて眉まゆをひそめた。

「相変わらず人使いが荒あらいなあ」

　誰にともなく文句を言って、ルイスはあかねを見る。

「仕事が入ったからちょっと出かけるね」

　ルイスはあかねから視線を剝はぐようにして顔をそむけ、軽く床ゆかを蹴けった。すると彼の体は大鎌同様、空気に溶とけるように消えてしまった。

「騒さわがしいやつだな。リョウ、腕を直してやるからついてこい」

　ルイスを見送ったあと、美言はリョウを連れて工房に引っ込んでしまった。大鎌の出し入れどころか人体が消えてしまうことさえこの屋敷では日常である。もちろん人形の腕がどうなったところで驚く住人たちではない。ただし、まだ日の浅いあかねは大パニックだ。

「糸が切れたかな」

　ドアを閉じる直前、美言のそんな言葉が聞こえてわれに返る。

「い、糸ってなに!?　リョウくんの体って糸で繫つながってるの!?」

　球体関節人形はゴム糸でパーツを繫ぐが、ドールもまったく同じだったとは──。

「リョ、リョウくんは糸で繫がったドールで、美言さんは人形師で、……ルイスは」

　もともとは怨おん霊りようだと、サディアスが語った。その話が本当であれば、辛つらい過去を背負っているのかもしれない。

「……気になる。でも、訊きかれたくないことかもしれないし」

　あかねにだって訊かれたくないことはある。下手に首を突つっ込まず、話してくれるのを待ったほうがいいのかもしれない。そんな結論に達して台所に入ると急にぐらりと視界が歪ゆがんだ。慌ててテーブルに手をついて体を支え、めまいが取れるまでじっと待つ。

「さっきまで平気だったのに、どうして急に……っ」

　体調が安定しない。

　数分後にめまいが取れるとのろのろ夕食の準備に取りかかった。リョウが台所にやってきたのはそれから二十分後だ。そのときには彼の手や腕に継つぎ目はなくなっていた。

　球体だらけの人形からなめらかな肌はだの〝人〟へ──まるで魔ま法ほうのように、姿を変える。

「魂が正しく巡めぐると、こうなる」

　まじまじと見ていると、リョウがタマネギを丁てい寧ねいに剝むきながらそう説明した。

「こ……これは、美言さんがすごいの？　それともリョウくんがすごいの？」

「僕の体を作ったのは、美言のお姉さん」

「お姉さんがすごいの？」

　魂を入れるためだけに作られた、世界でたった一つだけの美しき棺──それは完成された芸術であり、終しゆう焉えんの形だ。

　ふと目の前の光景が揺ゆらぎ、名を呼ばれたような気がして振ふり返る。

　軽けい妙みような足音が聞こえた。貧相な花を両手いっぱいに抱だきかかえ、弾はずむような足取りで男がやってくる。舞ぶ台たい役者と言われると納なつ得とくしてしまいそうなほど妙に古めかしい服装だ。だが、それなりに財を蓄たくわえた者なのだということは直感でわかった。

　柔やわらかな日差しの中、男が立ち止まる。花束で顔を隠かくしているが、見事な金きん髪ぱつが見えた。

　あれは──。

「あかね」

　肩かたに鈍にぶい痛みを覚え、あかねははっと目を瞬またたいた。リョウが不安そうな顔であかねの顔を覗のぞき込んでいた。あかねは彼から視線を外して廊下を見る。しかしそこには誰もいない。

「ど、どうか、したのか？　急に、動かなくなって」

「……今、廊下から誰かが歩いてこなかった？　花束を持って……すごく、嬉うれしそうに」

「誰も来てない」

　にべもなく言い放たれてあかねはつばを飲み込んだ。人形屋敷に来てから、ときどきこうしてなにかが見えることがある。それはまるで現実に体験しているかのようにリアルで、同じくらい空くう虚きよだった。

「私、もしかして子どもの頃ころにここに来たことがあるのかな」

「仕事の、依い頼らい？」

「それはないと思う……けど、ここは観光地じゃないし、来るとしたら仕事だよね」

「……前に倒たおれたことと、関係ある？」

　リョウの質問にあかねは口をつぐんだ。関連づけるようななにかがあるとは思えないが、どちらも人形屋敷にやってきてからの症しよう状じようなのだ。

「よく、わからない」

「美言に、相談を」

「い──いい！　大だい丈じよう夫ぶ!!　子どもの頃に見た映画と勘かん違ちがいしてるだけかもしれないし」

　相談したら心配し、文句を言いながらも手をさしのべてくれるだろう。そうして甘やかされることに慣れてしまったら、依い存ぞんしてしまうかもしれない。

　今でさえ彼の優やさしさに頼たよってしまっている。

　これ以上よりかかったら、彼の負担をさらに増やしてしまうに違ちがいない。

「平気だから」

　あかねは震ふるえる指先を隠して微笑ほほえんだ。







　第二章　恋焦がれ、ゆえに。
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　学校は、霜しも月つき祭さいの話題と間近に迫せまった実力テストの話題で持ちきりだった。当然あかねも双そう方ほうの話題に敏びん感かんになる。が、今はテスト勉強が第一だ。

　学校が終わって人形屋や敷しきに帰ると四時をすぎていた。さてまずは数学から、と教科書とノートを開いてみたが、何度見返しても公式が頭の中に入ってこない。だったら現国にしようと要点をまとめたプリントを取り出したが、これも謎なぞの暗号に見えてきた。

「……ど、どうしよう。おバカがいる」

　あかねはしばらく机に突つっ伏ぷし、むくりと体を起こした。

「気分転てん換かんしよう。美言さん、コーヒー飲むかなあ。……っ!?」

　立ち上がったと同時に視界が真っ白に焼け、とっさにテーブルに手をついた。いったん目を閉じ、そっと開く。ゆっくりと輪りん郭かくを取り戻もどす世界に無意識に詰つめていた息を吐はき出す。頻ひん発ぱつしすぎてめまいへの対処には慣れてきたが、いっこうによくならないのが謎だ。

「むしろひどくなってるような気が……」

　うなりながら一階に下りて台所に移動した。逡しゆん巡じゆんしたが、結局コーヒーを飲む気にはなれず、美言のぶんだけ淹いれて工こう房ぼうを覗き込む。

　工房は人形師である美言の仕事場だ。いくつも棚たなが置かれ、古い本や見慣れない道具が雑多に放置されている。その上、床には廃はい材ざいがぎっしりと詰まった袋ふくろが積まれているのだ。なにが気に入らないのか作ったものの大半を壊こわしてしまうので、まめに片づけても廃材がいっこうになくならないのだ。

　しかし、美言はあまり気にならないらしい。

「美言さん、コーヒーいかがですか？」

　石膏型モールドをひっくり返して液状陶器粘土スリツプを流していた美言は、あかねの問いにうなずいた。美言がおこなっているのは人形作りの初期の作業だ。石膏型をはずせば中からまっさらな状態の人形が出てくる。

「進んでますか？」

　ドキドキしながら問うと、美言はがりがりと頭を搔かいた。

「ああ、……まあそれなりにな。石膏型が一組しかないのは面めん倒どうだが」

「一組？」

「パーツの予備以外じゃ同じような人形を二体同時に作るっていうのははじめてだから、二体分の石膏型は用意してないんだ」

　石膏型から視線を上げ、美言は軽く首を回しながらあかねからコーヒーを受け取る。一口飲んだその顔に、満足そうな笑えみが浮うかんだ。

「うまいな」

　独り言のようにささやいて、彼はずらりと並んだ石膏型に視線を送った。

　期限は四週間を切り、作業量はいつもの二倍だ。あかねは肩をすぼめた。

「すみません。私がよけいなこと言ったせいで……」

「……別に、今は暇ひまな時期だったからな。ただ、ボランティアなのが気に食わんだけで」

「じゃ、じゃあ、私が買い取りします！」

　宣言すると、美言にじろりと睨にらまれた。

「お前の財さい布ふでどうにかなる金額じゃない」

「ぶ、分ぶん割かつでお願いします！　完済にはちょっと時間がかかるかもしれないけど……って、もしかして、ドールと同じで一体五百万ですか？」

「そこまではいかないが、そこそこの値はつく。……まさかお前、借金を増やしたいのか？　家賃分を人形の弁べん償しよう代にあてるつもりでローンを組んだが、利息なしでも五十年で完済だぞ。これ以上借金が増えるなら月々の返済額も増やすことになるが……それともなにか、馬車馬のように働きたいのか？　物好きだな。労働者の鑑かがみってやつか。感心なことだ」

　ずずっとコーヒーをすすりながらの美言の言葉に、あかねはぶんぶんと首を横にふった。繰くり上げ返済を狙ねらっているのに増えるなんてとんでもない。下手へたなことは言わず、ここは美言の遠回しな好意に甘えたほうがいいらしい。

「は、発言を取り消します」

「わかればいい」

　挙手して宣言すると、美言は当然とばかりにうなずいた。あかねはちょっと考え、小声で質問を続ける。

「大学ってテスト勉強はないんですか？」

「単位は必要になる。あとは小テストがあるくらいだ」

「……仕事の合間に、す、少しだけ、数学を教えていただきたいんですが」

「数学は好きじゃない」

「現国は？」

「得意じゃない」

「……得意な科目は」

「美術。ただ、授業では評価された記き憶おくがないな」

　秀しゆう才さいというイメージはなかったが、まさか惨ざん敗ぱいとは思わなかった。あかねは肩を落とし、すぐにはっとして身を乗り出した。

「じゃあ、人形作りお手伝いしましょうか!?」

「いらん。邪じや魔まだ。出ていけ」

　三さん拍びよう子しとともにあっさりと工房から追い出されてしまった。
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「あかね、いる？」

　仕事が一段落ついたルイスは、人形屋敷に戻ってくるなり台所に飛び込んだ。

　しかし、ゆっくりと闇やみに吞のみ込まれていく室内にあかねの姿はない。ルイスは時計に目をこらす。六時すぎ──リョウと一いつ緒しよに食事の支し度たくに取りかかってもいい時刻だ。

　ルイスは照明をつけ、どこにも彼女の姿がないことを認めて踵きびすを返した。

「まさか、どこかで倒たおれてるのか……？」

　まだそのときではないはずだ。少なくともあと数日は保もつだろうと思っていただけに動どう揺ようが激しかった。最近、視線のようなものを感じ、外出は最小限に抑おさえていた。それなのに、大切なことを見落としてしまっていたのかもしれない。

　首筋から頰ほおにかけてぞっと肌はだが粟あわ立だった。ルイスは台所を飛び出し、廊ろう下かを突き進む。この時刻にあかねがいるとしたら応接室か自室だろう。先に応接室を確かく認にんしようとした彼は、人形部屋のドアの隙すき間まから光が漏もれていることに気づいて足を止めた。

　いつもは工房に籠こもりきりな美言が珍めずらしく人形部屋にいるのか、あかねと一緒に掃そう除じを続けることで家事に目覚めたらしいリョウがいるのか、あるいは──。

　ルイスは無言でノブを摑つかむ。ひやりと硬かたい感かん触しよくに内心でぎくりとし、祈いのるような気持ちでそっとドアを押し開いた。

　室内を見た瞬しゆん間かん、こわばっていた全身から力が抜ぬけた。

　柔やわらかな電灯の下で、刷は毛けを手に、あかねが人形を掃除していたのだ。

「髪かみがちょっと乱れてるから整えるね。あ、このリボン可愛かわいい」

　丁てい寧ねいに抱だき上げ、優やさしい口調で話しかけながら人形たちの世話を焼く姿を見たら、動揺が郷きよう愁しゆうに取って代わり、かける言葉を失ってしまった。

　人形部屋は二つあり、どちらにも呆あきれるほど大量にアンティークドールが置かれている。人形たちは、ルイスの望みであえてケースに収められていない。百年以上前──初期のアンティークドールは観賞用に作られ、ときを下り、それらは高級な玩がん具ぐとして少女たちにもてはやされるようになった。そうして愛されたものたちがここに集められている。ケースに入れるなどとんでもない暴挙だ。本来なら子どもたちの手に渡わたり、その使命をまっとうさせてやるのが〝持ち主〟であったルイスの役目だった。

　人と接するのが彼女たちの喜びだ。心のない陶とう器きの人形に見えようとも、そこにはたくさんの人に愛されるよう願った作り手たちの思いが込められている。

　そして、その気持ちを汲くむように、あかねが人形たちに接してくれる。胸の奥がじわりとあたたかくなるような気がしてルイスは目を細めた。

「あ、あなたのお友だち知ってる！」

　急にあかねの声が大きくなってルイスはドキリとした。ドア越ごしのルイスの動揺も知らぬまま、あかねは人形を抱き上げて少し離はなれた場所にあるテーブルに移動した。

「やっぱりそうだ。同じ」

　あかねが嬉うれしそうに笑う。それを見て、ルイスは思わず噴ふき出した。なるほど〝お友だち〟だ。彼女は同じ作家が作った人形を見つけて運んだのである。かなり個性の強い人形もあるが、そうでない人形も意外と多い。目の形や唇くちびるのわずかな違ちがいでしか見分けられない人形もあるはずなのに、どうやらそれさえも見分けられるようになっているらしい。

「──なんだ。もう全然平気なんじゃないか」

　ルイスがドアをノックすると、あかねの体がぴくりと揺ゆれた。恐おそる恐るといった様子で彼女が振ふり返り、あっという間に真っ赤になった。

「い、今の、見た!?」

「見た。あかねってお人形さんごっこが好きだったんだね。僕も手伝ってあげようか？」

「違う！　今のはお人形さんごっこじゃなくて、独り言……っ」

　手にした人形を胸に抱き必死に訴うつたえる。そんなときでも彼女は人形に負担をかけてしまわないよう体全体を包むように抱だきしめている。

　胸の奥のざわめきに、ルイスはわずかに眉まゆをひそめた。

「……腑ふに落ちないんだ」

「え？　もしかして、人形の並べ方、これじゃだめだった？」

　オロオロするあかねを見てルイスは息をつく。

「君の反応はいろいろ予想外で面おも白しろかったんだ。だから興味を持った。だけどそれが好意になるきっかけが人形っていうのは解げせないんだ。確かに僕は人形に執しゆう着ちやくしていたよ。それは認めよう。道楽で集めはじめたものだけど、気づけば作り手に興味を持って支し援えんするくらいだったんだし。あげくに人生を狂くるわせるほどのめり込んでしまって」

「う……うん？　そうなの？」

　あかねは思い切り首をひねっている。型どりされた砂糖菓が子しのような言葉以外を差し出され反応に困っているのだ。しかし、言っているルイス本人も微び妙みように自分の心を摑みかねているので、お互たがいの反応がいまいち嚙かみ合っていない。そして、嚙み合わないまま強ごう引いんに押し進められていくのでよけいにねじれていく。

「もっとこう、強きよう烈れつななにかがあってもいいと思うんだ。一ひと目め惚ぼれとか」

「……う……うん。一目惚れ……？　そ、そういうこともあるのかも」

　あかねは眉まゆ根ねを寄せて手にした人形をかかげた。いくら人形好きでもそっちの一目惚れではないのだが、彼女は一人納なつ得とくして人形をテーブルの上に座らせて丁寧にスカートを整えた。上下に動く指先が微かすかに震ふるえている。それを見み逃のがさず、ルイスはつかつかと入室した。

「あかねって体調悪いよね？　めまいがしたり、気分が悪かったり、だるかったりする？」

「それ、どうして──……って、違うよ!?　そ、そんなこと、全然ないから！」

　全力で否定されてルイスは目を凝こらす。あかねは一見すれば健康体だ。だが、意識を集中させれば体の一部が黒くすすけ、崩くずれているのがわかる。まるで砂の城が形を失うように、彼女の命が崩れていっているのだ。

　台所で倒れたあの日から、彼女自身の崩ほう壊かいがはじまった。

　死ぬなんて生易しい状態じゃない。死とは、死神の大おお鎌がまによって肉体と魂たましいが正しく切り離され黄泉よみの門へ送られる儀ぎ式しきのようなものだ。その先には転生という未来が待っている。

　しかし、黄泉の門をくぐる前に魂が崩れればその未来は閉とざされる。単に崩れただけなら〝死の御み遣つかい〟たちがなんとか狩かってくれるだろうが、崩れた場所から消しよう滅めつしていくのであれば、転生さえ叶かなわない。

　今は美言の生気で補強しているが、その部分が消えればあかね自身の魂が崩れ、やがては彼女の存在そのものがこの世から消えてしまう。

　誰もいない台所に愕がく然ぜんとした、あの感覚が本当になる。いずれ回復するのではと淡あわい期待を抱いていたが、もうそんな時期はすぎてしまった。

「……本当は、体調悪いよね？　台所で倒れた日からずっと。あの日、なにがあったの？」

　なにかがあったはずだ。

　残された違い和わ感。あの日を境に起こる変調。それらの原因をルイスは注意深くさぐった。けれど何一つ見つけられず、日に日に焦あせりだけがつのっていく。

　それなのに。

「貧血！　前も学校で倒れたから、その続き！」

　あかねの返答にちりっとこめかみが痛んだ。

　前の一回は、理事長室で美言から生気を奪うばう場面を見られたせいで、口くち封ふうじと出で来き心ごころでルイスがおこなったものだ。あのときとは明らかに状じよう況きようが違うのに、なぜだかあかねは必死でそれを誤ご魔ま化かそうとする。

「どうして噓うそつくの？」

「噓なんて言ってないよ。貧血じゃなかったら夏バテだよ。だから平気」

　ぼうっとしていたら艶子に失しつ恋れんしたせいだと思われてしまったあかねは、変に勘かんぐられたくなくて懸けん命めいに笑えみを浮うかべた。体調不良がルイスの口から美言に伝わるのを恐れたのもある。しかし、そうとは知らないルイスは、下手へたな噓をつき通そうとする彼女に苛いら立だちを覚えはじめていた。

　意地を張られると、なにかが心の奥で引っかかる。

「僕には言えないんだ？」

「そ……そういうわけじゃ、ないけど……」

　美言には言えること？　それともリョウなら知ってる？　そう尋たずねようとして、ぐっとこらえた。これではまるで嫉しつ妬とに狂った男のようだ。恋こい人びとではなく、好きという感覚さえ曖あい昧まいなのに独どく占せん欲よくだけ育つだなんて、あまりに馬ば鹿かげている。

「──やっぱり付き合おうか」

　そうして深くお互いを知り合えば、この感情がどこから来るのかわかるだろう。

　黄泉の門をくぐることなく、この世にあり続けるほどの妄もう執しゆうを超こえるほどのものが、もし仮に存在するのであれば。

「ど、どうしてそういう発想になるの……!?」

　あかねは真っ赤になって抗こう議ぎの声をあげる。

「つ、付き合うとか恋人同士になるとか、そういうのは、まず好きになってからでしょ!?」

「……嫌きらいじゃないなら試ためしに付き合うっていうカップルは、わりと多いと思うけど」

　お互いに熱ねつ烈れつに愛し合っている必要はない。恋れん愛あいに拘こう束そくはなく、もっと自由に楽しむべきことだ。しかしそこら辺の発想が硬かたいらしい彼女は、敵を前にした小動物のようにトゲトゲになってしまった。まるでハリネズミを前にどう手を出すか迷うように、ルイスは真っ赤になって全身で拒きよ絶ぜつするあかねを見る。

　実に困ったことに、彼女のそんな姿が可愛かわいく思えてしまった。







　夕食を作っているとき、あかねはリョウが勉強が得意であることを知ったらしい。連日続く体調不良から勉強がはかどらなかった彼女は、食後にリョウを自室に誘さそった。

　二人が仲良くあかねの部屋に消えること二時間。

「どうしよう、苛いらつくんだけど！」

　前後の説明もなくルイスが美言に訴える。すると、石膏型モールドの状態を確かく認にんしていた美言にじろりと睨にらまれた。

「なにがしたいんだ、お前は。仕事に行け、仕事に。死神家業はそんなに暇ひまか」

「僕たち死神が忙いそがしかったら大だい惨さん事じだよ。まあ、僕個人が忙しいのは探し物をしてるせいでもあるんだけど。それよりさ、僕のこの苛々はどうしたら収まると思う？」

「知るか」

　相も変わらず冷たい同居人は、ルイスのことを毛ほども心配しない。それどころかかなり苛ついている。おそらくは人形のボディに直接触さわることができないせいだろう。病的なまでに人形作りに没ぼつ頭とうする彼は、焦じらされるため、この工程が一番苦手らしい。

「美言って生きつ粋すいの変態だよね」

「なんの話だ。喧けん嘩か売ってるのか、ああ？」

　美言が箱を叩たたき、せり出したタバコを口にくわえた。最近彼は、タバコの量を極きよく端たんに減らした。最近、というより、正確にいえばあかねが人形屋や敷しきに来てからだ。配はい慮りよしろとルイスが忠告したことを彼なりに気にかけているらしい。ヘビースモーカーのくせに、他人のことなどまるで気に留とめないと言いたげな態度をとるくせに、そうした心こころ配くばりはする男なのだ。

　しかも、気に入った相手限定で無自覚のうちに。

「……ねえ美言って、あかねのことどう思ってる？」

「小動物」

「ま、……まあ、間ま違ちがってはいないと思うけど。なんていうのかなー。可愛いとか、好きとか、そういう感情的なもの」

「扱あつかいづらい」

「ん。訊きいた僕がバカだった」

　美言はぶれなく美言らしい。色っぽい回答が来るかと警けい戒かいしたが、呆あきれるぐらい彼らしい言葉が返ってきた。それにほっとして、視線をドアに向ける。勉強を終えたらしいあかねが着き替がえを持って風ふ呂ろ場ばに行くのが見える。これ以上はマナー違い反はんだと意識を切り替かえると、人形作りにばかりに熱中する男が珍めずらしくルイスを凝ぎよう視ししていた。

「最近、あかねの様子がおかしくないか？」

「……そう？　たとえばどんなふうに？」

「辛そうだ。無理をしてるように見える。顔色もよくないし……買い物に行くのでさえ、なにかに怯おびえてる感じがする」

　リョウが出かけられないので買い物は美言が付き合っているらしい。だからあかねの変化にも敏びん感かんになるのだろう。そして彼は、扱いづらいと文句を言いながら、ごく当たり前のように彼女を気き遣づかっている。

　目に見える美言の変化にちりちりと胸が焼ける気がした。

「美言じゃ無理だよ」

「なんだと？」

「──美言では、あかねになにもしてあげられないよ。君はこれから先、彼女にどんなことが起こっても見守ることしかできない」

　美言が顔をしかめるのを見てルイスは軽く床ゆかを蹴けった。体中の細さい胞ぼうをほどき、移動した先で即そく座ざに繫つなぎ合わせる。触ふれた床は自室のものだ。見慣れた部屋にはアンティーク家具と最新の家具がちぐはぐに配置され、まるでルイスの心の中のように荒あれ模も様ようだった。

「なにしてるんだ、僕は」

　工こう房ぼうに取り残された美言は、ルイスが一方的に告げた言葉の意味を測りかね、不快に感じているに違ちがいない。それを思って後こう悔かいする自分に苦にが笑わらいが漏もれてしまった。

「本当、なにをやってるのかな」

　胸の奥がざらついて黙だまっていられなかった。今もそうだ。自分の行動に戸と惑まどって後悔して、それなのにその原因であるあかねのことが気になって仕方がない。

　息苦しい。目をそらしたいのにそれさえできない。

　ルイスは壁かべに額を押し当てる。深く息を吸い込むと、ゆっくり慎しん重ちように廊ろう下かを移動する気配がした。ふいに足音が乱れ、ルイスははっと息を吞のむ。とっさにドアに手を伸のばしたが、足音が再び聞こえだしたので引っ込めた。

　精せい一いつ杯ぱいの強がりで、彼女は自分の弱さを隠かくそうとしている。

　気配はいっそう希き薄はくになり、消えてしまいそうに揺ゆらめいていた。ルイスは目を閉じて意識を集中し、しばらく待ってからあかねの部屋の前へと向かう。

「……もう寝ねちゃったのか」

　室内に唯ゆい一いつある気配はベッドに留とどまりいっこうに動かなかった。長く起きている体力さえないのだろう。ルイスは軽く床を蹴ってドアをすり抜ぬけた。

　室内は間接照明が一つともっているだけで廊下に比べれば格段に暗かった。それでも歩き回るのにはなんの支障もない。ルイスは足音を忍しのばせ天てん蓋がい付きのベッドに近づいた。淡あわいレースの天幕をそっとかき分けると、小さく寝ね息いきが聞こえてきた。

　鼓こ動どうが速くなった。

　ルイスはいったん視線を外し、気を落ち着けようと深くゆっくり息を吸い込んだ。

　しかし、状じよう況きようが悪かった。

　嗅かぎ慣れたシャンプーがひどく甘い。鼓動がますます速くなり、とっさに胸を押さえて息を詰つめる。

「し、静まれ、静まれ。こんなことしてる場合じゃないだろ」

　礼をしなければならないのだ。殺風景な人形屋敷に、ルイスの望み通り華はなを添そえてくれた礼。美味おいしいごはんと楽しげな空気、そして、人形たちの世話も進んでしてくれた彼女に対する彼なりの感謝の形だ。

「……御ご託たくばっかりだ」

　ルイスは苦く笑った。本当は、建前なんてどうでもいい。今はただ純じゆん粋すいにあかねを失いたくなかった。ぐっと目を閉じ、ゆっくりとまぶたを上げる。そのまま顔を伏ふせ、髪かみを梳すいてあらわになった白い首筋に唇くちびるを落とした。すると、あかねの体が小さく跳はね、ゆっくり弛し緩かんした。魂たましいが傷ついてしまわないよう生気を足し、熱を奪うばうのではなく与あたえてやる。慣れない作業だ。だが、一度目よりスムーズだ。

「ん……っ」

　甘やかな声が耳じ朶だを打ち、ルイスはわれに返った。
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　彼は慌あわてふためき、きつく抱だきしめていたあかねの体をベッドへ戻もどした。心臓がバクバクする。一いつ瞬しゆんだが、完全に理性が飛んでいた。激しく動どう揺ようしながら、恐おそる恐るあかねの顔を覗のぞき込んだ。幸い彼女は深い眠ねむりに落ちているらしい。起きる気配がないのを知ると安あん堵どの息が漏れた。こんなところで目覚めたら絶対に誤解されるだろう。かといって、魂ごと消しよう滅めつしそうだから生気を補ほ充じゆうしたとは言えなかった。

　あかねの呼吸は穏おだやかだ。ゆっくりとだが確実に顔色がよくなるのを認め、生気の補充が無事に完かん了りようしたことを知る。これで当面は大だい丈じよう夫ぶだろう。

　あかねがもぞもぞと動いた。小さく開いた唇はふっくらとして、間接照明のお陰かげか妙みように色っぽい。触れてみたい衝しよう動どうに襲おそわれてルイスはすっと目を細めた。

　どうせ眠っているのだ。なにをしても気づきはしない。

「……ああ、そうだ。気づかれたって記き憶おくを弄いじれば全然問題ないじゃないか」

　記憶を消せば、ここで起こったことはきれいに忘れ、ルイス自身も気の迷いとして処理してしまえる。

「唇からも生気を分けてあげられるんだ。だから、これは僕の善意だよね？」

　ルイスは顔を伏せた。

　生気を奪うときも送るときも、体内に通じやすい場所が好ましい。首筋には大きな血管が存在するため、ルイスは好んでそこを利用する。それは口こう腔こうも同様だ。障害がない分、実は口腔からのほうがやりやすい。

　だから、これは──。

　あかねの吐と息いきを唇に感じた直後、ルイスはがばりと顔を上げた。

「違うだろ。飢き餓が状態で触れたら与えるどころか奪うだけじゃないか……!!」

　飢餓時に触れれば体力の有り余っている美言でさえ卒そつ倒とうする。あかねに触れるなど問題外だ。ルイスは慌ててベッドから下り、なんとなくこのまま去るのが惜おしくてしばらく彼女の周りをウロウロと歩き回った。

　ちらりと視線を戻す。顔色はさらによくなり、頰ほおに赤みがさした。

「……よかった」

　だが、安心はできない。目を凝こらせばやはり見えてしまうのだ。たった今補充したばかりの生気が少しずつ消えていくのが。これでは同じことの繰くり返しだ。生物であれば自力で作り補充されていくものが、彼女の場合はただいたずらに消費されていく。生気の消費が安定しているなら補充しながら打開策を見つけていけばいいが、本来こうしたものの消費は感情に大きく左右される。ストレスによって消費の速度は格段に上がるだろう。

　消滅が近くなる。

　力なく床に崩くずれ落ちる姿が脳のう裏りに浮うかび、ぞくりと背筋が冷えた。

　ルイスは眠るあかねの顔から視線を剝はいで窓を見た。満月だ。脳裏に〝かがり火〟を思い浮かべようとして失敗し、思った以上にあかねに生気を与えていたことに気づいた。

「……これじゃ僕の肉体が維い持じできなくなるか」

　溜ため息いきをつき、行く先を変へん更こうして床を蹴る。

　向かった先は一階の工房である。石膏型モールドをはずしていた美言は、ノックもなく入室したルイスをじろりと睨にらんだ。ルイスは臆おくすることなく片手をあげる。

「美言、僕とキスしてみない？」

　がちっと、美言がタバコを食いちぎった。指の隙すき間まからパラパラと乾かん燥そうしたタバコの葉が零こぼれ落ち、美言の作業着に茶色く散った。

「死ぬか？　死にたいのか？　お前、俺が最高に機き嫌げんが悪いことを知って言ってるわけだよな？　だったら死ね」

　案の定、激高された。

「……別に、美言が能なしだなんて言ってないだろ。僕のほうが能力値が高いってだけで。しかもこれは人と死神の違いであって君のせいじゃないわけだし」

　美言はタバコを拾い上げて火を消し、フィルターを吐はき捨てるなり舌打ちした。

「仕事の邪じや魔まだ、出ていけ」

「その前に生気ちょうだい」

「……お前、ふざけてるのか？」

「嫌いやなら無理やり奪うけど。いいの？　そういう屈くつ辱じよく的な展開。……僕は好きだけど」

「調子に乗るなよ、寄生虫」

　相変わらず容よう赦しやない比ひ喩ゆはあまりにも的を射ていて笑うしかない。が、ここで引き下がるとルイスのほうがバランスを崩しかねないのでまっすぐに美言を見つめた。

「僕の持ち主は橘家になるけど、僕と君とは協力関係にある。君だっていずれは僕を利用したいと思ってるんだろ？　だったら、最低限生気の供給はしてくれないと」

　調子のいいことを言っている自覚はあった。美言に頼たよりっぱなしであるという自覚もある。しかし、あえてその姿勢を崩さずに微笑ほほえむと、彼は盛大な舌打ちとともに目をつぶった。投げやりなその態度から、好きにしろ、と言外に語るのが聞こえてくるようだった。

　ルイスはゆるりと美言に近づいた。眉み間けんのシワが深くなる。それはたぶん生物的な嫌けん忌き──相手が自分に害をなすものだと本能的に知るがゆえの反応なのだろう。それに苦笑し、美言の胸に手をあてる。鼓動はわずかに速い。反発か、苛いら立だちか──どちらの感情に支配されていようとも、こうなった彼は抵てい抗こうしない。ルイスの望むまま生気を分け与えてくれるのだ。

「ねえ、本当に唇から奪ってもいい？」

「……好きにしろ」

　意地悪く問うと低い声が聞こえた。あとに引きずらない性格ではあるが、これ以上怒おこらせるのはさすがにまずい。ルイスはそれ以上なにも言わず、彼の首筋に顔を埋うずめた。唇が皮ひ膚ふに触ふれると、それだけで粒りゆう子しの寄せ集めにしかすぎない体に命が吹ふき込まれていくようだった。

　人としての形を保つため思うさま生気をむさぼったあと顔を上げると、さすがの美言もぐったりと椅い子すの背もたれに上体を預けていた。

「大丈夫？　辛つらいなら救急車呼ぶ？」

　生気を元の値まで戻すのに必要なのは、食事や休息といったごく基本的なものだ。救急車を呼んでも決して劇的に改善されるわけではないのだが、それでもルイスはそう尋たずねていた。

　美言は大おお仰ぎように手をふった。めまいがひどいらしく、なかなか目を開けようとしない。

「──少し戻そうか？　唇から」

「黙だまれ。液状陶器粘土スリツプで固めるぞ」

　唇から生気を移すのが一番手っ取り早いので提案したら、いつも以上に低い声で怒ど声せいが飛んできた。どうやらまだまだ元気らしい。

「それより、どうしてこんなに大量に生気が必要なんだ？　いつもの倍は消費が速い」

「……仕事だよ。君だって知ってるだろ？　生気は僕にとって体を形成する材料であり、あらゆる力を使うための原動力でもある。最近、いろいろ入り用だったんだ」

　そう答えて美言から距きよ離りをおく。

「少し、出かけるね」

　なにかを質問される前に床ゆかを蹴けって体中の細さい胞ぼうをほどき、大気をすり抜ぬける。再び足が大地をとらえたときに、そこはまばゆいばかりに月光がさす小高い崖がけの上だった。木々の作り出す影かげと月の光が目に痛いほどのコントラストで迫せまってくる。

　地上には、脳裏に思い描えがいた青白い炎ほのおが踊おどるように揺ゆれていた。仲間内で〝かがり火〟と呼ばれるそれは、月夜におこなわれる集会の合図である。生気を集めて凝ぎよう縮しゆくさせたもので実際に燃えているわけではない。それを取り囲むようにいくつもの影がゆらゆらと動いた。

「あれー？　ルイスじゃないか。珍めずらしい」

　声をかけてきたのはかがり火を囲んでいた者の一人である。体は空気に溶とけ、輪りん郭かくさえおぼろげな少年の姿をした死神だ。

「どうしたの？　集会に来るなんて」

「あ、本当だ。久しぶりだな、ルイス。なんだよ、お前まだそんな格好してるのか？　肉体があると食事とらなきゃいけなくて面めん倒どうだろ。これからは俺みたいにエコ思考だぞ」

　さらに声をかけてきたのは人ひと魂だまである。生気を集めるのが面倒というだけの話なのに、言い方を変えるだけでずいぶんと正論に聞こえるから驚おどろきだ。

「食と交流の楽しみを放ほう棄きするほど仕事熱心にはなれなくてね」

　軽く笑って辺りを見回す。ここに集まっているのは同業者──つまり、死神と呼ばれる者たちだ。人魂や霊れい体たいのようにさだまりのない者もいれば黒こく衣いをまとった者、ルイスのように人と大差ない者たちとさまざまである。彼らを視界に入れたまま、

「ちょっと訊ききたいことがあるんだ。生きたまま魂たましいが崩れて消えることってあるのかな？」

　変に勘かんぐられるのをさけるため、軽い口調でそう問いかけた。

　はじめに声をかけてきた少年姿の死神が、顎あごと手を同化させて小さくうなる。

「死にかけてる人間ならあるんじゃないかな？　病気で、生きたまま半分地じ縛ばく霊れいみたいになるやつ。よっぽど執しゆう着ちやくが強くないと無理だけど」

「魂まで消える？」

　ルイスの質問に仲間たちはいっせいに首をかしげた。

「消えるって消しよう滅めつってこと？　それなら聞いたことないなあ。そうなったら黄泉よみの門にも送れないじゃないか」

　返ってきた言葉を耳にし、動どう揺ように肩かたが震ふるえた。おのれの出した結論に他者までもがたどり着く。それは回かい避ひ不能の未来をさす。

　ぎりっと奥歯を嚙かみしめると遠くから別の声が響ひびいた。

「死の御み遣つかいならなにか知ってるんじゃないか？」

「いや、知らないだろ。俺、死神になって長いけど聞いたことないし」

「訊く前に結論出すなよ。もしかしてなにかわかるかもよ」

「訊くっていっても捕つかまるか？　あいつら馴なれ合うの嫌ってかがり火にも寄ってこないし」

「そうそう。それに、下手へたしたら狩かられるぞ。紛まがい物が増えすぎたとか言って」

　地上や梢こずえから次々と声がかけられる。ざわめきのなかから飛び出した単語を耳にして脳のう裏りにひらめいたのは、白銀の髪かみの美しい死神だった。死の御遣いの中でこの手の質問ができるのはサディアスくらいのものだろう。しかし、そうはいっても彼の居場所を特定するのは難しい。死の御遣いたちは狩り場で遭そう遇ぐうする以外、存在どころか気配もないのだ。

「サディアスの居場所か……」

　狩り損ぞこないの魂の近くになら現れるかもしれないが、待ち伏ぶせするにしても対象となる魂を見つけなければならないのだ。あまりに効率が悪い。

「どうやって捜さがそうかな」

　つぶやいたとき空気が大きくうねり、皆みなの視線が闇やみの一点に向けられた。空気の渦うずから吐き出されたのは光の粒つぶだ。それらが一ヶ所に集まって瞬またたく間に人の形に変化する。

「お、おい、あれ……」

「しっ」

　ささやきが一いつ瞬しゆんで遮さえぎられる。ふわりと地に降り立ったのは白銀の髪の男──サディアスである。彼は辺りを見回し、緊きん張ちようする面々に向けて優ゆう雅がに微笑んだ。

「きれいな火が見えたので来てみれば……これはこれはお揃そろいで」

　他者とは圧あつ倒とう的に違ちがうその存在感。今まで和わ気き藹あい々あいと話していた死神たちが警けい戒かいと戸と惑まどいの表情を浮うかべるのを見てサディアスは軽く腕うでを一ひと振ふりする。すると、彼の気配は煙けむりのように跡あと形かたもなく消え去って、辺りの空気はとたんに軽くなった。

　それがどれほど特異であるか、集まった同どう胞ほうたちの顔色から一見して知れる。

「こんばんは。ルイスもいるんですか？　珍しいですね」

「は、はい。少し気になったことがあって」

　タイミングのよさに困こん惑わくしながらうなずくと、サディアスは興味を惹ひかれたのかじっとルイスを見た。尋ねるなら今しかない、そう思ってルイスは口を開く。

「生きながら魂が消滅する事例を知っていますか？」

　ルイスの質問に、サディアスが思案げに目をつぶる。内容を吟ぎん味みするようにやや間をあけた彼は、ルイスがじれはじめたのを見計らうようにして首を横にふった。

「生きながら、というのは聞いたことがありませんが……なにか問題でも？」

「いえ……そういうことがあるのかと思って……それだけです」

「そうですか？　だったらいいですが……困ったことがあればなんでも相談してください」

　サディアスは他ほかの〝死の御遣い〟とは少し違う。狩り損ねた魂を見つけたら容よう赦しやなく黄泉の門へ送る彼らの中にあって、サディアスだけが怨おん霊りようと成り果てたルイスに言葉をかけ導いてくれたのだ。

　しかし今回ばかりはそう簡単にいかないらしい。

「ああ、いけない。仕事の途と中ちゆうでした。またお会いしましょう」

　サディアスはそう言って宙を仰あおぎ、とんっと地を蹴った。空気に溶けようとする彼が、ふいにルイスと視線を合わせる。

「十一月に宴うたげがあるそうですね」

「宴？」

「それまでに、大切なものをなくさないように気をつけなさい」

　サディアスの口元に、今まで一度も見たことのないような酷こく薄はくな笑えみが刻まれる。

　言葉を失うルイスを巻き込むように空気の渦が生まれ、サディアスを包んで凝縮した。それは即そく座ざに弾はじけ、小さな竜たつ巻まきとなり、二度瞬まばたきをする間に消えた。

　木々がざわめき、地上を照らしていた月が分厚い雲におおわれる。

　取り残されたルイスはつま先からジワリと冷気が上ってくるような違い和わ感を覚えて口元を押さえた。台所にわずかに残っていた気配と同じものが全身を包んでいる。それは不自然なほど急速に薄うすれかき消えた。

「まさか……サディアスがあかねになにかしたのか？」

　そんなはずはないと疑念を打ち消そうと思ったが、一度抱だいた不信感は不安とともに急速に育つ。きつく握にぎった手が、じっとりと汗あせばんでひどく気持ちが悪かった。

　辺りにサディアスの気配らしきものはなく、ルイスはいつも通り談だん笑しようをはじめる仲間たちの声を聞きながらぎゅっと目を閉じた。

　サディアスは十一月の宴と言った。あえてその言葉を選んだのなら、彼にとって好ましい祭があるということなのだろう。それはルイス自身にもかかわること──一番に閃ひらめいたのは霜しも月つき祭さいだ。宣伝にも力を入れ、一いつ般ぱんの人も自由に参加できる学園最大の祭典である。

　大切なものとは、すなわち──。

　ルイスはゆっくりと双そう眸ぼうを開いた。
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　城じよう壁へきと白い花に守られた、広いお城の一室を与あたえられた。

　生まれてはじめてもらった私室だった。労働者は屋根裏の小さな部屋でひしめき合うように暮らすのがごく普ふ通つうであった時代である。早くに両親を亡くしたため、幼い頃ころから路上生活を続けていたからその広さと美しさに驚いて行き場を失った。だからこっそりと暖だん炉ろの中で眠ねむっていたら、あっという間に見つかって叱しかられた。

　毎日が新しいことの発見で、毎日が光ひかり輝かがやいていた。

　荒こう廃はいした路地裏とは違う生活が目の前にある。部屋の中を埋うめ尽つくす人形はちょっと怖こわかったけれど、それも時を追うごとに慣れていった。

　そんなある日、あの男が現れた。

　白銀の髪の美しい男。姿形は以前見たときと寸分の違いもなかったのに、表情や気配がまるで違っていて、空気がぴりぴりと肌はだを刺さした。出で迎むかえるために玄げん関かんを開けたにもかかわらず、そのまま閉じてしまいたくなった。

　大切な客人だ。

　遠い道のりを、彼は主人に会うためわざわざ来てくれたのだろう、そう思って震える体を必死でなだめた。

「こんばんは、ムッシュ」

　声が震えなかったのは奇き跡せきだろう。彼は巨きよ大だいなフロアを見回してから視線を落とした。

「私が見えるのですか？」

　それは奇き妙みような問いだった。だから戸惑ってしまった。

「……私の声も聞こえている。姿も見える。そうですか。素す晴ばらしい！」

　白銀の髪を振ふり乱みだし、感かん極きわまったように言葉をつむぐ。異様な空気に愕がく然ぜんとしたあと、逃げなければと思った。なぜそう思ったのかはわからない。全身で危険を察知し、足を引いた。

　しかし、そのときにはすでに遅おそく、彼の手には大おお鎌がまが握られていた。月光にきらめく銀の刃やいばは、男の狂きよう気きを吸い取ったかのように毒々しい赤に染まった。

「ルイス・ブランという男を知っていますか？」

　謳うたうように質問されて震ふるえながらうなずく。もちろん知っている。ルイス・ブランはこの城の持ち主だ。どこか冷めたようなところがあって、ちょっと口下手で、けれど人形をとても愛し、そればかりか無名の人形師に多大な出資をしてくれる希け有うな存在。彼がいなければ自分はここにはいなかっただろう。いまだ路地裏で震えていたに違いない。

「ひどい男なのですよ、彼は」

　ひゅんっと大鎌が空気を切る音がした。

「あの男は、親友である私を見殺しにした。私はずっとあの場所で待っていたのに。彼のためになると思って周りの反対を押し切り、彼が喜ぶと、ただそれだけを思って必死で駆かけ回ったというのに」

　双眸がうつろになる。生気が感じられない。表情は乏とぼしく、声は不自然なほど平へい坦たんだ。それがなおのこと男の狂気を伝えてくる。逃げようにも指一本動かせなかった。

「ムッシュ……間ま違ちがいならすみません。先日、あなたの葬そう儀ぎに参列しました」

　喉のどの奥が干ひ上あがるような感覚に動転しながら、なんとか声を絞しぼり出す。

「……ええ、ありがとうございます。あなたもルイスも、涙なみだ一つ見せてはくれませんでしたね」

　微笑ほほえんで彼は告げた。そしてそのまま大鎌を振り上げた。辺り一面、幻げん視しの花が咲さき乱れる。あまりの見事さに城の外にある広大な庭園に迷い込んでしまったのかと目を疑った。

「これで少しは彼も苦しんでくれるでしょうか？」

　声が聞こえたその瞬しゆん間かん、紅ぐ蓮れんの大鎌が振り下ろされた。







　翌朝目が覚めると、治りきらない古傷のように胸の奥がずくずくと痛んだ。

「……あれ？　なにか夢を見たような……」

　とても美しく、とても残ざん酷こくな夢だった。内容は何一つ覚えていないのに、そんな思いだけが鮮せん明めいに胸に残っている。あかねは悲しみにうちひしがれる己おのれに戸惑いながらもゆっくりと体を起こし、ベッドを下りた。

　そして昨日まであれほどだるかった体が楽になっていることに気づく。

　さらにもう一つ、やけに生々しい夢を見たことを思い出して真っ赤になった。

「よ……欲よつ求きゆう不満……？」

　夢の中で、なぜかルイスに抱だきしめられていた。彼の唇くちびるが触ふれた場所がとても熱く、体の奥がとろけてしまうかと思った。最近妙みようにアピールしてきたから夢に出てきてしまったのかもしれない。あまりにも単純すぎる。ナンパ師の言葉にいちいち反応していたら身がもたないというのに。

「今日の夢は豪ごう華か二本立てかあ。いつも夢を見たことさえ忘れちゃうのに珍めずらしい」

　気き恥はずかしさから冗じよう談だんめかした独り言を口にし、姿見の前で立ち止まった。

　まず一番に目についたのは着衣の乱れ。次に見えたのは、夢の中でルイスが触れた場所にくっきりと残っている赤い鬱うつ血けつだった。

「こ、これ！　これって!!」

　ルイスは神しん出しゆつ鬼き没ぼつだ。鍵かぎがかかっていようがいまいが、彼の能力を使えば容易に侵しん入にゆう可能だ。しかしまさか、個人の部屋に深夜に入ってきて、さらに──キスマークを残していくようなことをするとは。

　混乱と怒いかりに、あかねの肩かたがぶるぶると震えた。







　第三章　嵐の予感
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　どうやらあかねは、勉強がスムーズに進んだお陰かげで赤点もなく実力テストを終えることができたしい。

　次なるイベントは、高校最大の催もよおし物になるであろう大学との合同学園祭、霜月祭である。

　テストの答案用紙がすべて返へん却きやくされた翌日の四限目、ルイスとあかねはそろって教きよう壇だんに立った。ちなみにあかねは絶賛ハリネズミ武装中である。夜半、眠った彼女の肌に触れて生気を与えたとき、どうやら思っていた以上に興奮し、キスマークまでつけてしまったらしい。

「僕もまだまだ青いなあ」

　と、苦にが笑わらいしている場合ではない。手を替かえ品を替え話しかけても、あかねはあれからまともに口を利きいてくれないのだ。おかんむり。激高。ヘソを曲げる。無視。あるいは絶交。

　小さな体で最大限の拒きよ絶ぜつを表すものだから、可愛かわいいやら悲しいやらでわけがわからない。

　ルイスはちらりと隣となりにいるあかねを見た。とたんにつつっと距きよ離りを取られ地味にへこむ。あかねの体調やサディアスのことを考え、できるだけそばにいたほうがいいと思ったが、対象が全身で拒絶を示してくるのだ。

「えーっと、僕の恋こいしいあかねはこの調子なので、僕一人で説明します」

　隠かくすのも面めん倒どうになって宣言する。一部はそれを冗談と受け取って笑いに変え、勘かんのいい者だけが複雑な笑えみを浮うかべてこの状じよう況きようを見守った。

「一年三組は、三年四組と、大学の美術学部三年と理工学部一年の四クラスで〝Ｃ班〟として活動することになりました。質問ある人ー」

　ルイスが教室内を見回すと、おしゃべりに徹てつしていた女子がぴたりと口を閉じる。

「はーい。はいはーい！　ルイスはなにするのー？」

　手をふって吞のん気きに質問してくるのは、休み時間になるとルイスの周りに集まってくるメンバーの一人だ。あかねもこのくらい軽い性格ならよかったのにと、溜ため息いきが漏もれそうになる。

「僕は実行委員だからあかねと一いつ緒しよに各種作業指示です。もちろん、霜しも月つき祭さいの手伝いもするけどね。他ほかには？　なければ話を進めます。……プリントにあるように、前夜祭のキャンプファイヤーは参加自由です。フォークダンスやビンゴゲームを予定してるので時間がある人は積極的に参加してください。あ、参加費は無料ね。霜月祭のメインイベントはゲストを招待しての展示会です。みんなが直接かかわる出し物は、模も擬ぎ店、企き画かく展示、発表会の三点になります。模擬店と企画展示は三日間フルで、発表会は三日間のいずれかで上演してください。場所は内容によって選せん択たく可。上演時間は他の班と調整します。ここまでで質問は？」

「模擬店と企画展示ってなに？」

　今度は男子が挙手して質問してきた。

「テスト前に出してもらった案を会議にかけた結果、模擬店は屋台の花、焼きそばです」

　おおっと室内がどよめいた。焼きそばは安定して売れる。忙いそがしくはあるが、コツさえ覚えれば簡単に美味おいしく作ることができる品だ。ルイスがじゃんけんで勝ち取ったものである。

「企画展示はオークション形式の商品展示になります。一、二日目は展示して、三日目でそれをオークションにかけるって形式ね。売上は模擬店同様、すべて収益として計上して後日貼はり出されます。あ、経費は全部前年度の霜月祭収益から出されるけど、無む駄だ遣づかいは厳禁なのでよろしく。領収書は必ずもらってください。ないと自腹になります」

　ルイスはぺらりとレポート用紙を一枚めくった。

「発表会は合唱で」

　この瞬間はざわめきが引いた。それもそのはず、合唱でこのクラスが出した案はたった一つ──楽器を一いつ切さい使わないアカペラだったのだ。発表会で人気を集めるのは劇や演奏会、寸劇を交えたマジックの類たぐいとダンスで、合唱を提案するのは稀まれである。よほど物好きでなければ提案さえしない。もちろんこのクラスでも、完全なお遊びとしてのアイディアだった。

　それが選ばれるとしたら、完全な想定外。

「はい。ご想像通り、じゃんけんに負けちゃいました。ので、演目決めたら死ぬ気で練習してください。やりようによっては面おも白しろいんじゃないかってのが会議でのフォローです」

「い、いやいやいや、さすがにアカペラは難しいだろ。俺たち素人しろうとだし」

　青ざめて挙手した男子にルイスが笑みを向ける。

「資料用の映像は視し聴ちよう覚かく室にあるそうだよ。適性を見み極きわめ、みんなで体を張ろうじゃないか。案を出したのは確か君のグループだったはず」

「そ、そうだけどさあ」

「大だい丈じよう夫ぶ。祭のちょっとした余興だよ。校内では同じ時間帯にいくつか催し物があるはずだから、客を根こそぎ呼び込む勢いで気合い入れようね？」

　室内がしんと静まりかえったところでルイスは黒板に模擬店、企画展示、発表会の文字を書き込んで軽く手を叩たたいた。

「それでは、第一希望を優先に参加種目を決めます。定員オーバーしたところは公平にじゃんけんにするから、よーく吟ぎん味みするように」

　そう伝えてからルイスはあかねを見た。彼女はすでに教室の片かた隅すみに避ひ難なんして、皆みながわらわらと黒板に近づくのを見守っていた。次々と名前の書き込まれる黒板を見ながらルイスはやっぱりあかねのことが気になって仕方がない。キスマークをつけたとき素す直なおに謝ればよかったのに、のらりくらりと誤ご魔ま化かしてしまったせいで謝罪のタイミングを逃のがしてしまったのだ。

　艶子から入手した情報によると、あかねはごく最近失しつ恋れんしたらしい。つまりルイスは、恋れん愛あいに対し敏びん感かんになっているあかねに軽けい率そつな行動を取ってしまったのだ。

「恋は戦略なのになあ」

　ルイスはじっと黒板を見つめるあかねを盗ぬすみ見て何度目かの溜息をつき、ぶんぶんと頭かぶりをふった。幼い少年のように恋に浮かれている場合ではない。今はなにより周りを警けい戒かいし、あかねの魂たましいが消しよう滅めつしないですむ方法を見つけ出さねばならないときだ。

　目を凝こらし、本日何度目かの生気の残量確かく認にんをすませ、ちりっと焼けるような焦あせりを息と一緒にそっと逃にがす。焦りも不安も、今のあかねに気づかれるわけにはいかなかった。恐きよう怖ふ心などもってのほかだ。秘ひ密みつ裏りに動いて彼女に気づかれる前にすべて解決させる──それが理想的な形だろう。

「文化部の人はそっちが優先されるので、あとで調整かけます！」

　深く息を吸い込んでざわめく室内に怒ど鳴なった。結局、すべての名前が無事に振ふり分けられる頃ころには残り時間が十分になっていた。

「花見月と千葉が模擬店だ。二人ともじゃんけん強そうだとは思ったけどやっぱり勝ったね」

　友人たちの名前を出せば反応してくれるかと期待したが、あかねはぷいっと横を向いてしまった。素そっ気ない彼女の態度に腹を立てるより悲しくなってしまったのは、一方通行な会話が寂さびしいと思ってしまったからに違ちがいない。

　今さら後こう悔かいしても仕方がないのだが、はじめに真しん摯しに謝っておくべきだった。

「企画展示とアカペラ発表は放課後に活動して、模擬店は霜月祭一週間前からの活動開始になります。霜月祭間近になったら授業の変へん更こうもあるようなので、連れん絡らくの徹てつ底ていをお願いします。今日の放課後は顔合わせがあるので必ず出席してください」

　ルイスは小さなハリネズミを隣に置いたまま、意い気き消しよう沈ちんしてレポート用紙を読み上げた。
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　模擬店は焼きそば、発表会はアカペラ、そして企画展示のメインは三日目に行われるオークションだ。手作り作品を展示して競せりにかけようというのだから、当然ながらそれなりのクオリティを求められる。

　企画展示に使われるのは旧校舎の第三棟とう──つまり、『二人展』会場である第四棟の隣で、大学の正門から近いこともあり客足も期待できる。自然、気合いも入った。

「タイトルは『幻げん想そうオークション』!!　それっぽい雰ふん囲い気きの、それっぽい展示品を、それっぽく競売にかける！　さあ、売れるもの作るぞ!!　間ま違ちがっても原価割れするなよ!!」

　美術学部三年、〝角かく先せん輩ぱい〟こと〝眼鏡めがねくん〟が、握にぎり拳こぶしで叫さけんでいる。今日もテンションは最高潮らしい。

「だ、誰だれだよ、眼鏡リーダーにした阿あ呆ほうは！」

　嘆なげきと溜息が旧校舎の一角を埋うめる。英はなぶさ目ま茂も里りは苦く笑しようしながらそれを見つめてからメモを取る少女に近づいた。彼女は都流木あかねという。小さくて可愛かわいらしく、一見元気なように見えてどこか儚はかなげな雰囲気があり、橘美言と親しげに接するため、一部の大学生たちから注目されていた。

「……企画展示のリーダーは眼鏡くん、と」

　どのタイミングで声をかけるのが自然かジリジリ待っているまもりの耳に、あかねの声が届いた。どうやら眼鏡くんが言っている内容をメモしているらしい。

「各自、作れそうなものを挙げてくれ。いいか、売れるものだからな！　売れるもの!!　陶とう芸げい専せん攻こうのやつは問答無用で皿作れ皿ー！」

「皿以外を作らせろ！　花か瓶びん!!」

　教きよう壇だんで眼鏡くんがぎゃんぎゃん叫ぶと、同じ学部の学生が負けじと怒鳴る。元気すぎてついていけないが、大学にはこの手の人間は多いしこれ以上の人間も多い。ゆえに慣れてしまう。

「出し物は、お皿。……他にはなにがいいんだろう」

　うーんと、あかねがペンを顎あごに軽く押し当ててうなる。微笑ほほえましいくらい真しん剣けんな横顔だ。

「あ、の。こんにちは」

　次々と挙手して出し物の案を挙げているのを見ながら声をかけると、あかねはきょとんとしたような顔でまもりを見た。

「……英先輩？」

「うん。覚えててくれたの？」

　同じ班の実行委員なので覚えていても不思議はないのだが、こうして改めて口にされるとちょっとむず痒がゆい。照れ笑いをしたあとで「よかったら下の名前で呼んで」と、ついいつもの調子で言ってしまった。

「もう一人の、金きん髪ぱつの男の子は？」

「ルイスとは喧けん嘩か中……じゃ、なかった。『アカペラへの誘さそい』の様子を見に行ってます。まだ題材が決まらないみたいで慌あわててて」

「霜しも月つき祭さいって高校の実力テストが終わってからが本格始動だから、本番まで三週間しかないんだもんね。ぼんやりしてたら練習時間がなくなっちゃう」

　立地のよさと、多種多様の企画で立花の学園祭は人気が高いのだ。裏企画で美人コンテスト、さらには女装コンテストまでおこなわれ、知らぬ間に盛り上がっていたりする。

　ちらりと教室を見回すと友人たちが握った拳を小刻みに上下に揺ゆらした。行け、ひるむな、という合図だ。

「あの、都流木さんって、橘くんと……親しいの？」

「み、美言さんとですか!?　し、親しいだなんて、そんな恐おそれ多おおい！」

　なぜか恐きよう縮しゆくしている。変わった反応をする子だな、と思いながら言葉を続けた。

「私も、橘くんの『二人展』のお手伝いをしたいって思ってるんだけど……」

　当初、美言との各企き画かくの見回りで親密度を上げる計画だった。しかし彼は『二人展』の作業で今も隣となりの棟に入りびたり、講義にも出てこないため話す機会さえない。ならば次の行動は、なんとかして彼の近くに行くことである。今の足がかりはこの少女で、彼女に声をかけるということは──すなわち。

　まもりは再びちらりと背後を見た。友人三人が今度はさらに大きな身み振ぶり手振りで「行け」と合図を送ってくる。どう言葉を続けようか悩なやんでいるとあかねが小首をかしげた。

「美言さんのお手伝いですか？」

「お手伝いは、多いほうがいいかなって思って」

「はい！　ありがとうございます！」

　まもりの下心なんてまるで気づかない純じゆん粋すいな笑えみであかねがうなずく。美言のところに行くなら声をかけてほしいと頼たのみ、まもりは動向をうかがう友人たちのもとへ戻もどった。

　まもりは昔からいじめられっ子だった。

　いじめられる、というといささか大げさかもしれない。彼女はその名前から、ちょっと注目を集めやすかったのだ。まず第一に読みづらい。「はなぶさ　まもり」と一度で読んだ者は過去になく、間違われるたびに悲しい思いをした。

　名前が読みづらいせいで注目され、日常生活でそれが話題になるのも珍めずらしくなかった。幼少の頃ころもそうだ。だいたいは字じ面づらから「メモリ」と呼ばれ、小学校のころは小こ柄がらだったため、「メモリだから小さい」のだとからかわれることが多々あった。

　その頃は軽く不登校になった。もともと自分の意見をはっきり口にできない性しよう分ぶんで、仮け病びようを使っては親を困らせた。名前をつけるときはずいぶん悩なやんだと知っていたから、親に理由を訊きかれても答えることができず、一日休んで学校へ行き、遊び感覚で声をかけてくるクラスメイトに身をちぢこめていた。そんなとき──。

「くだらない」

　ぽつりとそうつぶやいた少年がいた。

　クラスの女子から〝キモ男お〟と呼ばれていた男の子だった。ぞろりと長い前まえ髪がみで顔の半分をおおい隠かくし、滅めつ多たにしゃべることなく椅い子すに腰こしかけるだけの影かげの薄うすい少年──その一言を口にするまで、まもりも彼のことが苦手だった。独特の空気を持ち、いつも不ふ機き嫌げんそうでにこりとも笑わない。なにより顔半分が髪かみで隠れていたから表情が見えず、なにを考えているのかさっぱりわからなくて怖こわかった。だが、その一言で状じよう況きようが一変した。

　彼が気になるようになったきっかけは、そんな些さ細さいなことだった。まもりのことをなんの抑よく揚ようもなく「はなぶさ」と名字で短く呼ぶことがつねだった彼は、ただの一度も他ほかの男の子たちに交じってまもりをいじめることはなかった。

　まるで他人など必要ないと主張するようにいつも一人だった男の子。彼が心を許していたのは、彼の双ふた子ごの姉である少女だけだった。

　映し鏡のように重なり合う二人──。

　その中に入りたいと思った。そう願ったのが、彼女の恋こいのはじまりだった。

「頑がん張ばったね、まもりちゃ～ん！」

　席に戻るとそう声をかけられてはっとわれに返る。

「あの都流木って子、絶対に橘となにかあるよね」

「うんうん。あの橘を下の名前で呼んでるんだもん。無関係なわけないって。あの子って高校生だよね？　ま、まさか付き合ってるってことは……」

「ないって！　あの橘だよ!?」

　はじめに褒ほめてくれたのが宇う野の真ま澄すみ、そして続けて会話しているのが沢さわ村むら都みやこ、林はやし田だ碧あお生いである。ともに保育所から立花の運営する学校に入学し、両親も立花グループの関連企き業ぎように勤める筋金入りの〝関係者〟だ。運がいいことに三人は企画展示である『幻想オークション』のグループになることができ、心強い限りだった。

「で、肝かん心じんの橘はもう『二人展』のほうに行ってるの？　勇気振ふり絞しぼって橘と一いつ緒しよに実行委員になったんだから、ちゃんとアピールしないとだめよ？」

「わ……わかってる、けど」

　答えるあいだにも顔が真っ赤になっていく。休みだった美言が実行委員にされるのを見て清水の舞ぶ台たいから飛び降りる気持ちで立候補したのだ。ここで頑張らないと噓うそだ、と思う。

　──思うが、なかなか行動に移れないのはまもりの性格ゆえだろう。『二人展』の手伝いも、経過を友人たちに話して背を押され、ようやく動いたのだ。実は一緒に実行委員として名前を並べたことで満足してしまっただなんて、とても言えるはずがない。

「でもさ、橘のどこがいいの？　無ぶ愛あい想そうだし、しゃべらないし、講義サボってばっかりだし、一度口開くと嫌いや味みっぽいし──怖いし」

　黒板に並んでいく出展物案をちらりと眺ながめ、今度は碧生が非難する。この〝嫌味〟に関しては訂てい正せいする部分が大きい。確かに一度しゃべり出すと嫌味ばかり連つらねるが、よくよく聞いてみれば正論なのだ。ただちょっと言い方が乱暴なだけで、決して間ま違ちがったことは言っていない。

「た、橘くん、優やさしいよ？　それに……か、格好いいし」

　しかし、実例をあげるのは思ったより難しく、そう伝えるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「それは惚ほれた欲よく目め。あれのどこが格好いいの。きもい、怖い、うざいの三さん拍びよう子しじゃん」

「だらしないしー。前なんて無ぶ精しよう髭ひげで登校してきたよね。どこのホームレスよ。……あれ？　そういえば最近はちゃんとしてるかも」

「それより、あいつ人形作れるの？　人形作りしてたの不登校の姉のほうじゃなかった？」

「あ、そういえばそうだよね。お姉さんって確か雑誌にも載のったことあったんだよね？　なんであっちの橘なんだろう」

　三人がしゃべり出すと、まもりはいつも聞き役だ。ときどき話を振ふられて相づちを打ち、皆みなに合わせるように笑ってみせる。

「とにかくさ」

　聞こえてきた都の声に背筋を伸のばした。

「勇気出して実行委員になったんだから、遠くで見つめてるばかりなのを卒業しなくちゃね」

「頑張れ頑張れ！　応おう援えんする!!」

「奥手なまもりが頑張ったんだもんねー。私も、応援するっ」

「相手があの橘っていうのが納なつ得とくいかないけど」

「都ちゃん、そこは好みだから。ね？」

「好きになっちゃったものは仕方ないって。あ、でも私、実はまもりが橘好きなの知ってたんだよねー。なんとなく、だけど」

　会話のついでに次々と背中を叩たたかれてまもりは耳まで赤くなった。

　勇気を出したのだ。そのときはそれが一生分のものだと思ったが、もっと──もっともっと、出さなければならないらしい。

　だが、頑張ればさらに近づける。それがわかってしまった。

　ちらりと教室の片かた隅すみを見ると、見回りから戻ってきたらしい金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美形があかねに近づいていくところだった。いかにも女慣れしていそうな容姿と態度の彼は、どうやらあかねに好意を抱いだいているらしい。いろいろ話しかけては無視されて、見るも無む惨ざんに玉ぎよく砕さいしている。

「あの子には別の男の子がいるし、橘くんはフリーだし……頑張れば、こ……恋こい人びとにだって、なれるかもしれないんだから」

　一緒にデートする姿を思い浮うかべたまもりは、自分の妄もう想そうに身もだえした。

　恋する乙おと女めの頭の中は、いつだって春はる爛らん漫まんの花畑であった。







「じゃあまたねー」

　そう言って手をふると、まもりはひかえめに顔の横でちょこちょこと手をふり返した。

　そのまま彼女は店を出て、もう一度振り返って手をふる。

　まもりとは保育所から一緒だった。けれど、仲は良くなかった。むしろ嫌きらいな相手だった。誰だれにでも気に入られるように「いい子」を演じているように見えたのだ。引っ込み思案で恥はずかしがり屋で、自分の言いたいことが何一つ言えない──そんな性格だと知ったのは、小学校にあがってからだ。いじめられても頰ほおを赤く染め、目に涙なみだをいっぱいためてうつむいてしまう。それが生来の彼女だとわかったら、急に正義の味方になりたくなった。

「まもりっていつもああだよねえ」

　ファーストフード店で、ポテトをつまみながら碧生が溜ため息いきをつく。

「でも、頑張ってると思うよ。まもりちゃん、すごく」

「うーん。相手があの橘っていう時点で頑張ってるっていうか、冒ぼう険けんしすぎっていうか。もっとまもりに合いそうな人いると思うんだけどなー」

「ご、合コンとか行っちゃう!?」

「まもりだとすぐお持ち帰りされちゃうって。無理無理、誘さそえなーい」

　真澄の問いに、碧生が手をパタパタとふってあっけらかんと笑った。都はそんな二人の会話を聞きながらすっかり氷の溶とけたコーラを軽くふった。

「……どうせ男紹しよう介かいしたってすぐに断るよ。あの子って見た目ふわふわしてるけど、恋れん愛あいに関しては結構しっかりしてたから」

　実際に告白してきた相手はすべてお断りしていたらしい。なぜなのかと思ったら、すでに好きな相手がいたからだとは──奥手な彼女にしては思いがけない展開だった。

「どーする？　加勢しちゃう？」

　碧生が目を輝かがやかせて問いかけてきた。

「加勢ってどうやって」

「それはこれから考えるんじゃない。友だちの恋こい路じに一ひと肌はだ脱ぬいでやろうって感じ」

「で、でも、橘くんだよ？　あの、橘くん」

　こっそりと真澄が口を挟はさむと碧生がテーブルに突つっ伏ぷした。

「だよねー。そこ問題ー」

　応援はしたいが相手があの橘美言という点で迷ってしまう。まず第一に根暗だ。幼少の頃ころから知っているが、これは間違いない。そのくせ一度口を開くと毒どく舌ぜつなのだ。人を見下すのが趣しゆ味みなのかと思うほど他人をこき下ろすことさえある。しかも目つきが悪い。普ふ段だんは髪かみで隠かくれているが、レーザー光線が出そうな眼まな差ざしなのだ。

「昔から苦手なのよね、あいつ」

　怖こわい、きもい、こっちを見るな──都は美言にそう罵ば倒とうしたことがある。今思えばひどい話だが、子どもの頃は本気で彼が気持ち悪かった。そして、根暗になってからは気持ち悪さに磨みがきがかかった。

「都ちゃん、橘くんのこと本当にだめだよねえ」

「仕方ないの！　生理的にだめなの！　まもりは応援したいけど!!」

　そう返してぬるくなったコーラを飲み干し立ち上がる。

「帰る」

「あ、私も！　帰るー。真澄どうする？」

　碧生がゴミののったトレイを手に声をかけると真澄も慌あわてたように立ち上がった。まもりは一人別の方角だが、この三人は家が比ひ較かく的てき近い。だからこうしてちょっとだけ長く一緒にいることが定番だった。皆で店を出てしばらく歩くと街灯の数が極きよく端たんに減る。自分たちの足音だけが響ひびく夜道に、ときどき思い出したように犬の鳴き声や車のエンジン音が交じった。

　古いアパートの脇わきを通りすぎてさらに歩くと、

「私たちも特別展示の手伝いする？　ほら、『二人展』ってやつ。近くにいたらなにかできるかもしれないしー」

　と、碧生が提案してきた。

「でも、あれって実行委員しか手伝えないんでしょ」

「まもりが人手足りないって掛かけ合ってくれればなんとかなるかも！」

　碧生の提案に都は呆あきれた。まもりがそんな大だい胆たんな噓がつけるタイプならここまで彼女の恋路が気になったりしないだろう。加勢するなら別の方法だ。二人きりになれる時間を作ってやるとか──邪じや魔まになりそうなあの少女を遠ざけるとか。

　つらつら考えながらアスファルトを踏ふむ。街灯の下で短くなった影かげが、光を離はなれるとぐんっと長く引き延ばされる。影が闇やみに重なる手前、それが不自然に折れ曲がった。

「え……？」

　何度目を瞬またたいても影は垂直に折れている。自分の影だけではなく、友人たちの影も同様にあり得ない方角に折れ曲がっているのだ。

「ねえねえ、あれ！　あの人！　格好いいー!!　バンドやってるのかな？　モデルかも！」

　都が声を発するよりわずかに早く碧生がそう叫さけんだ。不自然に折れ曲がった影の先に男がたたずんでいる。淡あわい街灯の光でも男の髪が見事な白銀であることがわかる。モデルと言われれば納得してしまいそうなほど目立つ容姿だ。背は高く細身で、鼻筋がすっと通って全体的に鋭えい角かくな印象を受ける。伏ふせがちにしていた顔を上げると、彼の瞳ひとみが見事な青色であることがわかった。魂たましいが吸い取られてしまいそうな美び貌ぼう──ぞっと肌はだが粟あわ立だつのを覚えた。

「すみません」

　異質なものを感じ早く遠ざかろうと思ったら声をかけられた。立ち止まる気なんてなかったのに足が勝手に止まってしまった。

「ここら辺に人形屋や敷しきと呼ばれる建物があるんですが、知っていますか？」

「人形屋敷……？」

　オウム返しに碧生がつぶやく。

「ああ、この言い方はあまり有名じゃないのかな？　〝人形の館やかたマリア・ロワーズ〟です。近所では幽ゆう霊れい屋敷とも呼ばれているらしいですが」

「……幽霊屋敷……あの……橘が、住んでいる、古い、お屋敷……？」

「橘？　ああ、彼ですか。彼ではなく、ルイス・ブランという男はご存じですか？」

「……知りません」

　都は男に答える碧生と真澄の手を引いてこの場から離れようとした。けれど体が動かない。なにかを詰つめ込まれたかのように体の奥がずっしりと重く、指一本動かせなかった。かろうじて呼吸だけが確保されているかのように心臓の鼓こ動どうすらおぼつかない。それが理解できる異常さに戦せん慄りつを覚えていた。

「近所なのに関係者を見つけるのは意外と難しいですね。ルイスならもっと簡単に見つかるかと思ったんですが」

「橘は、まもりが好きな人で、私たちは、それを応おう援えんしていて」

　碧生が見当はずれの言葉を返すと男はすっと目を細めた。

「──そうですか。お友だち思いですね」

　しっとりと甘く濡ぬれる声は優やさしげなのに背筋に冷たいものが走った。都は胸中で絶ぜつ叫きようしていた。それ以上なにも言ってはだめだと、状じよう況きようもわからないのに必死で訴うつたえていた。

　ふと、男が都を見る。

「……驚おどろいた。理性を保てているんですね。私の名はサディアス。あなたの名前は？」

「さ……沢村、都」

　にっこりと微笑ほほえんで問う声に、唇くちびるを嚙かんで抵てい抗こうしようと思ったが無理だった。言葉は勝手に零こぼれ落ち、それを聞いた男──サディアスが鮮あざやかな笑えみを浮かべた。

「では、あなたを核かくとしましょう」

　サディアスが近づくと気温が低くなった。そんなはずはないのに、そうとしか思えなかった。人であれば当たり前に持つであろう体温を、彼からはまったく感じることができない。まるで動く死体だ。異常なほど白い肌に嫌けん忌きを覚え息が詰まる。

　近づけば近づくほど全身を冷たいなにかがくるんでいく。

「い、や……!!」

「──殺しはしませんよ。安心しなさい」

　美しく微笑む顔には悪あつ鬼きのごとき残ざん忍にんさがひそんでいた。髪を軽く払はらわれて、ゆるりと顔が寄せられる。嫌けん悪おに総毛立つ。冷たいものが首筋に当てられた直後、世界が暗転した。

「殺しはしない。あなたたちは私のために働いてもらうのだから」

　ささやきが、杭くいのように脳のう髄ずいに打ち込まれた。
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　実力テストが終わってから、あかねの生活はがらりと変わった。

　日中は授業に出て放課後は二つの旧校舎を行ったり来たりし、他ほかのグループの進しん捗ちよく状じよう況きようを確かく認にんして助すけっ人との依い頼らいをするのだ。バイトが休みでなかったら倒たおれていただろう。

「アカペラは作り物がないから練習中心でいいとして、問題は『幻げん想そうオークション』ね。本番まであと……二週間ちょっと……？　え？　そんなに短いっけ？」

　模も擬ぎ店メンバーから助っ人を募つのるしかないだろう。他の実行委員とも話し合わなければならない。しかし、行動に移すのが億おつ劫くうで、あかねは金づちを握にぎりしめて溜ため息いきをついていた。体調がいい時期がしばらく続いたのにいつの間にか虚きよ脱だつ感が復活し、力がうまく入らずに釘くぎが何度も傾かたむいてしまう。

「……なぜ？」

「ぼさっとするな」

　釘の角度に合わせて首をかしげていると遠えん慮りよのない罵ば声せいが飛んできた。不ふ機き嫌げん全開な美言を見て工こう房ぼうに迷い込んでしまったのかと思って辺りを見回すと、作業台の代わりに古い木製の机が、壊こわれた人形の代わりに困こん惑わく顔の男子が立っていた。

　二度瞬まばたきし、自分がいるのが『二人展』用の教室であることを思い出した。時刻は四時半、目の前にはいつも通りの美言の顔。彼は中指で眼鏡めがねを押し上げるなり無ぶ愛あい想そうに口を開いた。

「いいか、二体の人形を使ってのアートなんだぞ。準備するものは二倍になる」

「……美言さん、その発想はちょっと安あん直ちよくすぎませんか？」

　二体の人形だから二倍、単純に考えればその通りなのだが、アートとして展示するならもっとなにか別の要素がほしい。そう思ってぼんやり頭のまま返したら思い切り睨にらまれ、あかねはようやく失言に気づく。

「た、橘くん、なにか必要なものある？」

　あかねが口をつぐむと代わりのようにまもりが声をかける。美言はちらりとまもりを見て「別に」とそっけなく返した。

「ど……どういうことだ？　あの橘に話しかけてるぞ」

「あのちっこいのって会議のときに叫んでた女だよな？」

『二人展』の手伝いにかり出された大学の実行委員が美言を見てぼそぼそと言葉を交かわした。あの橘、という表現からして美言は有名人らしいのだが──いつまでたっても遠巻きにされているところを見ると、あまりいい意味で注目されているわけではないらしい。部屋の寸法を測りだした美言を手伝おうと近づくと、古い木戸がガタガタと音をたてた。

　引き戸の隙すき間まからぬっと黒光りする靴くつが顔を出す。その靴はそのまま引き戸に添そえられ、強ごう引いんに押し開けた。

「当日は引き戸をはずしたほうがよさそうね」

　開口一番告げたのはマデリーヌである。手には黒炭のキセル、鳥の羽で飾かざられた髪かみはツインテール、スカートは目がチカチカしそうな水玉模様の超ちようミニ、足はショッキングピンクと黒のストライプ靴くつ下したで見事に絶対領域を演出している。相変わらず個性派だ。

「でも、廊ろう下かから中身が丸見えっていうのはどうかと。やっぱ入り口は布ぶら下げて目め隠かくしですかねえ。あ、天てん井じようぶち抜ぬいちゃいましょうよ、マデリーヌさん！　天井、天井!!」

　鼻息荒あらく提案したのはマデリーヌに続いてやってきた扶ふ城じよう愛あいである。短く刈かり込んだ髪を脱だつ色しよくし、赤や緑に染めた少年のような女性だ。あかねより身長は高く、それ以外はやけにスマートな体型をしていて一見すれば少年である。

「あらあら、それやっちゃうとー、お金、足りなくなっちゃうかもー」

　あとを追うようにやってきて「あらあらー」と吞のん気きに天井を見上げるのはまん丸な眼鏡をはめた巨きよ乳にゆうの美女ＫＯＢＡＴＯこばとである。眼鏡は萌もえなのだと自己紹しよう介かいで宣言した彼女は、あらゆるカラーのフレームを持っているらしく、見るたびに色が違ちがう。

「もっとスマートにしなさい、君たち！　母校だよ、母校！　われらが雄ゆう姿しを見せるチャンスなのに破は壊かいしてどうするんだ!!」

　ばっと両手を広げ、長身の男が飛び込んできた。髪をオールバックに固め、胸に手をあてて舞ぶ台たい俳優のように訴えるのは花はな柳やぎ千せん莉りだ。どこぞの劇団に籍せきを置いているらしく、なにを発言するにも体全体で鬱うつ陶とうしくジェスチャーを繰くり出している。

　ひくりと美言の口元が引きつった。美言をはじめとする人形師たちはそれぞれに個性派揃ぞろいだ。むしろ、彼らの中にいれば美言はまだインパクトが弱く思えてしまう。

「美言さんのお友だちは面おも白しろいですね」

「た……ただの知り合いだ。同業者であって友だちなんかじゃない」

　舌打ちとともに抗こう議ぎの声が聞こえ、あかねは嵐あらしのように部屋の中を検分する四人の人形師たちを見た。『二人展』は五人の人形師による連作で、美言はトリを務める。どうやら誰だれもが美言のことを気にしているらしい。一番意識しているのはマデリーヌのようだが、彼女は美言に鋭するどい視線を向けるだけでこれといってなにか言ってきたりはしなかった。その姿が、彼女が美言を気にしていることを強調しているように映ってあかねまでそわそわしてしまう。

「……美言さんは、やっぱり女たらしだ」

「だから、それはなんの話だと言ってるんだ」

　部屋の寸法をノートに書き写しながら美言がじろりとあかねを見た。あかねが口をつぐんでいると、またまもりがひょいと顔を覗のぞかせた。

「橘くん、なにか手伝えることはありますか？」

　美言はひかえめなまもりの問いに、今度はちょっと考えるような仕草をする。それから展示用の飾り窓まどを頼たのんだ。

「俺が見本を一つ作る」

「うん！　よろしくお願いします」

　ぱっとまもりが微笑んだ。美言はあかねをちらりと見て、

「お前は邪じや魔まだから見回りにでも行ってろ」

　と手を払った。確かに彼が言うとおり、釘一本打つのにも失敗を繰り返してしまう状況だ。このまま続けるより別のことをしたほうがいいのだろう。まもりと仲良く肩かたを並べて木材の取り扱あつかいから説明する美言を見て、あかねはしょんぼりと肩を落とした。見回りといっても作業が軌き道どうに乗れば大きなトラブルが起きない限り形だけの作業なのだ。しかも今見回る必要があるのは『幻想オークション』だけである。

「『二人展』のサポートしろって言ったの美言さんなのに」

　荷物運びでもなんでも言いつけてくれればいいのに、それは男の仕事だと言ってやらせてくれない。かといって細こま々ごまとした作業は手が震ふるえて失敗してしまう。

　なにか手伝いたいのに役に立てず、あかねは肩を落として旧校舎の三棟とうへ移動した。昇しよう降こう口に乱雑に脱ぬぎ捨てられた靴を見ていそいそ並べ直し、ざわめきのあふれる廊下を進む。いくつもの班が作業をすすめる教室の一つにＣ班の企き画かく展示がある。部活で発表会がある者たちはそちらに行っているせいか、室内は適度な人数が思い思いのものを作っていた。

「エロ本作ろうぜ、エロ本。エロは売れるぞー」

「二週間で一冊は無理だろ。印刷時間も考えろよ。第一、本は展示には向かない」

「それに、そんなの作ったら生活指導のワタちゃんにとっ捕つかまるぞ」

「ワタちゃん涙なみだもろいからなあ。ボディビルダーが、小麦色の肌はだをテカらせて泣きながら説教する姿を思い浮うかべたら……」

　教室の片かた隅すみが溜息で埋うめられ、一いつ緒しよになって想像していたあかねの口からも溜息が漏もれる。

「ねえねえ！　こっちこっち！」

　女子大生の一群が誰かを呼んでいる。まもりとよくしゃべっている人たちだ。あかねはきょろきょろと辺りを見回し、自分が呼ばれていることに気づいて小首をかしげた。

「私、沢村都。まもりの友だちなんだ。かぎ編みしてるのが真澄で、テディベア縫ぬってるのが碧生。えーっと、あかねちゃん、だよね？　なにか作ってかない？　出展数は多いほうがいいってリーダーが言ってたから」

　都に提案されてあかねはちょっと戸と惑まどった。

「なにか、ですか？」

「うん。教えてあげるから、……あ、かぎ編みする？　テーブルクロスなんていいんじゃないのかな」

　ひょいひょいと指先を動かして器用にテーブルクロスを編む真澄を見ながら都が言った。放射線状に広がる模様は美しく、なにか本を見ている様子もないのに止まることがない。

「少し練習したらすぐにこのくらい編めるようになるよ。テーブルクロスが難しかったらコースターでもいいし」

　ニコニコと笑いながら都が小さく形を示す。その笑え顔がおに警けい戒かいしてしまったのは、日ごろ彼女たちから向けられる視線があまり友好的なものではなかったからだろう。どんな心境の変化なのかわからずに戸惑っていると、椅い子すに座るよう指示された。

「かぎ編み、したことある？」

「な、ないです」

「じゃあまず持ち方からね」

　巾きん着ちやくの中から真澄が道具を取り出す。緊きん張ちようして背筋をピンと伸のばすと、

「君って橘の知り合いなんだろ？」

『幻げん想そうオークション』のリーダーである眼鏡めがねくんが目を輝かがやかせながら声をかけてきた。

「橘の知り合いってことは、美術系強いってことだよな？」

　周りが芸術家だから本人まで芸術家、というのは大きな間ま違ちがいだ。あかねの場合は人形を壊こわし、返済能力がないから無理やり同居させられただけで知り合いというより金づるである。アンティークドールには高いものがあるだとか、人形屋や敷しきの家具の大半が年ねん代だい物という程度の知識があるだけで、絵画や陶とう芸げいを前にしても「すごい」「きれい」という感想を並べるのがせいぜいなほど凡ぼん庸ような感性の持ち主だ。

「橘って結構独創的なもの作って面白いんだよな。あいつに一目置かれてるなら、なんかすごいもの出してくる気だろ？」

　期待に輝く顔で問いかけられ、ダラダラと嫌いやな汗あせが流れた。

「い、いえ。私にそんな才能ありません」

「謙けん遜そんするなよ。期待してるからな！　あ、大きな作り物するならいつでも言ってくれ。必要な材料はすぐに手配するから。買ってくるなら領収書を忘れずにもらってきてくれ」

　作って当然、そう言わんばかりに笑みを向けられて、あかねは小さく肩をすぼめた。たいして出席していないはずなのに、本当に、大学での美言の評価が謎なぞすぎる。訂てい正せいしようと思ったら、唐とう突とつにやってきた眼鏡くんは嵐のように去って行ってしまった。

　あかねはかぎ編み用の糸に視線を落とした。とりあえずコースターを作って本当に才能がないことを示してしまおう。そうすればそれ以上の期待はされないに違いない。

　後ろ向きな目標を立てた直後、首筋を冷気が撫なでていったような気がして視線を上げる。

「大だい丈じよう夫ぶ。私たちが、ちゃんと教えてあげるからね……？」

　告げたのは都だ。向けてくる瞳ひとみは闇やみをくりぬいたかのようにうつろで、彼女の友人たちも鏡に映したかのように同じ眼まな差ざしをあかねに向けてくる。

　人形を前にするかのような違い和わ感に襲おそわれた。ガラス玉の瞳を瞬またたくようにまぶたを動かし、都の口こう角かくが引き上がる。

「あ……あの、……先せん輩ぱい……？」

「さあ、編み物を、しましょうか？」

　問う声があまりに硬かたく、あかねは喉のどが干ひ上あがっていくのを感じた。目の前にいるのは人であるはずなのに、わずかの熱も感じられなかった。







　指導熱心な先輩から解放されたのは七時すぎだった。

　疲ひ労ろう感が十割増しだ。それでなくとも疲つかれているのに、さらにいっそう拍はく車しやがかかる。

　そして、とどめがルイスである。

　あかねが『二人展』の会場にいなかったことが不満だったらしく、見回りから帰ってきた彼に抗こう議ぎされた。予定が変わってしまったのは美言の要望に応こたえられなかったあかねの過失だ。ゆえにキスマークの一件から喧けん嘩か中ではあるが素す直なおに謝罪したのだが、彼はそんな程度では納なつ得とくできなかったらしい。

　作業中、一秒たりとも目を離はなすかと言わんばかりに見つめられとても息苦しかった。

　嫌がらせだ。抗議したいのだ。あかねはルイスの眼差しをそう受け取った。

　睨にらみ返そうと思ったらすっと視線をはずされ、尖とがった神経がさらに逆さか撫なでされた。

　さらに帰き途と、雨雲が連れてきた湿しつ度どにうんざりしていたあかねに、

「キスしようか？」

　訳のわからない言葉を吐はいた。不調は一時的なものと割り切って、いつも通り振ふる舞まおうと必死だった。覚えが悪いだの勘かんが鈍にぶいだのとちくちく注意する先輩たちに胃が痛くなって、ようやく自由になったと思ったら今度はルイスがからかってくる。

　キスという単語に、ぷつりと音をたてて堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。体のだるさも異様な眠ねむ気けも、一いつ瞬しゆんですべてが吹ふき飛んだ。

「女の子が誰だれでもそういう言葉でその気になると思ってるの!?」

「え？　い、いや、別にそんなこと思ってないよ？　ただ、今日一日で生気が異常に減って、かなり危険で……」

「なにが危険なの？」

　ルイスの言わんとすることが理解できず問い返すと、彼ははっとして言葉を吞のみ込んだ。

「だ、だから、つまり──僕とキスすると、君の体調もよくなるんじゃないかなって」

　要領を得ない回答だ。体調不良がキスで改善されるなんてどう考えてもふざけている。それとも、辛つらいのを我が慢まんしている姿が仮け病びようにでも見えてしまったのか。キスで機き嫌げんをとればいいとでも思われていたのか。

　ぐさりと胸になにか突つき刺ささった気がし、あかねはぷいっと顔をそむけた。そして、ルイスが真っ青になっていることも知らず、タバコを買っている美言の元まで自転車を押しながら駆かけ寄った。

「なんだ？　どうかしたのか？」

「どうもしてません」

「……泣きそうな顔してないか？」

「さ、錯さつ覚かくです。見み間ま違ちがいです。早く帰りましょう！」

　精せい一いつ杯ぱい身を乗り出して美言の服の裾すそをひっぱり訴うつたえる。美言は肩かた越ごしにルイスを見て、なんだかとても複雑な顔をしつつも歩き出した。それから人形屋敷に着くまで会話らしい会話もなく、微び妙みようすぎる空気を引きずった。それは、出で迎むかえたリョウが戸惑うほどだった。

「ど、……どうか、した？」

「どうもしてないよ。ただ、ちょっと僕が失言をしただけで……出かけるから、今日はごはんいい」

　ルイスは肩を落としてそう言い残すなり、一人寂さびしく部屋に行ってしまった。

「……お前ら、最近おかしくないか？」

「おかしくないです！　ちっとも！　いつも通りです!!」

　ハリネズミ武装中のあかねは美言に対してもトゲトゲと言葉を返した。頭に血がのぼったお陰かげで倦けん怠たい感は遠のいているが、問題は当然そこではない。

「コーヒー、淹いれる？」

　一人で淹れられるようになったリョウがそう尋たずねてきた。どうやらあかねの気持ちをほぐそうとしてくれているらしい。

　ジワリと優やさしさが心にしみる。

「リョウくんって真面目まじめでいいよね。不器用だけど誠実だし、仕事丁てい寧ねいだし、噓うそつかないし、適当なこと言わないし、誤ご魔ま化かさないし。そういう人は、遊び人よりもてるべきだと思う」

　パニックになるとあらゆるものを破は壊かいしていくが、おおむね〝いい人〟だ。一緒にいて安らげるというのはとても重要なことだろう。

「一いつ緒しよにいるならリョウくんだと思う！」

「リョウを口説くな」

　がっしりと手を握にぎってリョウに訴えていると美言の低い声が聞こえ、あかねははっとしてリョウの手を離した。ポケットから取り出したタバコの箱を軽く叩たたく美言は仏ぶつ頂ちよう面づらだ。さっきまでは普ふ通つうだったのに、なんだかものすごく怒おこっている気配がする。

「口説いてません！」

「どう見ても口説いてるだろ。言っておくが、リョウは戸こ籍せき上死亡してる。……正確には湯ゆ山やま了さとるは、だが──どっちにしろ、まともな恋れん愛あいじゃない。リョウなら兄貴の眼鏡に適かなう可能性はあるが、別の問題が……」

「だから、違ちがいます！」

　あかねの訴えに、美言はタバコの先せん端たんでリョウを指した。仕方なく横を見ると、押し黙だまってうつむくリョウの顔が、心なしか赤く染まっている。

「リョウくん!?　え、ち、違うよ!?　一緒にいるっていうのはね、好きとか、付き合いたいとかそういう意味じゃなくて……」

「あかねが、そう言うのなら」

「だ、だからね」

「リョウの反応が鈍いのはすべての情報を正しく理解してないのも原因だ。日常生活に支障はないし、俺にはどうしようもないからそのままにしているが」
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　どさくさに紛まぎれてディープな説明をさらりとした美言は、そのままくるりと背を向けた。遠ざかるその背中は、やっぱり怒っているように見える。

「ちゃんと面めん倒どう見てやれよ」

「え、ええええ!?　美言さん!?　面倒って、どうすれば……って、リョウくん！」

　美言を追いかけようとしたらリョウに腕うでを摑つかまれ、あかねはぎょっとした。

　リョウが照れている。否いな、照れ笑いだ。彼に懐なつかれている感はあったが、それはあくまでもヒナが親鳥にくっついてくるようなものだと思っていた。彼は人に必要とされることで自分の居場所を確かめていた。だから、いろんなことを頼たのんでいたあかねに〝居場所〟を見つけた。

　──その、はずだったのに。

「あかね、僕は、どうすればいい？」

　戸と惑まどいと期待に満ちた目で問いかけられ途と方ほうに暮れる。

　恋愛は難しい。好意を示すのも難しい。好きという言葉一つがあまりにもややこしく、思いを伝えづらくなってしまう。

「と、とりあえず、夕食のお手伝いをお願いします」

　リョウの顔色をうかがいつつ恐おそる恐るあかねが告げると、彼はちょっと考えるような間をあけたあと、いつものようにこくりとうなずいた。

　恋愛は難しい。納得して台所に向かうリョウを見て、あかねはつくづくそう思った。







　美言と二人で囲んだ静かな食しよく卓たくが終わると、あかねは手早く入浴をすませて自室に引っ込み布ふ団とんをかぶって目を閉じた。

　食事の支し度たくをしている最中に雨が降り出し、嫌いやな予感がしていたのだ。

　耳を塞ふさいだとたん、それが訪おとずれた。

　どおんっと体に響ひびくような衝しよう撃げき。耳を塞いでも、天が裂さけるような音が鼓こ膜まくを揺ゆらした。

　あかねはぎゅっと目を閉じる。耳を塞げば雨音は遠のくのに雷らい鳴めいだけはやけに鮮せん明めいだ。何度も何度も、まるで怯おびえるあかねの姿を嘲あざ笑わらうかのように繰くり返される。

　世界を叩く音とともに地じ響ひびきが繰り出される。悪夢だ。寝ねてしまおうにも恐きよう怖ふで意識が冴さえ、雷鳴をやりすごせる状じよう況きようではない。気づけば恐怖のあまりベッドから飛び出していた。

「だ、誰か」

　隣りん室しつのドアをノックしたが返事がない。美言の部屋の隣となりはルイスの部屋だが、喧嘩中なのでそろりと素す通どおりした。そしてその隣はリョウの部屋だ。ノックしたらきちんと閉じていなかったのかドアが独りでに開いた。

「リョウくん、あの……」

　カッと室内に光が差した。窓辺に置かれた椅い子すに光が当たり、精せい緻ちな人形を明るく照らす。大きく見開かれた瞳ひとみに硬かたくこわばった口元、つぎはぎだらけの体──四し肢しは力なくだらりと投げ出され、まるで死体が置かれているかのようだった。

　あかねは悲鳴をあげることもできずにドアを閉じた。

　雷らい光こうがリョウの正体を暴あばいたのか、あるいは単なる見間違いだったのかはわかない。もう一回ドアを開ければ、いつも通りの彼が待っているかもしれない。しかし、幽ゆう鬼きのごとき球体関節人形が脳のう裏りに浮うかんで、とても部屋の中を確かく認にんする気にはなれなかった。

　あかねは手すりにすがりつくようにして螺ら旋せん階段を下り、壁かべづたいに工こう房ぼうへと向かう。恐怖のためか体が極きよく端たんに疲ひ弊へいしているためなのかわからないが膝ひざがガクガクと笑い、工房に着いたときにはそのまま座り込んでしまいそうになった。

「美言さん、いますか？」

　ドアをノックして呼びかける。返答がないことに絶望しながら、何度目かの雷鳴に小さな悲鳴をあげてドアを押し開いた。

　部屋はいつもよりずっと薄うす暗ぐらかった。だが、中央の作業台にはライトがともり、椅子に腰こしかけた美言の姿もあった。

　彼の手には人形のボディがのっている。小さな胸の膨ふくらみとわずかに浮いたあばら骨、ウエストというにはいささかくびれの足りない腰回りは、未発達の少女のそれだ。

　相変わらず精せい緻ちすぎる。どこまで表現する気なんだと動転していると、再び窓から光が差して、すぐに雷鳴がとどろいた。

　あかねはとっさに工房に入った。

「み、美言さん、ここにいてもいいですか？」

　声をかけてみたが、案の定、美言の耳には届いていない。彼は長い指で軽く支えるように筆を持ち、黙もく々もくと幼い体に色をのせていく。原寸とはいかないまでもかなり大きな人形を作るらしく、その過程がすでに犯罪臭くさくて目のやり場に困る。腕も足も単体で見ていると恐ろしいのに、彼が触ふれると命が吹ふき込まれるかのようになまめかしくなるのだ。

　目を奪うばわれていると、窓から差し込む雷光で部屋が真っ白に染まった。

　あかねは耳を塞いでその場にしゃがむ。

　どんっと足あし下もとが揺れ、混乱した彼女は手を伸のばして美言の足にしがみついた。







「……目はどうするかな」

　イメージ通りのグラスアイを探すのは難しい。店に出向くより自作したほうが手っ取り早いと考えたあと、美言は足に妙みような感かん触しよくを覚えて作業台の下を見た。

　そして、絶句する。

「な……なんでお前がいるんだ？」

　あかねが左足にひっついているのだ。しかも、呼びかけに気づいて顔を上げた彼女の目は涙なみだに潤うるみ、妙に熱っぽい。

「雷かみなりが、鳴ってます」

　話の脈略がなさすぎて、美言は思わず外を見た。確かにしばらく雷が鳴っていた気もしたが、今は雨もやみ、闇やみ夜よに虫の音ねさえ聞こえてきている。

「雷は鳴ってない。だから手を離はなせ。せめて腕をゆるめろ」

　ぐいぐいと体を押しつけられてさすがに具合が悪い。一応は健全な男子なのだ。身をかがめてあかねの腕をはずそうとした──そのときに、彼はようやく気がついた。作業台に置いてあったマグカップの中身がだいぶ減っていることに。

「お前、これを飲んだのか!?」

　帰宅した辺りから苛いら々いらが収まらなかったので、紅茶にブランディーを入れたのだ。仕事があるので大量ではないが、効果を期待したので当然少量でもなかった。普ふ段だん飲み慣れていない者が口にすれば、当然酔よいが回るだろう。

　ということは、足下にいるのは不測の事態の酔っ払ぱらいか。

「あ……あかね、大だい丈じよう夫ぶか？」

「雷が……っ!!」

　──どうやらだめらしい。ぐしゃりと髪かみをかき上げたあと、しがみつくあかねの腕を摑んだ。力を入れるのを躊躇ためらうほどその腕は細く、美言はちょっと考えるようにあかねを見おろす。

「おい、俺の言ってることがわかるか？　この腕を……」

　言葉の途と中ちゆう、あかねがなにか言いながらぎゅっと両りよう腕うでに力を込めた。どうやら彼女の中では雷が継けい続ぞく中らしい。とてもではないが、一人で部屋に戻もどれるような状況ではないだろう。最近は体調が悪い日も続いていたようだし、部屋に連れて行ったほうがいいに違ちがいない。

　美言はもう一度、人形を扱あつかう以上に慎しん重ちようにあかねの腕を取った。細いが意外と力がある。そういえば以前にそんな主張をしていたな、と苦く笑しようしていると、いったん離れた腕が、今度は美言の首に巻き付いてきた。

「おい！」

　引きはがそうとしたが、幻まぼろしの落らく雷らいがよほど怖こわいのか、嫌いや々いやと首を横にふって拒きよ絶ぜつする。

「……だから、俺は男で、……なんでこんなガキに抱だきつかれて動どう揺ようしなきゃいけないんだ」

　もっと徹てつ底てい的に子どもっぽければなんの問題もなかったのにと、美言は舌打ちした。あかねはいろいろと不意打ちすぎるのだ。

　あきらめたように息をつき、あかねの背中を軽く叩たたいた。すると、腕の力がゆるむ。わずかにできた隙すき間まにほっと息をつき、小さな体を軽々と抱き上げて工房を出た。階段を上る途中で軽いめまいに足を止め、寝不足なのかと首をひねりながら四つ目のドアを開ける。家具の配置だけ変えた部屋は、美言の私室とさほど変わらない状態だった。

　ベッドに寝かしつけようとしたら、離れるのを嫌がるように彼女の腕に力がこもった。

「いい加減にしろ、襲おそわれたいのか？」

　無防備を通り越こしている。たちの悪い男なら、遊ぶだけ遊んでさっさと捨てているに違いない。

「あかね」

　背中に回していた手で彼女の薄い肩かたを摑つかむ。すると、耳元で小さな声が聞こえた。

　一人は苦手です。

　聞き逃のがしてしまいそうなほどか細い声だ。それでもそれははっきりと美言の耳に届き、彼の動きを止めさせた。

　寂さびしいのは、嫌です。

　きゅっとしがみつく腕うでに意志がこもる。

「……こういうときに素す直なおになるのは反則なんじゃないのか……？」

　溜ため息いきが言葉になっていた。必死ですがりつく腕を、もうそれ以上振ふり払はらう理由がなくなって、美言はあきらめたように体から力を抜ぬいた。

「俺も、一人はあまり好きじゃない」

　ずっと一人でいたけれど、それが好きだったわけじゃない。一人のほうが楽だと思い込もうとし、それに慣れてしまっただけなのだ。
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　目を閉じると体がずっしりと重くなったような気がした。反射的に体を入れ替かえ、あかねを自分の胸にのせるような形でベッドに倒たおれ込む。

　ぐるりと世界が反転する。その感覚は、ルイスに生気を奪われているときに感じるものととてもよく似ていた。







　朝、鳥の声で目覚めると知らない人とベッドにいた、というのはべたな展開だ。

　大人向けの漫まん画がなら恋こいの予感か、ドラマならトラブルの前まえ触ぶれとドキドキしたかもしれない。しかし、実際自分の身に起こってみるととんでもない──心臓が凍こおりつくかと思うほど動揺し、悲鳴さえ出なかった。

「な、な、な、な……っ!!」

　美言の腕の中にすっぽり収まったあかねは、混乱を極きわめていた。

　その声に、美言がもぞもぞと動き出す。彼はうなり声をあげるとあかねを解放してのそりと起き上がり、ベッドの上を手て探さぐりでなにか探しはじめた。髪は乱れているし、まばらに無ぶ精しよう髭ひげも生えているのに、元の造作がいいせいかけだるげな様子もどぎまぎしてしまうほど男前だ。

「くそ。だるいな」

　悪あく態たいをついた直後、美言の手が止まった。シーツの海から救出されたのは彼愛用の眼鏡めがねである。かけるなり、茫ぼう然ぜんとするあかねに視線をやってから部屋の中を見回した。

「どこだ？　どうしてお前が……」

　わしゃわしゃと髪をかき混ぜるように頭をかいて、なにかを思いついたようにぴたりと動きを止め、今度は唐とう突とつに顔を覗のぞき込んできた。

「ああ、よかった。今日は顔色がいいな」

　笑った。今までに一度も見たことがないような蕩とろけるほどの柔やわらかな表情で。

　その瞬しゆん間かん、停止していた思考が血流とともに一いつ瞬しゆんで駆かけ巡めぐり、頰ほおに朱しゆがのぼった。

「きゃあああああ……!!」

　気づけば叫さけび、手に触れたものを全力で投げつけていた。枕まくらもシーツも、文庫本も目覚まし時計も、触れるものは全部投とう擲てき道具になった。

「お、おい、なんの真似まねだ!?　あかね！　やめろ！」

　訴うつたえは耳に入らず、投げるものを探しているときに視界の片かた隅すみが歪ゆがみ、ルイスが現れた。

　彼は真っ赤になったあかねを一目見るなり美言を睨にらんだ。

「美言、これは一体──」

　あかねはベッドから身を乗り出すなり床ゆかに落ちていたクッションを拾い、大きく振りかぶった。ぼふんと音をたて、クッションがルイスの顔に命中する。呆あつ気けにとられた彼は、リョウが律りち儀ぎにドアをノックする音を聞いて、ようやく己おのれの失態に気づいたらしい。

「ち、違うよ、あかね！　台所にも応接室にも君がいなくて、だから直接ここへ飛んだだけで、あれから下心でこの部屋に入ったことはなくて……」

「二人とも出ていって！　美言さんも、ルイスも！」

「いや待て。おおいに待て。どうして俺とルイスが同じ扱いに」

「出ていって──!!」

　抗こう議ぎの言葉を最後まで言わせることなくあかねは絶ぜつ叫きようした。

　かくして小さなハリネズミはいっそう武装を強化して、徹てつ底てい抗こう戦せんの構えに出ることになった。







　第四章　籠の中
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　氷のように冷たい唇くちびるが首筋から離はなれると、全身から力が抜けて浮ふ遊ゆう感に包まれた。

「このときを待っていたんです。私が感じた憎にくしみを、彼にすべて返してあげましょう」

　しっとりと甘く濡ぬれる声が楽しげに告げる。

「怒いかり、絶望し、苦しんで、己の無力さに嘆なげいて地を這はいつくばる──彼にはそれが似合っている。私は彼にふさわしい姿を与あたえようとしているだけなんです」

　まるで崇すう高こうな目的を語るかのようにその声はよどみない。毎日繰くり返し聞くたび、その唇が肌はだに触ふれるたびに彼の言葉が重みを増していく。

　叶かなえられるべき願い。唯ゆい一いつの理解者であったサディアスを裏切ったその罪を、〝彼〟は償つぐなわなければならないのだ。

「手伝ってくれますね？」

　問いかけに都みやこは何度もうなずいた。

　彼はサディアスを裏切ったばかりかその記き憶おくすら忘れた。長すぎる空白が原因であることはわかってはいたが、それでも彼は彼女のことだけは覚えていたのだ。それがサディアスをどれほど傷つけたか──。

　今もルイス・ブランはサディアスのことを思い出さず、あの女を捜さがしている。その名を今に残すセリーヌ・バリエ──人の魂たましいをも魅み了りようする人形を作り出す、天才的な人形作家。

「サディアス様」

　都の呼びかけに、サディアスは憎ぞう悪おの感情を即そく座ざに消し去った。

「私のことは心配いりません。さあ、お行きなさい。あなたもあの少女が邪じや魔までしょう？　大切なお友だちを悲しませたくはありませんよね？」

　ぼうっとかすむ世界の中心で、白銀の髪かみの美しい青年が微笑ほほえんだ。心臓を氷の檻おりに収められたような錯さつ覚かくに全身が小刻みに震ふるえ出す。しかし、恐きよう怖ふは感じない。それは陶とう酔すいによる震えであり、目的を与えられた喜びに興奮したため起こる震えだと教えられたから。

「……うまくいったら、ご褒ほう美びをあげましょうね」

　ささやきが遠のくと同時、世界が色を取り戻もどす。喧けん騒そうが押し寄せてきて視界がひらけ、都は何度か目を瞬またたいて辺りを見回し、手元へと視線を落とした。小さなメモ用紙には〝布テープ、縫ぬい針、絵の具〟と、ずらずら文字が並んでいた。通りを行き交かう人を遠く眺ながめ、そこが商店街の一角であることを把は握あくする。

「それを買うの？」

　碧あお生いの問いに、都ははっとわれに返った。

「早く帰らないと、サディアス様のお願い、聞いてあげられなくなっちゃうよ」

　真ま澄すみにせかされて都と碧生は顔を見合わせた。

　そうだ。早く戻らなければ、彼の望みは叶わない。都流木あかねという少女を排はい除じよするのは、サディアスの望みであり、都たちの望みでもあるのだ。彼女がいなくなればまもりの恋はうまくいくに違ちがいない。友人の笑え顔がおを守ることができる。それはとても当たり前のことで、とても大切なことのような気がした。

「まもりのためにも、頑がん張ばらなくちゃ」

　あかねの編みかけのコースターを汚よごしたり、わざと忘れ物をして取りに行かせたり、足を引っかけて転ばせたりと地味な嫌いやがらせはしてみたが、彼女はなかなか逃にげ出さない。私物を隠かくしたりもしたが、やっぱりへらへらと笑っている。

「もっと、なにか考えなくちゃ。あの子が嫌がること、苦しむこと、追い詰つめられることを、もっと、もっと」

　それがみんなの幸福に繫つながる。今は不思議とそう思えるようになった。

　都流木あかねの存在を、このまま放置しておく訳にはいかなかった。

「私たちが、頑張らなくちゃ」

　これは、みんなを幸せにするための必要悪だ。







　旧校舎といってももともと特別室が集まっていたような建物だ。部屋の造りは特とく殊しゆで、一つひとつがとても広い。その部屋のいくつかを人形作家が担当することで霜しも月つき祭さいの目玉『二人展』が完成する。小物は職人に任せるとして、舞ぶ台たい装置は整えておかなければならないのが大前提である。本番まで十日を切っているので皆みながそろそろ焦あせりはじめていた。

「……本当に間に合うの？　人形は？　飾かざりは？　トリだって忘れてない？」

　美言は、本日も個性的な服装で現れたマデリーヌを無視してノコギリを動かした。室内には数人の男子が美言と同じように図面を見ながら板を切っていた。材料は一部届いていないが間に合わない状じよう況きようではない。請うけ負ったのだから期日までに仕上げるのは最低限常識だ。

　しかし、いちいち言葉を返す気にはなれなかった。

「進しん捗ちよく状じよう況きようくらい教えなさい！」

「マデリーヌさん、間に合わなかったら橘飾かざっちゃいましょうよ。根暗ってタイトルつけて」

　あとからついてきた人形師の扶城愛は相変わらず無む茶ちや苦く茶ちやな提案を繰り出し、

「あらあらー、本当に仲が悪いんだからー」

　大きな丸眼鏡めがねを中指で押し上げ、ＫＯＢＡＴＯはいつも通り間の抜ぬけたしゃべり方をする。

　いらっとしていると、とどめとばかりに花柳千莉がばっと両手を広げた。

「浅からぬ仲の君たちだ！　いろいろと思うところはあるだろうが、ここは僕のために一ひと肌はだ脱ぬいでくれ！　僕は母校に錦にしきを飾りたい！　見せかけでもいい、僕さえ目立てば!!」

「出て行け、邪魔だ」

　低く怒ど鳴なるとじろりとマデリーヌが睨にらんできた。

「本当に間に合うの!?　できなかったらどうする気!?」

　うるさい、できるに決まっているだろう、そう返そうと思った直後。

「間に合いますよ。だって、美言さんが作るんですから」

　信しん頼らいをたっぷり詰め込んだ言葉がどこからともなく聞こえ、苛いら々いらがちょっと遠のいた。視線を上げると、あかねが箱をかかえてドアの前に立っていた。

「心配いりません」

　現在最大の苛々の原因である少女の言葉に、頭がすっと冷えていく気がした。

　できるに決まっている。自宅で作っている人形の制作は順調に進み、展示物だって着々と仕上がっているのだ。あかねがわざわざ肯こう定ていするまでもない。

「他ほかの展示室は進んでるんですか？」

　無意識なのか意図的なのか、あかねはさらりと話の矛ほこ先さきを変えた。すると人形師たちの興味もそれたらしく、騒さわがしく部屋を出ていった。

　美言はほっと息をついた。

　美言が口を開けば口論になっただろう。結果的にあかねの一言に助けられたことになる。

　謝意とともにあかねを見た。すると、つつっと視線をはずされた。

　ひくりと美言の口元が引きつる。

　同じベッドで寝ね起おきしてから三日がたった。美言の説明で状況は理解しているものの、羞しゆう恥ちか貞てい操そうの危機を感じたからなのか、ルイスいわく〝ハリネズミ武装中〟である。家事全ぜん般ぱんはきっちりこなし、しかし中ちゆう途と半はん端ぱにさけられるので、今まで以上に扱あつかいづらい。

　この小動物が、と胸中で毒づいていると、あかねがもじもじとしはじめた。なにか言いたいことがあるのだと察したが、下手へたに口を開くとまたややこしくなりそうで言葉がかけられない。ルイスのように悪化させるのだけはさけたくてしばらく無視していたが、そのまま去っていこうとしたので慌あわてて引き留とめた。

　舌打ちしたくなる状況だ。

「なんだ？　なにかあったのか？」

　部屋の隅すみに移動して問うと、上うわ目め遣づかいで見つめてきた。身長差がありすぎて普ふ通つうにしていてもこうなってしまうのは理解できる。が、甘えられている気がして落ち着かない。いっそ抱だき上げて目線を合わせたくなったが、彼女が高いところは苦手だったのを思い出して挫ざ折せつした。

「に……人形の、作り方を教えてもらえませんか？」

　蚊かの鳴くような声で言われ美言は口をつぐんだ。仲直りのチャンスか、はたまた罠わなか──そんなことを真しん剣けんに考えるほど混乱し、じっと見つめてくる真剣な眼まな差ざしにわれに返る。

　この時期、この問いなら間ま違ちがいなく展示品だ。

「まさか『幻げん想そうオークション』に出展する気か？　あと一週間でできるわけがないだろう」

　工程を考えれば不可能だ。問題外である。

「そ……そう、ですよね……」

　しかし、肩かたを落としてしおれるあかねを見るとそのまま話を切り上げる気になれなかった。

「なにかあったのか？」

「……リーダーの眼鏡めがねくんになにか一品提出するように言われて、はじめはコースターを作ろうと思ってたんだけどうまくいかずに何度かほどかれて」

　なぜほどく、と美言は眉まゆをひそめた。出展するならある程度のクオリティは必要だが、わざわざほどく必要などないはずだ。

「もらった糸にジュースがかかって作れなくなったから、今度はプリザーブドフラワーを作ろうと思ってチャレンジしたんです。そしたら花ごと紛ふん失しつしてしまって」

　プリザーブドフラワーは生花を加工し美しく飾るものだ。なんとなく花のミイラを連想させるのであまり好みの手法ではないが、造花とは違った美しさが目を惹ひき、作品に添そえることも多いアイテムである。きれいだから誰だれかが持っていったのかと思っていると、

「ワイヤーで小物入れを作ろうと思ったら席をはずすたびに潰つぶされてて、お手玉ならいいかと思ったら布にペンキがかかっちゃって、ステンドグラスは……」

　つまり彼女は『幻想オークション』の会場でトラブルをかかえているらしい。しかもかなり執しつ拗ようだ。全員が被ひ害がいに遭あっているなら美言の耳にまで届くだろうが、そうした兆候はない。となれば、特定少数に向けての嫌がらせか。

「それで、犯人は？　見当がついてるのか？」

「犯人？」

「だから、その……」

　嫌がらせをしてる相手のことだ、そう言おうとして、きょとんと見上げるあかねに気づき言葉を吞のみ込んだ。彼女の顔に悲ひ壮そう感はない。困っているようだが、切せつ羽ぱ詰つまって助けを求める顔ではないのだ。

「……お前は、なにがしたいんだ？」

「人形なら大だい丈じよう夫ぶかなって思ったんです。間ま違ちがえて捨てられたり、潰されたり壊こわされたりはしないんじゃないかって」

　なにを言っているのか一いつ瞬しゆんわからず、しばらくしてから閃ひらめいた。つまり彼女は、今までの作品は〝作品〟と思われなかったために壊されてしまったという結論に至ったのだろう。きちんとした出展物なら安全と思ったに違いない。

「……私物がなくなったりしてるか？」

「はい」

　こくりとうなずくあかねに苦く笑しようした。それでも嫌がらせという発想にはたどり着かないのだ。ならば、わざわざ状況を知らせて嫌な思いをさせる必要はないのかもしれない。

「そうだな。こういうゴタゴタした状況に慣れてない人間も多いから、トラブルが起きやすいのかもしれない。だったら、少しでも席を離はなれるときは荷物を誰かに預けておけ。人形を作るなら俺が管理してやるから、作業が終わったら道具一式こっちに持ってこい。いいな？」

「え？　でも、人形は……」

「ビスクドールは無理だが、粘ねん土どなら」

「紙粘土ですか？」

「石せつ膏こう粘土……まあ、紙粘土と似たようなものだ。厚みを出さず、風通しのいい場所に置けば一日くらいで乾かわく」

　目グラスアイや髪ウイツグは人形屋や敷しきに在庫があるから、サイズを間違えなければなんとかなるだろう。そう思っていると、ぱっとあかねの表情が明るくなった。

「ありがとうございます」

　美言は胸中で「あっ」と声をあげた。ハリネズミ武装が解けた。ふっと柔やわらかくなるあかねの気配に、思った以上に安あん堵どしている自分がいる。あまりベタベタするとまた警けい戒かいされそうなのでそこでいったん区切りにしようと思ったら、前まえ触ぶれなく脇わきからまもりが挙手した。

「私も、人形一いつ緒しよに作っていいですか!?」

「先せん輩ぱいもですか？　も、もしかして経験ありますか？」

　あかねの質問にまもりがぶんぶんと首を横にふった。それでもやりたいらしく、一瞬で意気投合した二人が目をキラキラさせながら美言に迫せまってきた。小動物が二匹ひき──あかねのほうが圧あつ倒とう的に小さいが、美言の目から見ればどちらも妙みようにちまっころい。短期間に初心者二人は正直厳しいが、いそいそペンとノートをかまえるのを見て拒きよ絶ぜつするのをあきらめた。

「教えてやってもいいが、泣き言ごというなよ？」

「はい！」

　同時にうなずかれて苦笑が漏もれた。いつもは比ひ較かく的一人で行動することが多かったのに、いつの間にか予想外にあかねのペースに巻き込まれている。ふっと息をついたとき、男子全員が作業の手を止め、好こう奇き心をむき出して状じよう況きようを見守っていることに気づいた。

　ひくりと口元が引きつった。じろりと睨むと、彼らはばつが悪そうに視線を外す。

　結局その日は石膏粘土の取り寄せ手続きをして『二人展』の準備を進め、作業終しゆう了りようの放送とともに片づけをすませた。

　帰り間ま際ぎわ、あかねはちょっとだけ困った顔をした。

「誰かが私の靴くつを間違えて履はいていっちゃったみたいなんです。だから、今日は運動靴を履いて帰ります」

「……靴のサイズいくつだ？」

「二十一です」

　小さいとは思っていたが、予想以上に小さい。そのサイズをどうやったら間違えて履いていけるのかと思ったが、その突つっ込みはなんとか我が慢まんした。

「靴は次から四棟とうで脱ぬいで、移動はサンダルを使え。共有で使うサンダルだ」

「でもそれ、大きくて歩きにくいです」

「いいから使え。すっとぼけたどこぞのバカが何度も履き間違えたら、お前そのたびに買い直すことになるんだぞ。借金増やしたくなかったら言う通りにしろ。俺の言うことが聞けないっていうなら覚かく悟ごしろよ。次に靴がなくなったら俺がお前を抱だきかかえて歩く。特別サービスだ。校内どこへでも連れて行ってやろう」

「い、いいです、遠えん慮りよします!!　サンダル使いますっ」

　あかねは美言の妙な脅おどしに、青くなったり赤くなったりしながら条件を吞んだ。『幻想オークション』の会場は人の出入りが多い。出入りの限定された四棟で管理しておいたほうがトラブル回かい避ひになるだろう。手間を考えても最善の策だ。

　皆みなと別れ、美言は自転車を取りに行くあかねに付き合って高校の敷しき地ちへ足を踏ふみ入れた。そして、視線を感じて辺りを見回す。街灯の下、帰路につく生徒がまばらに見えたが、美言に注目している者はいない。

「……最近、やけに視線を感じる気がするんだが……」

　気のせいと割り切るには引っかかる。ゆえに、警戒してしまう。

「まさかまたあかねにストーカーか？　確かに……可愛かわいくは、あるんだが」

　目が離せないタイプなのだ。懐なつかれると、正直、対応に困る。

「ってことは、嫌いやがらせじゃなくて好きな子いじめの線もあるのか？　面めん倒どうだな」

　自転車を押しながら戻もどってくるあかねを見て溜ため息いきをついていると、同じようなタイミングでルイスも姿を現した。あかねがちょっと警戒するように歩調をゆるめる。

「……ルイスもそろそろ許してやったらどうだ？」

　心のゆとりからそう声をかけると、あかねの頰ほおが見る見る赤くなった。

「だいたい、なんで喧けん嘩かしてるんだ？　ルイスにデザートでも食われたか？」

　古今東西、喧嘩の発ほつ端たんなど些さ細さいなものが多い。それにしても引きずるな、と思って何気なく尋たずねたらあかねがぶるぶると震ふるえた。

「違ちがいます」

「じゃあなんだ？　家事を手伝わないのが不満か？　それなら俺も……」

「へ、部屋に忍しのび込んで、キ、キスマーク、つけたからです！」

　あかねは震えたまま訴うつたえた。なるほど、キスマーク。だからあかねを部屋に運んだだけの美言もとばっちりで警戒され、発端となったルイスもいまだ警戒され続けているのか。そう納なつ得とくしたとき、美言は近づいてきたルイスの胸むなぐらを摑つかんでいた。

「お前の力は夜よ這ばいに使うためのものじゃないよな？　それともなにか、それが仕事とでもいうわけか？」

「え!?　ちょ、なんだよ急に！」

「あかねの部屋に忍び込んで、キスマークをつけていったのは本当か？」

　美言の静かな怒ど声せいにルイスは目を見張り、参ったというように両手を上げた。

「それは──その……、あかねの調子が悪そうだったら、美言の生気を分けたんだよ。つけようと思ってつけたわけじゃないし、それ以外は誓ちかってなにもしてない。あかねが望まないならそれ以上のことはしない」

　ごく小さな声でそこまで言い、その視線を立ち尽つくすあかねに向ける。

「君は特別なんだ。僕は、君が悲しむようなことは、これから先もするつもりはない」

　ルイスの言葉はいつでも軽い。言葉に心をのせたりしないから、耳あたりはいいが胸には響ひびかない。そして、そんなときの表情はどこか作り物めいていた。

　こんなふうに真しん摯しな眼まな差ざしで相手を見つめたりしない。

　ましてや、緊きん張ちようで語ご尾びを震わせるなど。

「さ……先に、帰る！」

　あかねが真っ赤になって素す早ばやく自転車にまたがった。チビのくせに──さらに、最近は体調のよくない日が多いくせに、ペダルに足をかけたかと思うと、次の瞬しゆん間かんには猛もう然ぜんとこぎ出し、学校を出るなりあっという間に闇やみの中なかに消えてしまった。

「二人で一緒に帰ってくださいー!!」

　闇の中から雄お叫たけびのようにあかねの声が響く。

「ああいう反応しちゃうところが可愛いんだよねえ」

　吐と息いきとともにささやくルイスの横顔は切なげで、美言は気づけば顔をしかめていた。

「どうして美言が不ふ機き嫌げんになるの？」

「別に不機嫌じゃない」

「……ふーん。まあ、君がそう思ってるならそれでもいいけど」

　ルイスは意味深に笑い、下校途と中ちゆうの生徒が向けてくる視線を無視して歩き出す。美言は彼の隣となりに並び街灯に照らし出された顔を見た。

「あかねは人形屋敷に下宿してるだけなんだぞ。あの兄貴のことだってあるのに……だいたい、お前は自分が普ふ通つうじゃないってことわかってるのか？」

「……君、自分のことは完全に棚たな上げしてるね。お兄さんのことに関しては君だって状況同じじゃないか」

　意味がわからず眉まゆをひそめるとルイスは肩かたをすくめて言葉を続けた。

「そういう関係になったらちゃんと……命いのち懸がけで、あいさつするよ。常識だろ」

「だから、お前は人間じゃないだろうが。あいさつもなにも……」

「そんなこと関係ない。君が──」

　顔を伏せたルイスがそのまま言葉を続けた。

「本気出さないならあかねのこと奪うばうよ」

「なんだと？」

「僕にはね、会わなければならない人がいたんだ。その魂たましいを狩かり取れば、僕がこの世に存在する意味はなくなるんだと思っていた。でも、別の意味ができたんだ」

「──ルイス」

「できてしまったんだ」

　悲しげに笑ったルイスは、どこか満たされたように双そう眸ぼうを閉じる。

「だから、君には渡さない」

　ルイスの足がアスファルトを蹴けると、その体は瞬またたく間に空気にほどけて消えた。

　薄うす闇やみの中に取り残された美言はしばらく茫ぼう然ぜんとし、ポケットからタバコを取り出して一本くわえた。火をつけようとライターを握にぎり、ここが路上であることを思い出して箱の中に戻す。

　そして、大おお股またで歩き出した。

「なにが〝渡さない〟だ」

　ルイスの言葉を繰くり返したら苛いら々いらしてきた。握った拳こぶしをどこかにぶつければ鈍にぶい痛みとともに苛立ちがやわらぐに違いない。そうは思ったが、適当なものが見つからなかった。

　なにより今は一秒でも早く人形屋や敷しきに帰りたかった。
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　あかねが人形屋敷に帰るとなにかいた。

　身長は百八十センチを軽く超こえてひょろりと長く、スーツを直接身にまとっている男だ。ここまでなら比ひ較かく的普ふ通つうだが、スーツはコバルトブルーで襟えりや袖そで口ぐちにレースがふんだんに使われ、スパンコールでぎらぎら飾かざられていた。短く刈かり込まれた髪かみまで服に合わせたかのように青い。かたわらに置かれたカバンはさまざまなシールで飾られて自己主張が激しい。

「あ……あの、マリア・ロワーズにご用ですか？」

　自転車を押しながら門をくぐって声をかけると、彼はドアノッカーから手を離はなし、きれいにマニキュアの塗ぬられた指でサングラスを外した。なぜ夜にサングラス、と啞あ然ぜんとしていると、

「あらー、可愛い子」

　しなを作ってウインクされてしまった。

「いらっしゃい、このお店にご用なの？　でもだめよ、この家には怖こわい人形師がいてね、お嬢じようちゃんみたいな可愛い子はぺろっと食べちゃうんだから」

　くねくねと訴えられ啞然と立ち尽くしていると、玄げん関かんドアが開いてリョウが顔を出した。

「あら、リョウくんお久！　美言ちゃんいなあーい？　頼たのまれたもの、合わせたくて持ってきちゃったの。サイズはあんまり関係ないんだけど、プロとしては心配でー。っていうか、なんでケータイ持たないのよ。時代錯さく誤ご！　あり得ないわ！」

「み、美言は、いない。まだ、学校。……あかね、お帰り」

　一度開いたドアを少し閉じ気味にし、その隙すき間まからこっそりと声をかける。どうやら知り合い──しかも、あまり得意ではない相手らしい。

「いやーん、リョウくんったら恥はじらって可愛い！　そっちの彼女はあかねちゃんっていうのね。そういえば人が増えたって聞いたけど──あ、ルイスくんは!?　ルイスくんはいる!?」

「はーい、いるよ。こんばんは、ラフレシア」

　頰を赤らめるオカマことラフレシアに言葉を失っていたあかねは、唐とう突とつに聞こえたルイスの声にぎょっとした。どうやら彼は、一人飛んできたらしい。

　告白まがいの一言を思い出し、あかねは逃にげるように自転車を玄関の脇わきに止めた。

「ルイスくんってば、相変わらずいい男！」

「ラフレシアも相変わらず奇き抜ばつだね。その髪、前会ったときは金きん髪ぱつじゃなかった？」

「服に合わせてるのよー。それより美言ちゃんは？　一いつ緒しよじゃないの？」

「ん。あと二十分くらいで帰ってくると思うよ。待ってる？」

「そうするわ」

　ラフレシアを屋敷に導いたルイスは、うつむいたまま立ち尽くすあかねを見た。ヘビに睨にらまれたカエルだ。今までの軽いやりとりが懐なつかしく思えるくらい居たたまれない。ルイスの視線に気づかないふりをして屋敷に入ろうとしたら、腕うでが伸のびてきて進行を阻はばまれた。

「……君が好きだよ。言葉では足りないなら、なにを差し出したら信じてもらえるのかな」

　冗じよう談だんを言うような口調ではなかった。あかねはぎゅっと目を閉じ拳を握る。

「せ……誠意を」

　必死で絞しぼり出した言葉に苦く笑しようが返ってくる。

「そうくるとは思わなかった。君は僕が思っている以上に厄やつ介かいな女性だね」

　右手であかねの髪を撫なで、ゆるりと顔を近づけて、溜ため息いきとともに離れていく。

「キスするチャンスなんていくらでもあるのに、結局君が求めてくれないと、僕はなにもできないらしい」

　言葉だけを残してルイスが屋敷の中に入ると、取り残されたあかねはドアにもたれかかって心の中で悲鳴をあげた。緊張しすぎて、恥ずかしすぎて、涙なみだが出る。心臓が痛いだなんて、そう何度も経験できることではないだろう。

　あかねは何度か頭をふってから屋敷に入り、おぼつかない足取りで台所に向かった。

　台所では、違ちがった意味で心臓が止まるかと思った。

　一言でいうなら大だい惨さん事じ。テーブルと床ゆかに茶色い粉末が盛大にばらまかれ、トッピングのように白い粉も振ふりかけられている。ティーカップは割れ、当然のことながら調味料は床に転がり、椅い子すも一脚きやく壊こわれていた。

　そして、砂糖まみれのリョウは、膝ひざをかかえてどんよりと沈しずんでいた。

「リョウくん、怪け我がは？」

　相変わらずのドジっ子っぷりに驚きよう愕がくしながら問うと、リョウは首を横にふった。見た目にも異常がないことにほっと胸を撫で下ろし、カップの欠片を拾ったあとコーヒーと砂糖をほうきで集めた。

「……捨てるのもったいない」

　とはいえ使うわけにもいかない。新しく開封し、コーヒーを淹いれ応接室に向かった。

「へ……平常心、平常心。私がちゃんとしてれば、平気」

　の、はずだ。少なくともルイスはそのつもりらしい。カタカタと震ふるえる食器に動どう揺ようがダイレクトに伝わっていたが、ドアの前で大きく深呼吸し、三度目で息を止めてノックした。

「し、失礼します」

　息を吐はき出しながら声かけてドアを開けたあかねは、美言がいることに飛び上がるほど驚おどろいた。反射的に時計を見る。もうすぐ八時だ。ルイスと顔を合わせるのが気まずくて、思った以上に掃そう除じに時間をかけてしまっていたことに気づく。

「み、美言さん、お帰りなさい。今、美言さんの分のコーヒーも……」

「俺はいい」

　美言とラフレシアは奥のソファーに腰こしかけ、背もたれにルイスが上体を預けるようにしなだれかかっていた。三人の視線は手前のソファーにそそがれている。否いな、正確にはそこに腰かけている人物に、だ。座高からして小こ柄がらなのがわかる。まさかさらに来客が増えているとは思わず慌あわてながらも応接セットに近づいた。

　ソファーに座っているのは少女だった。肌はだは青白く、萌もえ葱ぎ色の瞳ひとみは光のあたり具合によって深い青をのぞかせる。髪は闇やみ夜よよりなお暗く、幼すぎるその体にまとわれているのは──。

「どーお？　超ちようセクシーでしょ!?　アタシのイチオシ！　純じゆん朴ぼくな白だけを使って縫ぬい上げたベビードールのすけすけ感！　見て！　ほら！　無む垢くな姿のいやらしさ!!」

　ラフレシアが裏声で叫さけぶのを聞いてあかねはくらりとした。ベビードールという名前に誤ご魔ま化かされがちだが、その名のついた服は視覚に強く訴うつたえるセクシー系のランジェリーである。以前に一度だけカタログを艶子に見せてもらったことがあるが──色づく肌さえ透すけて見える生き地じに、直視することさえできなかった。

　それを、少女が着ているのだ。

「だ、だめです！」

　あかねは悲鳴をあげる。彼女の体を隠かくさなければと狼狽うろたえた刹せつ那な、立ち上がった美言にお盆ぼんごとコーヒーを奪うばわれた。

「落ち着け。人形だ」

　間近で声が聞こえ、あかねは混乱のまま美言から離れてソファーに腰かける少女を見た。愁うれいを含ふくんだ表情は動かず、瞬まばたき一つしない。薄うすい生地に包まれた肩かたには丸い球体がはめ込まれ、よくよく見ればその肌は不自然な白さだった。

　身じろぎさえしない少女が人形であることを理解するのにたっぷり一分、あかねはようやくテーブルの上にお盆を移動させた美言を見た。

「……この人形って、『二人展』の？」

「まだ完成してない。衣装の確かく認にんのために組み立ててあるだけだ」

「美言ちゃんってどうしようもないロリコンよね。作る人形の大半が美少女なんだもの。たまに美少年も作るけど」

「黙だまれ変質者。この年ねん齢れいが一番作りやすいんだ」

　ラフレシアが右手を頰ほおにあてて悩なやましげに溜息をつくと、美言が怒ど声せいを発した。

「人のこと変質者なんて言って──職人ってだいたいがフェチなのよねえ。人形師は人体フェチ多いし。まああんな精せい巧こうなのフェチでなきゃ作れないけど。あかねちゃん、美言ちゃんには気をつけるのよ。うかうかしてると本当に食べられちゃうんだから！」

　ラフレシアの一言にあかねがぎょっとして身を引くと、美言が舌打ちして顎あごをしゃくった。

「試着させたんだからさっさと戻もどって仕事しろ。もう一体分作るってわかってるか？　納期に遅おくれたら出入り禁止だ」

「え、ひどいわ！　ここ目の保養になるのよ！　ルイスくんいるしリョウくんいるし、アンティークドールの服って勉強になるんだから！」

「さっさと帰れと言ってるだろうが」

　裏声で甲かん高だかく悲鳴をあげるラフレシアを、美言は眼光鋭するどく睨みつけた。ラフレシアは不満を訴えるように唇くちびるを突つき出し、息をつくなり人形に歩み寄って丁てい寧ねいにベビードールを脱ぬがせていく。あまりにも倒とう錯さく的な光景にあかねは真っ赤になって視線を外した。これを展示したら会場がどれほどの動揺に包まれるか──想像しただけで鼓こ動どうが速くなる。

「さあベイビー、お部屋に戻りましょうね」

　ラフレシアはベビードールをスーツケースの中にしまうと人形を抱だき上げた。

「おい、虎とら次じ郎ろう」

「ま、まあ！　アタシの名前はラフレシアよ。ラ・フ・レ・シ・ア！　世界最大の妖よう花か！」

　一いつ般ぱん的な認識は死し臭しゆうを放ち虫を呼び寄せる食虫植物である。美言は肩をすくめた。

「人形に合うアクセサリーも見み繕つくろってくれ」

「いいわよ。あかねちゃん、コーヒーはまた今度いただくわね」

　本名はずいぶんと逞たくましいラフレシアがしなを作って部屋を出て行った。

　あかねはドアを凝ぎよう視ししてから美言に向き直る。霜しも月つき祭さいのゲストでやってきた人形師たちといい今の男性といい、個性派ばかりだ。

「……あれはお前のバイト先と一緒でアパレル系の店を持ってるんだ。ただしフルオーダー。人形の服はあそこで頼たのむ場合が多い」

　美言が溜息混じりに補足してくれた。フルオーダーの服を扱あつかうならば、ラフレシアは服のデザインから製作まですべておこなえるということだろう。そして、彼が身につけていたど派手なスーツも彼の作という可能性が高くなる。

　しかし、そんな驚きよりも美言の交友関係のほうがずっとショッキングだ。

「美言さんのお友だちは個性派ですね」

「あんなの友だちじゃない」

　ぼそりと返ってきた声は、なんだか拗すねた少年のようだった。
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　変調は続いていた。

　生きていれば自然と補ほ充じゆうされていくはずの生気は次々と零こぼれ落ち、やがては肉体に大きな影えい響きようを及およぼす。

「ストレスで生気の消費が増えるの、本当に厄介だ」

　霜月祭の準備がはじまった当初は生気の消費が異様に激しかった。しかし今は比ひ較かく的ゆるやかで──たまになにかの拍ひよう子しに〝補充〟されていることさえある。

「あれはなんの影響なんだろう」

　ルイス以外があかねに生気を補充することなど考えられず、監かん視ししている限りあかねが別の死神に接せつ触しよくした様子もない。原因を調べれば魂たましいの消しよう滅めつを止められるヒントになるかと期待しても、いまだ何一つわからないままだった。

　焦あせりがつのる。今できる対策は定期的に生気を補充してやることだけだった。

　辺りを確認し、廊ろう下かの床を蹴けって薄うす暗ぐらい室内に侵しん入にゆうする。足音を忍しのばせベッドに近づくとあかねがすやすやと眠ねむっていた。少し辛つらそうな表情をしているが、まだ苦痛を感じるレベルではないだろう。だが、いずれは異常を覚えるのは確実である。だからその前に生気を補充してやる。彼女の命を繫つなぐために。

　眠るその顔を覗のぞき込み、ゆるりと身をかがめる。

　唇に吐と息いきを感じて十秒停止した。あとほんの少しかがめばキスできるほどの距きよ離り。しかし、それが埋うまることはない。毎回毎回、彼はそこで思い悩んでしまう。

「誠意、誠意、か。……これほど憎にくらしい言葉は存在しないな」

　勝手に部屋に入って激高された身である。許可もなくキスなんてとんでもない。最悪、記き憶おくを操作すればすむとわかっていても、好きになってしまえばどんな些さ細さいなことでも忘れてほしくないのが本心で、結局は自じ粛しゆくすることになってしまうのだ。

「不毛だ」

　嘆なげきとともにあかねの首筋に唇を押し当てた。

「この生気だって、もともとは美言のものだっていうのに」

　感情を殺して機械的に生気を送り込み、名な残ごり惜おしく体を起こす。

　情報がほしい。

　死神たちの集会で〝十一月の宴うたげ〟と期限を切ったサディアスの姿を思い出すと、ただがむしゃらに彼の姿を捜さがしたくなる。なにかを守りながら行動するというのがここまで厄やつ介かいだとは思わなかった。

「……死の御み遣つかいは、殺せたかな」

　ふと、疑問が湧わいた。死の御遣いが紛まがい物である死神を消すのは容易たやすい。もともとそうした能力が備わっているからだ。だが、狩かられる側である紛い物の死神は、死の御遣いを狩ることはできない。そんな話は過去に一度も聞いたことがない。

　立ち向かうなど狂きよう気きの沙さ汰ただろう。

　だが、それでも逃にげるという考えは思い浮うかばなかった。

「あかねのそばは居い心ごこ地ちがいい。僕は、それを守りたいんだ」

　穏おだやかな寝ね顔がおにささやきかけて、ルイスは部屋をあとにした。







　ルイスの告白以降、前とは違ちがった意味で関係がぎくしゃくしはじめた。

　恋れん愛あいは──難しい。蘭たちに、しばらく恋愛はいいと大人ぶって言ってみたのにすっかり振ふり回されている。が、その一点ばかりに縛しばられずにすんだのは、霜月祭があったお陰かげだろう。

　とくに最近は体調が安定しないので、動けるときに動くという方針をとり、毎日がめまぐるしいほど忙いそがしかった。

　ちなみに、現時点で最大の問題は人形の服である。

「あかねちゃん、どう？　できそう？　本番、明日だよ」

『二人展』の会場から戻ってきたまもりに訊きかれ、あかねは涙なみだ目めになる。美言の指導でなんとか人形はできあがった。売り物ではなく名目はディスプレイ──みんなが作ったアクセサリーを飾かざるための人形である。顔と手足は石せつ膏こう粘ねん土どで形を作って着色し、髪かみは金の巻き毛を、目にはグラスアイをはめ込んで、印象だけは立派に人形らしくなった。だが、服ができないのだ。まもりはすでに提出ずみで周りからの評判も上々なのに、同じペースで作っていたあかねは提出どころか未完成状態だ。

「まもり先せん輩ぱい、手伝ってください……!!」

「うん、いいよ。なに作るの？」

「ヘ、ヘッドドレスお願いします！　この本の、こういう感じの！」

　美言から借りた古い本を開いてみせると、まもりはうんうんとうなずいた。布やレースは紅茶で染めてあるが、切るどころか型紙さえ描かいていない状じよう況きようだ。

「ちっちゃめ？　大きくする？」

「ちっちゃめで！　首の下で、リボンできゅって結ぶのがいいです！」

　そう答えて布をずずいっと移動させる。まもりはすぐに布を厳選してあれこれと組み合わせはじめた。本当に心強い。ほっと安あん堵どしていると視線を感じ、顔を上げると都たちと目が合った。はじめのころはあれこれと厳しく指導してきた彼女たちだが、あかねがあまりにも要領が悪く──実際にはそんなことはないのだが──途と中ちゆうからは口も利きいてくれなくなった。

「まもり、こっちも手伝ってよ」

　碧生が呼びかけると、まもりはびっくりしたように顔を上げた。

「うん。ちょっと待ってて、こっちが終わったらすぐに手伝うから」

「ま、まもり先輩、私は大だい丈じよう夫ぶです」

　碧生たちが不ふ機き嫌げんになるのを見てあかねが慌あわてると、まもりは首を横にふった。

「手伝うよ。お裁さい縫ほう好きなの」

「悪いな、手伝わせて」

　ニコニコ笑っていたまもりが、ぽんっと頭に置かれた手に硬こう直ちよくした。のっそりと現れた美言は、真っ赤になるまもりの手元を見てからあかねへと視線を投げる。

「一週間で作るのは確かに無む茶ちやだが、どうして英はなぶさにできてあかねにはできないんだ？」

「ぶ、不器用じゃありませんから！」

　あかねは様子を見に来てくれた美言にとっさに抗こう議ぎした。ふうん、と鼻を鳴らす彼に反感を覚えたのは、まもりをやけに褒ほめるからかもしれない。一週間の過密スケジュールで人形を作ったが、あかねは褒められた記憶がないのだ。

「……頑がん張ばってるのに」

「ああ、よしよし。頑張った、よくやった。こんなに教えがいのある生徒ははじめてだ」

　おざなりにねぎらわれてあかねはいっそうふて腐くされる。

「僕は、あかねの人形も味があっていいと思うけどね」

　遅おくれてやってきたルイスにそんなことを言われ、机に突つっ伏ぷしていたあかねはむくりと体を起こした。告白以降、ルイスの態度は〝いつも通り〟だ。しかし、熱を帯びる彼の視線にさらされるとどうしても落ち着かない気持ちになってしまう。

「……ほら、さっさと作らないと本当に間に合わないぞ。まさか裸はだかで出展させる気か？　いくら布ボディでも、それじゃあまりに不細工だ」

　なにか警けい戒かいするような美言の口調には気づかずに、あかねははっとして針を手に取った。







　第五章　十一月の宴
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「看板！　早く準備しろ!!」

「模も擬ぎ店の設置、電源は明日からです！」

「案内図あまってませんかー!?」

　夕ゆう闇やみが広がる中、至る所で言葉が飛び交かう。校内放送の開始をしらせる鐘かねの音が響ひびくと、

『五時から前夜祭がはじまります。参加希望者は高校の運動場に集合してください』

　落ち着いた声が宣言し、辺りが一気にざわついた。まもりの協力でドレスをなんとか形にしたあかねは、チェックシートを手にとっさに顔を上げる。最後の仕上げとばかりにバタバタと歩き回っていた生徒たちの何人かがその場を離はなれ、残った者たちもちらちらと時計を気にし出す。前夜祭の景品はいいものが出るらしく、必然的に参加者も増えるらしい。だが、あかねは実行委員の一人である。霜しも月つき祭さいが円えん滑かつにいくよう管理するのが仕事のため、人形を作り終わったら本来の仕事に戻もどらなければならなかった。

「前夜祭……っ」

　運動場に向かう生徒たちを見てあかねが肩かたを落とすとルイスが苦く笑しようした。

「今日頑張れば、明日からは自由時間がもらえるみたいだよ」

　旧校舎からＣ班の模擬店までの道は、今日からライトアップがはじまっている。電でん飾しよくで飾られた木々はクリスマスのイルミネーションのように派手で、照明がなくても明るいほどだった。たまに誰だれかの遊び心なのかアニメや童話のキャラクターが交じっていて目を楽しませる。

「模擬店設置は問題なく進んでたから……」

「あれ？　仲直りしたの？　結構本ほん腰ごし入れて喧けん嘩かしてなかったー？」

　唐とう突とつに聞こえてきたのは艶子の声だ。大きく手をふりながらやってきた彼女に小首をかしげるように問われてあかねは赤くなった。

「し……し、してなかった！」

　平常心の三文字を心の中に思い浮かべて艶子に返す。

「ふーん。ま、いいや。焼きそばの紅ショウガって追加注文できる？　なーんか、足りない気がするんだよね」

「三日間あるから、一日分ずつ配送される予定だよ」

「って思うでしょ。違うみたい。さっき配達予定表を見たら一日目にしか載のってないの」

　あかねはとっさにルイスを見た。すると彼は素す早ばやく携けい帯たい電話を取りだして電話をかけ、ちらりと艶子を見てうなずいた。二言三言言葉を交かわして電話を切り、小さく息をつく。

「手配ミスだったみたい。ありがとう、千葉さん。助かった」

「どういたしまして！　じゃあ、あとは屋台に飾り付けたら模擬店は完かん了りようねー」

　艶子はにっこり笑って来たときと同様に嵐あらしのように去っていった。

「そういえばあかねの人形はできたの？」

「う……うん。まもり先輩に手伝ってもらって、なんとか」

　答えながらさり気なく距離をとるとルイスに苦く笑しようされた。

「……そんなに警戒しないでよ。それとも、僕のこと嫌きらいだからさけてる？」

「ち、違う！」

　首を横にふったあかねは、宵よい闇やみに鮮あざやかな白銀の髪を目にしてぴたりと動きを止めた。

　今日は前夜祭で生徒だけが参加できる。霜月祭の本番は明日から三日間──サディアスがここにいるわけがない。

「ど、どうしよう。ちゃんと伝わってなかった……!?」

　あかねはとっさに引き返し、校舎の陰かげへと足を向けた。

　足を踏ふみ込んだその先には一いつ片ぺんの光もなく、闇やみが折り重なっていた。

　漆しつ黒こくだ。あかねはとっさに足を引く。闇が絡からみつくようにずるりと移動した。腕うでを摑つかまれ、悲鳴のような声が細く漏もれる。混乱する体はそのまま光の中に引き戻された。

「急に、どうしたの？」

　ルイスの声にわれに返り、あかねは目を瞬またたいた。校舎の裏にサディアスの姿はない。当たり前だ。前夜祭のことなど一言も言っていないのだから。

　それなのに、彼がいたかもしれないと思うだけで、吐はき出す息さえ恐きよう怖ふに震ふるえた。

「ごめん、なんでも、……」

　人ひと影かげを認め、言葉が途中で途と切ぎれた。立っていたのはまもりの友人である沢村都だ。彼女は首筋に手を当て、あかねと視線が合うとにっこりと微笑ほほえんだ。

　口角を引き上げただけの、ひどく気味の悪い笑えみだ。

「……あの人って、まもり先輩の友だちだよね？　まさか、お手つき……？」

「え？」

「なんでもない。行こう、あかね」

　警戒するようにルイスが硬かたい声で告げる。

　視界の端はしで、空気が小さな円を描えがいていた。
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　翌日、朝。

「リョウくん、今日から学園祭なんだけど、なにかほしいものある？」

　登校直前、リョウに尋たずねると彼はぴたりと動きを止めた。じーっと吟ぎん味みすること五分。

「リンゴ飴あめ」

　反応に困る回答が来た。

「……リンゴ飴を食べたら美言さんに怒おこられると思うんだけど」

　ドールであるリョウは食べる真似まねまでは可能だが、実際に食べてもそれ以上の機能がないため解体して取り出さなければならないのだ。

「か……飾かざって、おく」

　リョウは眉まゆ根ねをよせ、少し間をあけ最大限の妥だ協きようをしたらしい言葉を返した。部屋に長く飾っておけばやがて腐ってしまうだろう。冷れい凍とう庫の一角を明け渡わたそうと決めて一つうなずく。兄の友樹からも学園祭に行けないという嘆なげきの大長文メールが届いていたので、なにかお土産みやげを買っておく必要がある。

「いってきます」

　声をかけるとリョウが手をふった。

　人形屋や敷しきを出ると、再びだるさの復活した体で十五分ほど自転車をこいで学校へ向かう。校門にはアーチ状の看板が置かれ、それをくぐると校舎まで続く道の両りよう脇わきに模擬店がずらりと軒のきを連ねていた。気の早い生徒たちが開店の準備をはじめ、至る所で威い勢せいのいい声が飛ぶ。イカ焼きや定番のトウモロコシ、リンゴ飴、ラーメン、かき氷と連なる店の中には、手作りお面や金魚すくい、射しや的てきなども交じっていた。

「Ａ班の目玉『ロックバトル』は今日のお昼二時からです。ぜひお越こしください！」

　手作りビラを配る女子の声が響くと、

「Ｅ班は超ちよう魔ま術じゆつです！　種も仕し掛かけもありません！　明日の朝！　十一時から！　講堂でおこないますー!!」

　今度は男子が大きな身み振ぶり手振りで訴うつたえはじめた。時間的にまだ早いため人はまばらだが、昨日とは活気が違ちがう。自転車を自転車置き場に置いて校舎に入ると、昇しよう降こう口で派手なウエルカムボードが出で迎むかえてくれた。鮮やかなポスターに勧かん誘ゆうのビラ、学芸会のような花飾り──霜月祭開かい催さい中ちゆうは生徒棟とうは閉へい鎖さされるが、それでも呼び込みに余念がない。カバンを教室に置いて旧校舎四棟とうへ向かう途と中ちゆう、大学と高校を仕切るフェンスが、見上げるほど大きなハサミで切り取られていた。フェンスの壊こわれていた部分をアレンジしたのだろう。ハサミの下をくぐると今度は『ペンキ塗ぬりたて注意』の看板と毒々しい色のタイルが待っている。

「い、いつの間にこんなこと……っ」

　昨日までただの植え込みだったものが今日は動物に化けている。アスファルトに描かれただまし絵やふいに現れるアーチが景色を一変させた。忙いそがしく辺りを見回しているうちに旧校舎についたあかねは、くら子様とマデリーヌが第四棟の前で箱を持って話し合っているのを見て声をあげた。

「それ、私の出展物です」

「え？　これ、橘の展示室にあったんだけど……そ、そう。作品ね、作品」

　マデリーヌは自分に言い聞かせるように繰くり返し、あかねに箱を渡すなりぽんと肩を叩たたいて踵きびすを返した。奇き妙みような反応に首をかしげつつ苦にが笑わらいするくら子様にお辞じ儀ぎをし、急ぎ足で第三棟へ移動する。『幻げん想そうオークション』の会場は部屋全体が紫むらさきの布でおおわれ、展示品が思い思いに飾られていた。霜月祭三日目にはオークションにかけられる予定であるためか、展示品には番号がふられ、使用方法が添そえられているものもある。あかねは昨日できあがったばかりの人形をあいた場所に置き、近くにあったブレスレットやネックレスを人形にかけ、できばえに満足してその場を離れた。

「うお!?　呪のろいの人形がある！　なんだこれ、売り物か!?」

「こえええええ！　おーい！　これ見てみろよ！　これー!!」

　展示室を出る直前、そんな声が聞こえて振ふり返るとバタバタ走り去る生徒たちの背中が見えた。あかねは小首をかしげ、時間を見て慌あわてて展示室をあとにした。







『全校生徒の皆みなさん、おはようございます。これより、私立立花大学と私立立花高等学校共同主しゆ催さいによる第十五回霜しも月つき祭さい、開かい催さいいたします。一いつ般ぱん来場がはじまる十時に校舎の施せ錠じようが予定されています。各自、忘れ物のないよう注意してください』

　九時半になると放送が入り、至る所で拍はく手しゆが巻き起こった。ルイスがあかねとともに校舎を出ると、太たい鼓こを打ち鳴らしながらちんどん屋が人込みの中を突つき進んでいくのが見えた。

　ルイスは行き交かう人を一いち巡じゆん眺ながめた。

　異変はない。

　死神の集会で思わせぶりな言葉を口にしたサディアスは、結局いまに至るまで姿を見せず、気味が悪いほど平へい穏おんに霜月祭当日を迎むかえた。

「……十一月の宴うたげは霜月祭のことじゃなかったのか？　なにか、別のイベントが……」

　しかし、該がい当とうするものが思い浮うかばない。サディアスにからかわれたのか、あるいは別の場所でなにかが起こっていたのか、本人が捕つかまらないので確かく認にんのしようもない。

「ルイス？　ど、どうしたの……？」

　警けい戒かい半分、不安半分といった表情であかねが尋ねてきた。ルイスはじっと目を凝こらし、黒くすすける範はん囲いを確認した。まだしばらくはもつだろうが、今回は少し早めに補ほ充じゆうをしたほうがいいだろう。

「……最近、そうやってじっと私を見るよね」

「え？　あ、……そうかな。嫌いやだった？」

　慌てて視線をはずし、人の流れに合わせるようにして歩く。大きな流れの一つはそのまま図書館と体育館のあいだを通りすぎ、大学の旧校舎へと向かっていた。

　大学の敷しき地ち内にもサディアスの気配はない。それを確認して眉根を寄せた。仮になにか仕掛けてくるならこの三日間か、あるいは油断したその翌日──。

「ルイス」

　ぎりっと奥歯を嚙かみしめたととき、あかねに腕を引っぱられた。

「き、企き画かく展示、回ってみようか？　ほら、あそこ、楽しそうだよ？」

　あかねは旧校舎の一棟目を指さした。

「いや、僕は……」

　吞のん気きに霜月祭を楽しんでいる場合ではない。あかねの提案を拒きよ否ひしようと思ったルイスは、ここでようやく、戸と惑まどい、不安を押し殺しながらも懸けん命めいに言葉を探すあかねに気づいた。

　彼女の心を反映するように黒くすすける部分が急速に広がっている。

　反射的に、ルイスはあかねの手を摑つかんだ。

「ごめん。やっぱり行こう。どこから回る？」

　日々に不安を感じているのはあかねも同じだ。事情がわからないだけに、周りの反応に敏びん感かんになってしまう。負ふ担たんにならないよう真実はすべて包つつみ隠かくそうと決めたのに、ルイス自身が不安の種になってしまうのでは本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　戸惑うあかねににっこりと微笑ほほえんで旧校舎の一棟に向かうと、

「あれ？　あかねちゃん？」

　背後から声をかけられて足が止まった。立っていたのは沢村都をはじめとするまもりの友人たちだ。なぜここに、そう思っていると彼女は廊ろう下かの奥を指さした。

「仮装写真館、早めに来ないと衣装がなくなっちゃうって聞いて。あかねちゃんたちも？」

　やけに親しげに声をかけてくるが、あかねの反応がいまいち鈍にぶい。まるでなにかを警戒するかのように曖あい昧まいにうなずいている。ルイスはあかねから視線をはずして都たちを見た。昨日、校舎の陰かげで見かけたのは都一人だ。死神への生気提供者は仲間内で〝お手つき〟と呼ばれる。昨日、彼女からその気配がしたのだが──。

　ルイスは首をかしげた。

　昨日はかすかに感じた気配が、今日はどうしても摑めない。

「気のせい……？」

「一いつ緒しよに仮装写真館行こうよ！　ね？　写真撮とるコースと衣装の二時間貸し出しコースの二つがあるんだよ。私たちは貸し出しコースにするの」

　碧生が皆を誘ゆう導どうするように歩き出した。

「でも、貸し出しだと帰ってこなきゃだめなんだよ？　二時間ってあっという間だと思う」

「ちょっとくらい遅おくれたって平気だってー。ほら、行こう。いいのがなくなっちゃう！」

　女性独特の騒さわがしさで彼女たちはルイスとあかねの腕うでを摑み、一気に目的の場所であるＦ班の企画展示室へと移動した。

　室内には大量の衣装と間仕切り用のカーテンが引かれ、すでに幾いく人にんかが衣装を選んでいた。

「ほら、どの服にする？」

　問いかけとともにぐいっと手を引かれた。







　タバコを一本くわえ、ライターを取り出す。

　オイルライターは、本当はあまり好きではない。だが、利便性を考えると結局これに戻もどってしまう。一口吸い込んで紫し煙えんで肺を満たし、ゆっくりと吐はき出す。

　頭の中に霞かすみがかかったような感覚がある。人形を作り終えたあとの陶とう酔すいだ。ドールを作ったときほどひどくはないが、歩き回るのが億おつ劫くうに感じるほど四し肢しが重い。作り終えたばかりの人形たちを余すところなく記き憶おくする指が、冷たく張り詰つめた体に触ふれたくて疼うずいている。

　その感覚を振り払はらうように美言はゆるく首をふり、ざわめきに誘さそわれて窓の外を見た。

「騒がしいな。金曜日だってのに暇ひまなやつが多いのか。……空き部屋で時間を潰つぶしてるのもつまらんし、『幻想オークション』でも見に行ってみるか」

　──別に、あかねの心配をしているわけではない。頑がん張ばって作った人形を、ちょっとくらいは見ておいてやろうと思っただけだ。

　美言は火をつけたばかりのタバコを携けい帯たい灰皿に落とし歩き出した。

「できばえはともかく、奇き跡せき的に完成したんだからな。……それにしても、どうしてあんなあからさまないじめに気づかなかったんだ？」

　霜月祭の準備の際、あかねへの嫌がらせはかなり頻ひん繁ぱんにおこなわれていた。それに対し、美言は適当な理由をつけてあかねを誤ご魔ま化かし続けた。しかし、何度もものがなくなれば、多少は不信感を抱だいてもいいだろう。それとも、〝犯人〟が次のリアクションを起こさなかったから純じゆん粋すいに紛ふん失しつしたとでも思ったのか。どちらにせよ認識がゆるすぎる。

「……いや、いいか。あれはあれで」

　怯おびえさせるより吞気に笑っていてくれたほうがましだ。どうやらクラスで紛失物はないようだから──おそらくは、別のクラスか大学生の仕し業わざだろう。となれば、霜月祭が終われば収まる可能性が高いのだ。あと三日我が慢まんすればいいのなら無理に引っかき回す必要もない。

「占うらないの館やかたでーす！　一回たったの五百円!!　人相占い、手相占い、タロット占い、六ろく星せい占うらない、水すい晶しよう占いなどなど！　お好きなものでばしっとあてちゃいますよー!!」

　旧校舎三棟とうへ入ると魔ま女じよ姿の少女がプラカードを手に客引きしていた。隣となりではエアくじ引きの呼び込みが、その隣には着ぐるみ相撲ずもうなるものの呼び込みまでいる。

「記念写真はいかがですかー？　貸衣装館とセット、旧校舎一棟で開かい催さい中ちゆうです！」

「ヘナアート、今なら待ち時間ゼロです！」

　人の増えつつある廊下で声が飛び交う。それらを無視して美言は『幻げん想そうオークション』の会場をひょいと覗のぞき込んだ。室内は紫むらさきの洪こう水ずいで、一瞬だけひるむ。しかし、展示してあるものに関してはなかなか面おも白しろい。小さなものはピアスから、大きなものは木製のクローゼットまでさまざまにある。うろうろと見て回る途と中ちゆう、まもりが作っていた人形を見つけた。アンティークドール風の容よう貌ぼうに古風な花はな柄がらのドレスを着ていてなかなか見み栄ばえがいい。展示品らしきコサージュを帽ぼう子しに飾かざり、ネックレスを両手で捧ささげ持っていた。

「まあまあかな」

　うなずいてさらに見て歩いた美言は、まだまばらにしか人のいない展示室内に、やけに人が集まる一角があることに気づいた。

「なんだ？」

　不思議に思って近づいて、ひょいと背せ伸のびして視線の先を追い、直後に口元を引きつらせた。そこにあるものだけ他ほかと空気が違ちがったのだ。やけに眼力のある人形が、すごみを利きかせて笑っている。容姿は幼女なのに雰ふん囲い気きは百ひやく戦せん錬れん磨まの猛者もさだ。ドレスが可愛かわいいだけにたちが悪い。

「儀ぎ式しきに使う人形かなにかか？」

「な、なんか独特だな」

　漏もれ聞こえてきた声に美言は苦く笑しようした。ビスクドールと違い、石せつ膏こう人形の修正は意外と簡単だ。不要な場所を削けずり石膏粘ねん土どをつけ、肌はだをなめらかに整えるために布やすりを駆く使しする。あかねが作った初期の人形を考えれば、その面おも影かげを残したままよくここまで直したと思うくらいには頑張った。

「まあ、摑みはオーケーだな。摑みは」

　それ以外は大失敗だ。あかねには人形がああ見えているのだとしたら、はじめて会ったときの怯え方もさもありなん、である。

　息をついているとパタパタとまもりが駆かけ寄ってきた。

「来てくれたの？」

　積極的に声をかけられ内心驚おどろいていると「三日目のグランドフィナーレ、一緒に回りませんか？」と頰ほおを赤らめ質問される。霜しも月つき祭さいのあいだ確実に暇をもてあますことが予想でき、同時にこれといって断る理由は見つからなかった。

「構わないが」

　もっと別に誘う相手はいないのかと怪け訝げんに思いながらもうなずくと、まもりは安あん堵どしたように微笑んで、お辞じ儀ぎをしてから足早に去っていった。美言は首をかしげたまま彼女を見送って、それから改めて来場者を確かく認にんして眉まゆをひそめた。

　あかねの姿がないのだ。

「まだ来てないのか？」

　はじめて出展したなら反応が気になるはずだ。ここに来れば当然あかねに会えると思っていた。けれど、しばらく待っても彼女は現れず、美言は胸むな騒さわぎを覚えて展示室を出た。

　刹せつ那な、入室しようとした者にぶつかった。

「っ……だ、大だい丈じよう夫ぶ？　って、美言!!　生気分けて！」

　体当たりしてきたルイスは、中世の貴族を思わせる派手な服を着たままそう訴うつたえて美言の肩かたを摑んだ。

　頰にルイスの髪かみがあたると同時に美言は一歩大きく後退し、彼の頭をぐいっと押し戻した。

「なんの真似まねだ!?」

「だから、生気を──」

　ルイスの表情はかつてないほど必死だった。なにか異常事態が起こったのだと即そく座ざに悟さとり、廊下を一いち瞥べつして眉まゆ根ねをよせた。

「あかねはどこだ？」

　美言の問いにルイスは肩を大きく震ふるわせた。

「……見失った」

　苦々しく告げられる一言にどっと心臓が嫌いやな音をたてる。美言は怪訝な目を向けてくる生徒たちに気づいて舌打ちし、ルイスの腕を摑んで足早に校舎から出て人目のつかない校舎裏うらの樹木の陰かげへと移動した。

「見失ったってどういう意味だ？」

「……旧校舎に向かう途中で知り合いと会って、Ｆ班の企き画かく展示に行くことになって」

「Ｆ班？」

「貸衣装だよ。衣装を選んで、着き替がえのためにほんの数分離はなれたんだ。そのくらいなら大丈夫だと思ったのに、一いつ緒しよにいた人たちに、いきなりいなくなったって言われて」

　動どう揺ようのためかルイスの顔は蒼そう白はくだ。予想外のトラブル──この三日を乗り切ればいいと考えていた美言がギリギリと奥歯を嚙かみしめた。

「たかがいじめにそこまでするか？」

　苛いら立だちのままうめくとルイスはわずかに目を見開いた。

「いじめ？」

「あかねが被ひ害がいにあってただろ。霜月祭の準備がはじまってからずっと。教室ではそうでもなかったらしいから別のクラスか大学生に目をつけられたんだろうが」

「……ああ、だから生気の減りが異様に早かったのか。あれ？　でも途中からゆるやかに……まさか美言、なにかした？」

　考えるように訊きかれ、美言は苛立ちながら否定した。

「別になにもしてない」

「え？　守ってあげるとか、犯人を捜さがすとか、……慰なぐさめるとか」

「気のせいだと言っただけだ。直接なにかする勇気はなかったようだから、私物を壊こわされたり盗ぬすまれたりしないように管理を徹てつ底ていさせた。まさか霜月祭当日に直接くるとは……」

「──もしかしたら、サディアスが絡からんでるかもしれない」

「サディアス？」

「……白銀の髪に青い瞳ひとみの死神。前にリョウを狩かろうとした男」

「駅で会った胸むなくそ悪いあの男か」

「会ったの!?　いつ!?」

「バイトの迎むかえのときだから……実力テストの前だな。あかねは偶ぐう然ぜん会ったと言ってた」

　あの男を見ると、なぜか神経を逆さか撫なでされる。あかねの兄である友樹との約束もあったが、そんなことは関係なく、徹底的に排はい除じよしたくなる相手なのだ。

「……あの男が、かかわってると？」

　嫌がらせではなく裏をかかれたのかと思うと、苛立ちと不安で頭が沸ふつ騰とうしそうだった。

「あかねの居場所はわからないのか？　俺の居場所はわかるんだろ？」

「美言は僕のお手つきだからだよ」

「あかねもそうなんだろ。お前、前にあかねから生気を奪うばったじゃないか」

「少ししか取れなかったし、そんな前のもの、とっくに消費してる」

「──キスマークをつけたときだぞ。それほど前じゃない」

　口にしたら神経がざわりと波打ったような気がした。ルイスの眉み間けんのシワが深くなる。

「あれは奪ったんじゃない。言っただろ、あかねの調子が悪そうだったから生気を分けたんだって。あんな状態で奪ったら彼女の命が……」

「……命？」

　言葉の端はしを摑つかまえて無意識に繰くり返すと、ルイスがはっとしたように口をつぐんだ。とっさにそらされた視線と苦く渋じゆうに満みちたその表情に、美言はルイスに詰つめ寄った。

「命が、なんだ？　生気を分ける必要があったってことは、つまり……」

　続けることができずに口ごもると、ルイスはぐしゃりと髪をかき混ぜて溜ため息いきをついた。

「……あかねの魂たましいが崩くずれて消えかけてる」

「それはどういう状じよう況きようなんだ？」

　言葉がうまく吞のみ込めない。魂の入れ物となるドールを作ってはいるが、その定義すらあやふやな美言は、胸騒ぎを覚えながらも険しい表情のルイスを見た。

「言葉通りだよ。もっとわかりやすく言えば、生きながら死んでいくってことかな。最悪なのは、魂まで消えたら転生さえできないってこと」

「──生きながら」

　死に、その先はなにもない。

　確かにあかねは最近体調が悪そうにしていることが多かった。気づかれたくないのか平気そうに振ふる舞まっていたから追つい及きゆうはしなかったが──まさか、それが。

「あかねが死ぬのか……？」

　当たり前のように身近にいるあの少女が、ちょこまかと元気に動き回っていた彼女が。

「どうして」

「い、……たっ！　美言！　落ち着いて、美言！」

　名を呼ばれてはっとルイスの肩から手を離し、己おのれの顔をおおう。血の気が引く。すうっと体の芯しんから熱が奪われていく。

　嫌な感じだ。最悪だ。

　どうしてこんなに動揺しているのか理解できない。

「あかねの体調不良はそれが原因か？　どうしてそんなことになった？」

「……わからない。前例がないんだ。仲間に訊きいても原因不明だった。結局僕は、君の生気をあかねに分け与あたえて命を長らえさせることしかできなくて」

　ぎりっと歯を嚙みしめたルイスに、美言は喉のど元もとをくつろげておのれを差し出す。

「動ける程度に残せ。それから、むやみに飛ぶくらいなら校内放送をかけろ。情報が集まる可能性がある。もし──なにかに巻き込まれたわけじゃないなら、すぐに見つかる」

　それを願って言葉をつむぐ。首筋に冷たい唇くちびるが触ふれると一いつ瞬しゆんめまいに襲おそわれて、背後にある木に体を預けて目を閉じた。

　このぶんなら携けい帯たい電話は繫つながらなかったのだろう。ルイスの焦あせりが伝でん染せんしないように、美言は深く息を吸い込む。あかねの姿を見失ったのはＦ班の企画展示室、つまりは道を挟はさんだ向かいの棟とう──いくら死神が器用であっても、他者の体を抱だいて飛ぶことは不可能だ。ならばなんらかの移動手段を使ったことは間ま違ちがいない。

　首筋から冷気が離れるとともに、美言は双そう眸ぼうを開いた。







　路地裏で膝ひざをかかえていた。

　寒くて寒くてたまらなかった。

　指先は震え、空腹という感覚さえ忘れた体は立って歩くことさえできない。

　一人は苦手だ。世界に取り残されてしまったような気持ちになって、心が小さくしぼんでしまう。息を吸うのも難しく、すがるものを求め真っ黒に汚よごれた手を空へ伸のばした。けれど空は高すぎて、小さなその手では摑めなかった。

　すべてをあきらめゆっくりと手が降りる──その途と中ちゆう、柔やわらかくあたたかいものが、絶望する小さな手をそっと包み込んだ。

　──大丈夫？　今、馬車を呼ぶから。

　澄すんだ声が耳じ朶だを打つ。視界はぼやけ、世界が輪りん郭かくを崩す。自分が泣いていることにも気づかずに柔らかなその手をきつく握にぎり返した。

　一人は嫌きらいだ。隣となりにはいつも死が居座っていたから。

　だから、その出会いは奇き跡せきだった。

「……ん……？」

　目を開けると石いし畳だたみが消える。体を起こして頭をふるとぐわんぐわんと世界が揺ゆれた。左のこめかみがやけに痛んで眉まゆをひそめる。

「今の、夢……？」

　大好きなあの人とはじめて会ったときの大切な思い出。胸の中があたたかくなって、あかねは無意識にその姿を追い求め辺りを見回した。

　だが、視界に入ったのは薄うす暗ぐらい一室だった。部屋の隅すみにはカゴがあり、中にはバレーボールやバスケットボールが収められている。分厚いマットやトンボ、ポールがまとめて置かれ、ひび割れた黒板が床ゆかに倒たおれていた。

「……体育準備室……？」

　霞かすみがかかった頭の中が晴れ、夢の記憶が薄れていく。

「あれ？　私、どうしてこんなところにいるんだろ」

　つぶやいたあかねは、鼓こ動どうが速くなると同時にひどいめまいに襲われてぎゅっと目を閉じた。乱れる呼吸とこみ上げる吐はき気を必死でこらえて立ち上がり、震ふるえる指で鉄の扉とびらに手をかける。しかしそれは、鍵かぎでもかかっているのかびくともしなかった。

「おかしいな。なんで開かないんだろ。どうして私、こんなところに……誰だれかいませんか!?　このドアを開けてください！　誰か……!!」

　霜しも月つき祭さいの音は聞こえるのに応こたえる声は一つもない。焦って何度もドアに手をかけたがいっこうに開く様子がなく、鼓動と息ばかりが荒あらくなる。

「お願い！　誰か、助けて！」

　必死で声を絞しぼり出しているのにどんどん頼たよりなくなる。何度かドアを叩たたき、足から崩れるようにずるずると座り込む。あかねは部屋を見み渡わたし、這はうようにして窓へと近づいた。積み上げられた荷物をどかせば窓を開けることができるかもしれない。

　それなのに、刻々と体が重くなる。

　窓まで行けば──そう思ったのに、体が大きく傾かたむいた。

　視界は狭せばまり、息が乱れる。

　たえきれず、目を閉じた。







　どこかで怒ど鳴なり声が聞こえた。金属が激しく打ち鳴らされ、頭の中に不快な音が響ひびき渡わたる。

　次いで、眼まな裏うらが赤く燃えた。

　肩かたを揺さぶられながらなにか言われたがうまく聞き取れず、すぐに柔らかなもので唇がふさがれた。そのとたん、全身に血が巡めぐるような感覚があった。気配が一いつ瞬しゆん離はなれ、なにか言い争うようなやりとりのあとでもう一度体がふわりと起こされる。

　そこで、あかねはようやく目を開けた。

　一番はじめに見えたのは近づいてくる美言の真しん剣けんな顔だった。

　彼の大きな手があかねの顔に触れ、その指先が軽く顎あごを持ち上げている。まるでキスしようとするかのようだ。そして、その予想を裏付けるようにゆっくりと顔が伏ふせられていく。

　どくんと鼓動が跳はねた。

「もう急きゆう場ばはしのいだから生気はいいってば！　それに、美言が直接キスしてもだめだよ」

「そんなの試ためしてみなきゃわからないだろ。お前にできて俺にできないわけがない」

　ようやく明めい瞭りようになった二人の会話はおおよそそんな内容だった。美言の視線は隣にいるルイスに向けられ、しかしその唇は、文句を言いながらも確実にあかねに向かって下りてくる。

「美言、やめろって」

　ルイスの手が美言の肩を摑む。大きな体が少し離はなれたが、次の瞬しゆん間かんにはまた近づいた。

「い、やぁぁぁぁぁ!!」

　唇に息を感じた直後、あかねは美言を突つき飛ばした。弾はずみで尻しり餅もちをついた美言は呆あつ気けにとられ、ルイスは片手を宙に浮うかせたまま目を見開いた。

「え？　もう意識が戻もどったの!?　あ……あかねってタフだね」

「な、な、なにを、しようとしてたんですか!?」

　感心するルイスの声を聞きながらあかねは美言に涙なみだ目めを向ける。

「なにって、キスを」

「なんでキスなんですか!?」

「……いいからさせろ。いちいち抵てい抗こうするな」

　ずいっと迫せまってきてあかねがずるずると後退する。最近の異性は理解不能だ。前から男心はよくわからなかったが、今はそれに磨みがきがかかっている。ルイスも以前キスしたがっていたが、美言まで同じことを言い出すとは思わなかった。

　しかも、怖こわいくらい本気の顔で。

「み、美言さん、待ってください！」

　バクバクと暴れる心臓を必死で押さえ、あかねは首を横にふってお尻しりでずるずると後退を続ける。だが、美言はものともせず迫ってきた。

「……嫌いやなのか？」

　確かく認にんする声が切せつ羽ぱ詰つまったような空気を帯びていて心臓がぎゅっとなった。とっさに首を横にふったが、混乱してどんな意味でそうしたのかさえわからなくなる。

　伸びてくる手に思わず身をすくめると、

「そのくらいでやめておかないと、本当にあかねが泣くよ」

　ルイスが美言の腕うでを摑つかんで鋭するどく告げた。美言はじっとあかねの瞳ひとみを覗のぞき込んで、あきらめたのか渋しぶ々しぶと離れていった。しかし、離れたあとも動どう揺ようが収まらない。

　あかねは身をちぢこめながら美言を見た。直後、目が合って慌あわててうつむく。ぎゅっと自分の肩を抱いたあかねは、そこでようやく体が楽になっていることに気づいた。

「辛つらくない……？」

　驚おどろいて指先に視線を落とすとルイスの咳せき払ばらいが聞こえてきた。

「あー。……あかね、立てる？　それともお姫ひめ様だっこ……」

　最後まで言わせまいと立ち上がると、ルイスは残念そうに肩を落とした。あかねは慌てて外へ出て、改めてその建物を眺ながめてぎょっとする。どうやら高校の敷しき地ち内に二つある体育準備室のうち古い建物の中に閉じ込められていたらしい。平時ならいざ知らず、さまざまな場所で音楽が鳴り催もよおし物が開かれている状じよう況きようだ。なぜ美言たちが来てくれたのか理解できない。

　そもそも、仮装をするため貸衣装を選んでいたはずだ。

「どうしてこんな場所に迷い込んだんだろう」

「迷い込んだって……覚えてないのか？」

　体育準備室に施せ錠じようしながら美言に訊きかれ、あかねは少し距きよ離りを保ちながらうなずいた。

「貸衣装に着き替がえようと思ってたら急に後ろから肩を摑まれて、目が回って」

　試着室には誰もいなかったのだから肩を摑まれるはずがない。けれど実際には右肩を摑まれ、振ふり返ったら左の首筋になにか冷たいものが押し当てられ、そこから先の記き憶おくがない。

「……ルイス、もしかして試着室に忍しのび込んだ？」

　あの感覚は知っている。あかねが警けい戒かいして問うと、美言から鍵を受け取ったルイスがぶんぶんと首を横にふった。

「そんなことするメリットなんてないよ。覗きの趣しゆ味みもない」

「……なんだ、違ちがうのか」

　美言は血相を変えるルイスを見て拳こぶしをといた。ルイスは息をつき、とんっと地面を蹴ける。

「彼が関かん与よした可能性は濃のう厚こうだ。美言、気を抜ぬかないで」

　言葉を残してルイスの姿がかき消える。あかねは目を瞬またたいてから美言を見た。

「彼？」

「……移動するぞ」

　うながされたので素す直なおに歩き、もう一度美言の険しい横顔を見上げた。

「あの、私どうして体育準備室にいたんですか？」

　そして、なぜ美言がキスしようという発想に至ったのか──こちらに関しては、言葉にすると再び続きがはじまりそうで恐おそろしかったので、ひとまず意識の外に追い出すことにした。

「……よし、この際はっきり教えてやる」

「は、はい」

　考えるように宙を睨にらんだあと咳払いされ、あかねの背筋が自然と伸のびた。

「英はなぶさの友だちはわかるな？　あの三人組だ。あの三人が、どうやらお前のことが熱ねつ烈れつに気に入ったらしく、独どく占せんしたくて閉じ込めた。以上だ」

「……え……以上って……」

　熱烈に気に入られるどころか強烈に嫌きらわれている印象だった。あかねが混乱していると、

「裏付けもある。大きな段ボール箱がのった荷台を押して移動してる姿が目もく撃げきされたんだ。不自然な荷物運うん搬ぱんをカモフラージュできるのは昨日までだとわかりそうなものなんだがな」

　美言は失しつ笑しようした。確かに彼の言う通り、霜月祭一日目となる今日、荷台を押して移動するのは目立つだろう。親子連れもいるのだから顰ひん蹙しゆくを買うかもしれない。不測の事態が起こったとしても、安全を考こう慮りよして閉館後か翌朝の作業を検討するはずだ。

「向かった方角と目的を考えれば居場所は消去法で割れる」

「……美言さんって、学校詳くわしいんですね」

「そりゃ、美言にとってこの学園は庭みたいなものだからね」

　唐とう突とつに背後から声をかけられ、あかねはぎょっとして振り返った。鍵を返してきたらしいルイスが小走りでやってきて、あかねの顔を覗き込んでからほっとしたように微笑ほほえんだ。

「ん。顔色、いいね。よかった」

　どうやら心配してくれていたらしい。

「あ……ありがとうございます」

「礼はいい。その代わり明日は俺に付き合え」

　二人に向かって深々と頭を下げるとぶっきらぼうに美言の声が聞こえた。

「付き合うって」

「……別に明日だけじゃなくてもいいのか。これから付き合え。霜しも月つき祭さいを一人でまわってもつまらんからな」

　意味がわからずあかねがきょとんとしていると、逆にルイスが慌てふためいた。

「ま、待ってよ、美言！　だったら僕も！」

「お前は近辺まわって変なやつがいないか見張ってろ。確かお前、俺より優ゆう秀しゆうなんだろ？　あの発言、忘れたとは言わせんぞ」

「そんなー」

「行く前に携けい帯たい電話よこせ。私服警備員入れる」

　使い慣れていないであろう文明の利り器きを、美言は大おお仰ぎように請せい求きゆうする。

「だから待ってったら。僕もあかねとデートしたいんだって！　っていうか、僕がそばにいたほうが断然いいでしょ。美言より!!　ね、あかね！」

　デートの三文字に聞き間ま違ちがいかと身を乗り出したあかねは、ふいに話をふられて狼狽うろたえた。

「……だったらあかねに決めさせるか」

　なにを思ったのか美言がそんな提案をして、あかねは硬こう直ちよくする。

「き、決めるって、どっちかですか!?　二択たく!?」

「行きたい場所に連れてってやるぞ」

「エスコートなら任せて！」

　ずいっと迫られてようやく足を一歩引く。もう少し歩けば人の多い通りに出る。そうなったら本当にどちらかを選ばされそうで、それが妙みように気き恥はずかしくて。

　結局あかねはどちらも選べず、美言とルイスに挟はさまれて霜月祭をまわることになった。







　新校舎の一室から賑にぎわう地上を一いち瞥べつし、まとわりつく女たちを軽く押しのけてサディアスは目を細める。

　体育準備室を〝視みて〟そこに人ひと影かげがないのを確認して視線を移動させる。もともとは狭きよう窄さく範はん囲いにしか使えない力は追つい尾びには有効だが広こう範はん囲いを監かん視しするのは不向きだった。ならばあかねから奪うばったばかりの生気から気配を追えないかと思ったが、こちらは量が少なすぎてまったく役に立たない。

「監かん禁きんして一時間半で救出、ですか」

　これでは手を貸してやった意味がない。いくらこうしたことに慣れていないとはいえ、計画がずさんすぎたのだ。

「せめて今日一日くらいは閉じ込めておきたかったのに……」

　一日閉じ込めておけば、あかねに補ほ充じゆうされていた生気はすべて使い果たされ、必然的に死がたぐり寄せられただろう。ルイスが苦しむ姿が見られたはずだった。

「君たちには失望しました。せっかくのチャンスを棒にふるだなんて……やはり私の見込み違いだったようですね」

　不満を告げると女たちは動揺し、驚きよう愕がくの表情ですがりついてきた。

「そんな……サディアス様」

「私たち、必死で……!!」

　都と真澄の声には媚こびるような響ひびきが含ふくまれ、触ふれる肌はだは熱を帯びて熱い。エサとしては悪くないが、それ以外ではまるで役に立たない女たちだ。

「……あなたたちなりに必死であったのは認めましょう」

　ただ、あまりにも手ぬるい。なにをやらせても目に見えた成果が出ず、時間だけを潰つぶしているのだ。〝十一月の宴うたげ〟と期限を切ってルイスの苦しむ様を愉たのしむつもりであったのに、焦あせる彼を見ることはできても苦痛を感じさせるには至らなかった。

「次、私がやる！　サディアス様ぁ」

「まもりちゃんのためなら、私だって」

　碧生が挙手し、真澄が頰ほおを染めながら主張する。

「もー、真澄ったら、本当はサディアス様に気に入られたいだけなんでしょ？」

　大切な友人のために──はじめは、そのはずだった。それが変化しはじめたのは彼女たちに出会った一週間後だった。今ではまもりのためなのかサディアスのためなのかもわからなくなっているのだろう。生気を吸い上げると同時に流し込むサディアスの〝気〟に、体ばかりか心まで縛しばられている。だが、これ以上は無意味だ。そろそろ切りどきである。

「何度やっても同じことです。外から追い詰つめるのも楽しそうだと思ったのですが、成果がないのならこれ以上続ける必要はない」

　次の手段に移るのが賢けん明めいだ。そう思ったら、都が悲鳴をあげた。

「サディアス様、私たちまだできます！」

「あの子を、苦しめればいいんですよね……？」

「サディアス様！」

　訴うつたえる娘むすめたちにサディアスは息をついた。

「これが最後のチャンスですよ……？」

　ささやくと三人は何度もうなずいた。

　必死なその姿に、サディアスの口角がゆっくりと引き上がった。
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　霜月祭の二日目は、波乱からはじまった。

　呼び出されるまま『幻げん想そうオークション』の展示室に急行すると室内が荒あらされていたのだ。紫むらさきの布は切り裂さかれ、展示品の大半が破は壊かいされて床ゆかに転がっていた。夜間に何者かが侵しん入にゆうして破壊していったのは間違いない。なぜ、という疑問があかねの頭の中をぐるぐると回った。

「昨日の帰りに見たときには普ふ通つうだったのに……！」

「霜月祭のあいだは遅おそくまで人が出入りするから、……誰だれかが入り込んで悪戯いたずらしたのかも」

　真っ青になるあかねの隣となりでルイスがうなった。三日目に展示品をオークションにかけてようやくＣ班の企き画かく展示は完成する。入場料を取っていないＣ班にとって、出展作がオークションにかけられないのでは本ほん末まつ転てん倒とうだ。一いつ般ぱん入場まであと二十分という時刻のためか、関係者がまばらにやってきては室内を覗のぞき込んで悲鳴をあげた。

「ひっでーな。誰だよ、こんなことしたやつ。うわ、これマジホラー」

「ぎゃあああ！　呪のろわれる……!!」

　話題の中心は荒らされた部屋より額ひたいの割れた迫はく力りよく三割増しのあかねの人形だ。二重の意味で居たたまれなくなってくらりとめまいがした。

　とにかく無事なものだけでも集め、どうするかを話し合わなければならない。あかねは入室し、足あし下もとに転がるランプを手に取った。きれいに仕上げてあったステンドグラスにひびが入り、フレームも曲がっている。隣に落ちていたぬいぐるみは腕うでがもげ、椅い子すの脚あしは折られ、無事なものを見つけるほうが難しい。

「今日は閉へい鎖さするしかないな。明日のオークションまでにどれだけ直せるか……」

　ルイスが苦々しく告げる。一いつ生しよう懸けん命めい作ったのに、今は原形さえ留とどめないものまである。その惨さん状じように、頭の中が真っ白になった。

「……ルイス、どうしよう」

　霜月祭の準備がはじまってから、あかねの周りではおかしなことが頻ひん発ぱつした。美言は気のせいだと言ったけれど──あかねもそう思おうと思ったけれど、昨日の一件と今日の一件を考えると、偶ぐう然ぜんと割り切れないものがあった。

　もしかしたら、まもりの友人たちが犯人かもしれない。気に入られているのではなく反感を覚えられていて、そして、こうなったきっかけは──。

「私のせいかもしれない。私、ずっと……」

　言葉の途と中ちゆう、慌あわただしい足音が聞こえた。古い引き戸が激しく揺ゆれる音に驚おどろいて振ふり向むくと美言がいた。あとから迎むかえに来ると言って『二人展』に向かった彼がそこにいることに、あかねはひどく混乱していた。

　室内を見回した彼の顔が一いつ瞬しゆんで険しくなる。

「美言さん、みんなの作品が……!!」

　わずかに開いた美言の唇くちびるが、次の瞬しゆん間かんには凶きよう悪あくな笑えみへと変化した。

　あかねの動きを追うようにして美言を見た生徒たちがびくっと体を揺らす。

「──たいした度胸だ。なるほど、徹てつ底てい的にやりたいわけだな。いいだろう、受けて立つ」

　展示品を囲んで話し合っていた者たちでさえ顔を上げるほどの怒ど声せいを発すると、

「ルイス、携けい帯たい電話貸せ」

　有う無むを言わさぬ口調で命じ、ずいっと手を差し出す。ルイスが美言の手に携帯電話をのせると、彼は素す早ばやく指を動かしたあと耳に押し当て、

「ぼさっとしてないで直りそうなものだけでもさっさと直せ！　適当でいい。部屋は暗くするから点数だけ稼かせげ！　ルイス、放送でＣ班の企画展示メンバー招集しろ。大至急だ！」

　室内に響き渡わたる声で告げ、携帯電話を持った手に力を込める。ルイスは美言の言葉にしたがうように足早に部屋を出て行った。

「ああ、俺だ。喜べ、仕事をやる。お前のサイケな商品、一ひと揃そろえもってこい。……ああ？　二十セットだ。三十でも構わん。支し払はらいは全部俺のところにつけろ。……いいからさっさとしろ。本当に出入り禁止にするぞ！」

　怒ど鳴なってから携帯電話を切り、さらに指を動かす。

「橘です。昨日お話しした件ですが、増員をお願いできますか？　昨日の三倍で。……ええ、特別手当てをつけてかまいませんので大至急集めてください。今日明日の二日間です」

　表情を一変してにこやかに告げたが、声の硬かたさは変わらない。通話を切った美言は時刻を確かく認にんして口角を引き上げた。

「これしきでひるむと思うなよ。今までやったことが全部無む駄だだったと思い知らせてやる」

「み、美言さん……？」

　──なんだかよくわからないが、ものすごくやる気になっていることだけは理解した。

　啞あ然ぜんと立ち尽つくしていると唐とう突とつに美言が歩き出す。すれ違ちがう一瞬、美言の手が伸のび、あかねの髪かみをするりと撫なでた。

「心配するな」

　残された小さな言葉に肩かたがふわりと軽くなる。

　硬くこわばった体から力が抜ぬけると目元がゆるみ、あかねは慌てて涙なみだをぬぐった。







　一般入場となる十時までに総そう出でで修理できたのは全体の四割だった。切り裂かれた紫の布の代わりに視し聴ちよう覚かく室から集めた暗幕をはり、他ほかの班で販はん売ばいしていたキャンドルを経費で大量に仕入れてともす。

　しかし、どう考えても作品の点数が足りない。比例するように昨日はそこそこあった客足が、今日はぱたりとやんでしまった。

「やばいぞ。掲けい示じ板ばんに展示品が壊こわれて見るものないって書かれてる」

　別室で展示品の修理をしていると、外から帰ってきた男子が悲痛に叫さけんだ。

「一応訂てい正せいはしておいたけど……このままじゃ本当に誰も来なくなるんじゃないか？」

　あかねは造花を集めて一つに縛りながら首をかしげた。

「掲示板って？」

「学校のホームページに霜しも月つき祭さいのページがアップされて、そこから直接飛べる公式の掲示板があるんだよ。それのことだと思うけど」

　答えたルイスはあかねと目が合うと慌てたように顔をそむけて携帯電話を取り出した。

「えーっと、あ、ああ、これだ！　うわあ……荒れてるなあ」

「そういうのって、修理したっていう情報をちゃんと書き込めば……」

「んー、もう書き込んである。管理不行き届きって逆に叩たたかれてるなあ。匿とく名めい投とう稿こうなせいかみんな言いたい放題だね」

　あかねは絶句した。こんな事態になってしまったのだから管理を問われるのは仕方がない。しかし、一方的に責められるのは理り不ふ尽じんだ。

　ぎゅっと唇を嚙かむとルイスが慰なぐさめるようにあかねの肩を叩いた。顔を上げると慌てたように手が引っ込められ、すっと視線がはずされてしまう。

「ルイス？」

　今日のルイスは反応が妙みようだ。今日というか、正確には昨日からである。今までは熱っぽい視線を感じることさえあったのに、体育準備室から助け出されて以降、デートだと言いながら皆みなで企画展示やステージを回っても目を合わせようとさえしないのだ。

　首をひねっていると廊ろう下かが騒さわがしくなり、皆が次々と部屋から出ていった。ルイスがそそくさとあとに続いたのであかねも席を立ち、『幻想オークション』の会場を覗き込んだ。

　キャンドルの炎ほのおが柔やわらかく揺れる中、皆の視線は最奥へとそそがれていた。コツコツと靴くつ音おとを鳴らしながら遠ざかる広い背中は美言のものだ。足を止めた先には細工の細やかな椅子が薔薇ばらの花弁に飾かざられ置かれていた。美言はゆるりと身をかがめ、そこに抱だきしめていた少女を座らせる。

　刹せつ那な、ざわめきが一層大きくなった。

　あどけないと表現するのがもっとも適しているだろう幼い少女だ。艶つややかな黒くろ髪かみと長いまつげに縁ふち取どられた憂うれいに揺れる濡ぬれた瞳ひとみ、小さな鼻に薄うすく開いた唇が花弁のように愛らしく、ふっくらとした頰ほおにかかる髪が妙に色っぽい。華きや奢しやすぎる体にまとうのは官能的なベビードール──匂におい立つほどの色いろ香かに誰もが息を吞のんだ。

「や……やばくないか、これは」

　誰かがうめくように発した感想がやけにはっきりと室内に響ひびいた。仕事が丁てい寧ねいといえば聞こえはいいが、美言の場合は度がすぎている。惜おしむように引かれる指先が、内に秘ひめた恋れん情じようをほのかにあぶり出しているような妖あやしさで、目が離はなせない。

　美言が人形から距きよ離りをとり、皆が夢から覚めたように正気に戻もどった直後、マデリーヌが人込みをかき分けて部屋に飛び込んできた。

「橘！　なに勝手なことしてるのよ!?　まだ二日目なのよ!?　『二人展』のトリになるビスクドールを持っていくなんて……」

「演出方法に関して指示は出てない。それとも、俺の演出が気に入らないとでも？」

「え……演出は、悪くないわ。だ、だけどね、そういう問題じゃないでしょ!?」

「変化があるならそれを目当てにやってくる客もいるだろ。ああ、これは『幻げん想そうオークション』のほうに経費計上するから心配するな。手作りってのからは若じやつ干かんはずれるが……そろそろだな」

　美言が時計を確認してつぶやくと、

「美言ちゃーん、来たわよーん。まったくもう、人を呼び出すならもっと優やさしくしないと嫌きらわれちゃうわよ」

　甲かん高だかい裏声が聞こえ、モーゼの十じつ戒かいよろしく集まってきた人々が二つに割れショッキングピンクのスーツを着たラフレシアが現れた。ちなみに髪もピンクである。手にはゴシック調のドレスとスーツが一式ずつ持たれていた。

「あら、マデリーヌじゃないの。え、また喧けん嘩かしてるの？　よく飽あきないわね、あんたたち」

　ラフレシアが呆あつ気けにとられるマデリーヌに声をかけると、美言がじろりと睨にらんだ。

「やあねえ、怖こわい顔。これでも最速よ。靴くつもめいっぱい持ってきたけどサイズがちょっとね」

「……使うのは呼び込みのときだけだ」

　冷れい淡たんに返した美言はずらりと集まった野や次じ馬うまを見た。誰だれもがびくりとしたのは三人の作り出す異様な空気に気け圧おされたからであり、美言の眼光の鋭するどさに恐きよう怖ふしたからでもある。

「おい、お前ら！　手のあいてるやつは前へ出ろ!!」

　美言の命令に十人ほどが戸と惑まどいつつ前に進み出た。あかねもとりあえず自分の作品の修しゆう繕ぜんは終わったのでルイスとともに前に出ると、美言はただ一言だけ「着き替がえろ」と命じた。

　そして、状じよう況きようもわからぬままラフレシアの乗ってきたバンに誘ゆう導どうされた。

　そこで渡された服に着替えると、

「あらやだ、あかねちゃんよく似合ってるわよ。あかねちゃんサイズはね、なんか背徳的で興奮しちゃうのよね！　ええ、アタシオカマだけど国境はない的なアレでね？」

　くねくねするオカマによくわからないまま絶賛された。ラフレシアのバンに詰つめ込まれていたのは彼がデザインした服とアクセサリー小物、そしてそろいの靴だった。縫ほう製せいはどれもしっかりしており、レースやリボン、スパンコールをふんだんに使った派手なものばかりだ。

　薄うす化げ粧しようまでしてもらって落ち着きなく旧校舎に帰ると、着き飾かざったルイスとばったり会っていっそうの気まずさを感じてしまった。いつもなら手放しで──胡う散さん臭くさくとも言うのだが──褒ほめているだろう彼が感想一つ言ってくれないのだ。ラフレシアを含ふくめた皆が一様に褒めてくれるのでコメントに迷うほどおかしくはないはずなのに。

「よし、着替えたやつは交代で呼び込みに行け。残りはここで接客。呼び込み時には、入場無料、オークションは明日開かい催さいの二点を強調し、あとは場所の誘導を中心にしろ。途と中ちゆうで多少寄り道しても構わないが、三十分から一時間を目安に帰ってくること。立ってるだけで目立つから、いちいち恥はずかしがるなよ？」

　突とつ然ぜんの声に顔を上げると最さいたる例が皮肉たっぷりに笑っている。

「た……橘か、あれ」

　どこかで驚きよう倒とうする声が聞こえた。美言は、いつも顔半分を隠かくす髪をきれいに整え、どこの軍服だと問いたくなるような派手な衣装を身につけている。しかもそれが恐おそろしく似合っているのだ。周りのどよめきも然さもありなん──しかし、彼は相変わらずそこら辺に無む頓とん着ちやくなのか、大おお仰ぎように生徒たちを追い出しはじめた。

　そして、あかねを見るとぴたりと動きを止める。

　なにか言われるかと緊きん張ちようしたら、ただ一言「行くぞ」と言われただけだった。

　ますます気まずい。あかねは無言のまま前を行く美言とルイスのあとを追って旧校舎を出た。
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「あ、あの、美言さん。ありがとうございます」

「……別に、お前のためにしたわけじゃない。俺も一応はＣ班だし、それに、警備の目をかいくぐったのにムカついただけだ」

「素す直なおじゃないんだから」

　ルイスがぽつりと言うと、美言がじろりと彼を睨んだ。こちらはこちらで微び妙みような気まずさがある。次に声をかけるタイミングが見つからずに歩いていると、人通りが増えたところで二人がほぼ同時に足を止めた。

「いらっしゃいませ、霜月祭にようこそお越こしくださいました。そちらの旧校舎で『幻想オークション』という展示がおこなわれているんですが、もしよかったらいかがですか？　あなたにぴったりのアクセサリーが置いてあります」

　耳を疑うほど柔らかな声の美言が、営業スマイル全開で声をかけた。今日は土曜日である。来場者は比ひ較かく的若い層が多く、美言が声をかけたのも女子中学生だった。二、三言葉を交かわすと、少女たちはくすくすと照れ笑いで視線を交わしながら小走りで旧校舎に消えた。

「よ、呼び込みってもっと大声でやるものだと思ってた……!!」

「美言は一対一が慣れてるからね。僕はもうちょっと広こう範はん囲いで行こうかな」

　ルイスがあかねの言葉に独り言のように応こたえて遠ざかっていく。

「いらっしゃいませ、お姉さまがた」

　ルイスは二十代前半の女性たちに声をかけた。

　美言もルイスも基本的には目立つ容姿で、現実離ばなれした今の服装なら普ふ通つうに歩いているだけでも視線が集まるだろう。それが意図して目立つことをしている。熱を帯びた視線が自然と集まるのを見て、あかねはぐっと拳こぶしを握にぎった。

「二人が女の人中心なら、私は男の人にアピールすればいいってことね!?」

　話しやすいのは圧あつ倒とう的に同性だが、今はそんなことを言っている場合ではない。あかねは意を決して道行く人に狙ねらいを定める。

「旧校舎で手作り商品の展示販はん売ばいをおこないます。オークションは明日です！　ぜひお越しください!!」

　年上とおぼしき二人組の男性に声をかけると、彼らはびっくりしたように立ち止まった。

「あ……あの、すぐそこの」

「ごめん、十一時から友だちのステージがあるからさ」

　男たちはプログラムを示し、そそくさと立ち去った。美言たちはやすやすと異性の心を摑つかんだのに、あかねは一人目から失敗だ。

「た、たまたま。たまたま」

　頭かぶりをふって不安を振ふり払はらう。しかし、そこからいくら声をかけても好こう感かん触しよくはなく、場所を変えてみても状況は変わらなかった。

「そんなことよりさー、デートしよ。デート。君いくつ？　中学生？　可愛かわいいね」

　挙げ句の果てには人生初のナンパをされる始末。

「い、いえ、私は『幻想オークション』っていう企き画かく展示を──」

「わかった、見る見る。その代わり、そのあとデートしようよ。今晩あいてる？」

　茶髪ちやぱつでロン毛なお兄さんに迫せまられて冷や汗あせがダラダラ流れた。ようやく一人案内できるかと思ったのに交こう換かん条件を出されて狼狽うろたえる。しかし、ここでうなずけば来客が増えるのだ。少しお茶を飲むくらいならいいのではないか、そう思っていると、

「連れが、なにか？」

「その子には先約があるんだけど」

　声が二つ聞こえて背後に人が立つ気配がした。と同時に、にこにこ笑っていた茶髪のお兄さんの顔が引きつり、そそくさと離はなれていった。

「……お前、今うなずこうとしてなかったか？」

「し、してません！　ちっとも!!　全然！」

　背後から大きな手で後頭部を鷲わしづかみにされてあかねが胸中で悲鳴をあげた。

「まあまあ、美言。……あかね、無理しなくていいよ。それよりちょっと休きゆう憩けいしようか。ここら辺なら新校舎に行けば茶さ道どう部で抹まつ茶ちやが……」

　そこまで言って、ルイスは人込みの中に視線を投げ、口を閉じた。あかねが目を瞬またたくと、ルイスと同じ方角を見た美言の表情も瞬しゆん時じに険しくなった。つられて校門のある方角を見る。ぞろぞろと移動する人波の中に奇き妙みような空間ができている。その中央で、美び貌ぼうの死神が見事な白銀の髪かみを揺ゆらしながら歩いていた。

「サディアスさんだ」

　彼を見た瞬間、緊張に体がこわばった。だが、あいさつしなければと足を踏み出す。そんなあかねを止めるように、美言とルイスが彼女の目の前に立った。

「こんにちは、ルイス、それにあかねさん」

　集まる視線を気にした様子もなくサディアスはにっこりと微笑ほほえんで、表情をこわばらせるルイスとあかねに声をかけ、睨にらみ付ける美言に軽く頭を下げた。

　空気が異様だ。

「あ……あの、サディアスさんは、今いらしたんですか？」

「少し前からです。こんなに人が多いとどこに行っていいのかわらかなくて……お二人とも、どうかされましたか？」

　サディアスの問いに美言はあかねを背に後退し、ルイスは軽く手首を返した。ふわりと手元が黒くかすんだのを見て、あかねは身を乗り出すようにしてルイスの手首を摑んでいた。

　はっと、ルイスがわれに返ったようにあかねを振り返る。

「……どうか、しましたか……？」

　まるでそんなやりとりを愉たのしむかのようにサディアスが小首をかしげる。ぞわっと肌はだが粟あわ立だち、正体もわからない恐きよう怖ふにさらされ、体がすくんだ。

　それでもあかねはサディアスから視線をはずさず、じっと彼の目を見つめ返した。

「……愚おろか者は好きではありませんが、自分の弱さを正しく受け入れ、それでもなお立ち向かおうとする勇気のある人は好きですよ。とても愛いとおしく思います」

　ささやいてサディアスはゆったりと歩き出す。

「壊こわしてしまいたくなる」

　言葉がやけに近く、あかねは悲鳴をあげそうになった。とっさに両耳を押さえたところで美言とルイスの視線に気づき狼狽える。

「あ……あの、今の声」

「今の？　愛の告白か？」

　いつになく険しい表情で美言に問われ、あかねは激しく首を横にふった。愛の言葉どころか破は壊かい衝しよう動どうだ。サディストという言葉を思い出し、彼の名前がその単語にとてもよく似ていることに気づいて怖おぞ気けをふるう。

　美言はちらりとルイスに視線を投げ、ぽんっとあかねの肩かたを軽く叩たたいた。

「外国人は軽いやつばかりだな。変なのにひっかからないように離れるなよ」

「先にお茶にしようよ。僕喉のど渇かわいたなー」

　会話は不自然に打ち切られ、二人はあかねを挟はさむようにして歩き出す。

「あ、あの、サディアスさんが……」

「あー、彼のことは気にしなくていいよ。口説くのは僕と同じであいさつみたいなもの」

「死神はナンパ師ばかりか」

「そういうわけじゃないけど、僕の仲間は好こう奇き心しんが強いね。執しゆう着ちやくも強いけど」

「あ、あの……」

「いくらなんでも、あそこまで完全に気配を消して近づいてくるとは思わなかったよ」

「……連れん絡らくを取り合ったりするのか？」

「みんなは定期的に会ってるみたい。僕はたまに集会に顔を出す程度。場所が毎回違ちがうんだけど、かがり火を目指して飛べば到とう着ちやくできるから、ああいう機会に知らない土地を散策ってこともできるわけ」

　サディアスの行方ゆくえが気になって仕方がなかった。

　しかし質問を拒きよ絶ぜつするように、美言とルイスは茶道部に着くまで息いきつく暇ひまもないほど会話を弾はずませた。







　あかねたちから離れ、人込みの中を歩きながらサディアスはくすりと笑った。

「ルイスとあの橘という彼は、どうやら気づいたようですね。……いや。ただ警けい戒かいされているだけという可能性も考えられますか」

　ルイスは死神となって以降、サディアスを恩人と勘かん違ちがいして敬語を使い続け、飄ひよう々ひようとした態度を崩くずすことなくすごしてきた。それが変化している。

　実に愉ゆ快かいだ。

　だが、まだ足りない。

　サディアスが抱だいた憎ぞう悪おをルイス自身に返すには、この程度ではぬるすぎる。

「使うとしたら都流木あかねでしょうが……」

　町中で女たちの体から存分に生気を吸い取ったサディアスは、人が巨きよ大だいなうねりとなって道を進むのに任せゆったりと歩いた。集まる視線を欠片かけらも気に留とめず、勧かん誘ゆうの声に意図して人のよさそうな笑えみを向け、美しい女を見つけると人のいないところに誘さそい出して支障がない程度に生気を奪うばう。

　そうしてしばらく彼なりに学園祭を楽しんでいると、人込みをかき分け、見知った娘むすめたちが近づいてきた。

「サディアス様！　来てくださったんですか？」

　うるんだ瞳ひとみで腕うでに絡からみついてきたのは碧生である。三人の中では一番積極的で嫉しつ妬と深ぶかい。

「今日はなにをしたんですか？　あの少女は、まったく堪こたえていないようでしたが」

「そ……それは……」

　口ごもってうつむいたのは真澄である。自己主張はするがひかえめで、不利なこととなるととたんに口が重くなる。

「展示品を壊したんですが、……修理をされて、昨日以上に盛せい況きようみたいで……」

「つまり、彼女を苦しめるどころか喜ばせているということですか？」

　人目につかない場所に移動して問うと三人は押し黙だまった。様子を見にやってきたのにこのざまとは情けない。

「本当に手ぬるいですね」

　落らく胆たんを隠かくすことなく溜ため息いきをつくと三人はひどく狼狽うろたえた。

　サディアスは冷れい徹てつに微笑んで、生気の抜ぬけ落ちた瞳の奥を覗のぞき込む。そして、彼女たちの柔やわらかなうなじにゆっくりと唇くちびるをよせた。
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　すれ違うのは友人と談だん笑しようする生徒や家族連れ、カップルが大半で、一人所在なく途と方ほうに暮れている者はいない。

　まもりはプログラム片手に肩を落とした。

「うう。どうしてみんないないの……？」

　携けい帯たい電話を鳴らしても出なかった。盛大に破は壊かいされた『幻げん想そうオークション』の出展物修理をいろいろ手伝っていたらすっかり遅おそくなってしまったが、時刻は三時半──学園祭への参加をあきらめるほど遅くもない。ゆえに一人寂さびしく校内を歩くことになる。

「……リンゴ飴あめでも買いに行こうかな」

　出展物を修理しているあいだ差し入れももらったが、量が足りずに空腹は満たされなかった。リンゴ飴なら可愛かわいいしおいしいし一石二鳥だ。

「模も擬ぎ店、模擬店」

　目的を見つけてプログラムを開くとリンゴ飴の売り場は高校の敷しき地ちにあった。ふいに目の前が暗くなり、なにかにぶつかって体がふらりと後方にかたむく。えっと思っている間に楽々と受け止められていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　って、お前は……」

　間近に凜り々りしい顔があって、まもりの口から変な悲鳴があがる。彼の顔をはじめてまともに見たのは中学校のときだ。あれから十年近くたつ。整った顔は無む駄だをそぎ落としたように精せい悍かんで、今ひとたび心臓を撃うち抜かれたかと思った。

「た、橘くん、あ、ありがとう……!!」

　声を絞り出してなんとか礼だけ言うと、美言は迷うようにしながらも手を離はなしてくれた。するとまたバランスを崩して体が後方にかたむいた。

「ちょっと、ちゃんと立たせてあげなきゃだめだろ！　大丈夫ですか？」

　抗こう議ぎの声を美言に、問いをまもりに投げたのはルイスである。相変わらずキラキラと派手な容姿だが、今日は服装のせいでさらに派手に見えた。しかもよく見ると、美言や、慌あわてたように駆かけ寄ってくるあかねの格好も派手なのだ。

「貸衣装でも借りたの？」

　いいなあ、と思って声をかけると、あかねがぶんぶんと首をふった。

「これは、展示会場にお客様を呼び込む衣装です」

「……あ、そっか。外回り行ってるのって橘くんたちだったんだ。展示会ね、大盛況だよ。今も人がたくさん来てみんなてんてこ舞まい。私は自由時間もらったんだけどね」

「そうなんですか？　よかった……！　来場客が多くなったからもう呼び込みしなくていいって連絡が入って会場回ってたんですけど、実感がなくて」

　あかねは持っていたリンゴ飴をちょっとだけふって微笑ほほえんだ。仕草のためか服装のためか、今日のあかねは一段と可愛らしく見えた。そんな彼女が持っているからか、リンゴ飴もやけにおいしそうに見える。場所を訊きいて買いに行こうと心に決め、まもりは力強くうなずいた。

「うん。すごい人で、明日のオークションもこれなら大丈夫じゃないかって」

　朝の落ち込みが激しかっただけに誰だれもが浮うき足立っていた。まもりもその一人である。だから、すぐにあかねの異変に気づけなかった。

「……あれ？　あかねちゃん、濡ぬれてる？」

「はい。ちょっと水がかかっちゃいました」

「寒くない？　大丈夫？」

「ちょっとだけだから。日ひ陰かげは寒いけど、日差しがあたる場所は大丈夫です」

「あ、待って。カイロあげる。服に貼はるとあったかいよ。背中に貼るのがおすすめ」

　ごそごそとポケットから貼るカイロを取り出すと、三人が同時に目を丸くした。

「用意がいいんですね、まもり先せん輩ぱい」

　クスクスと笑われて頰ほおが赤くなる。寒いのが苦手なのでもしものときのために持ち歩くようにしていたのだ。

「あ、あかねちゃん、向こうむいて！　熱くなったら剝はがしてね？」

　相当我が慢まんしていたのだろう。あかねの首筋にうっすら鳥とり肌はだが立っている。それを見ながら上着をちょっと持ち上げ、背中にカイロを貼った。

「ありがとうございます」

　ほっとあかねの口から吐と息いきが漏もれた。彼女から離れてルイスを盗ぬすみ見ると視線が合い、慌てて顔を伏ふせる。しかし、勇気を振ふり絞しぼって顔を上げた。

「あかねちゃん、なにかあったの？」

「……こういう企き画かくものってたまに個別の参加だったり男女別にわかれるものってあるじゃないですか。そのときに、ちょっとね」

　そう言って、ルイスは自分の手の甲こうをちょんとつつく。反射的にあかねの手の甲を見ると、そこに貼られた絆ばん創そう膏こうに血がにじんでいた。よく見れば美言やルイスと違って、あかねの服だけひどく汚よごれている。

「誰かに嫌いやがらせされてるみたいなんです。僕らが見張ってても防ぎきれなくて」

「……だ、誰に？」

　まもりの質問にルイスは少し苦しげに眉まゆ根ねを寄せた。あかねを見つめる眼まな差ざしは優やさしくて熱っぽい。心配なのだと、言葉なく告げる。

「あかねは、展示会場が荒あらされたのも自分の責任じゃないかって思いはじめてるみたいで」

「そんなことないよ！」

　言い切ったまもりは、驚おどろいたようにルイスに見つめられて赤くなった。きれいな人に見られるのはちょっと緊きん張ちようする。いつものようにうつむきかけ、慌てて顔を上げた。

「あれは愉ゆ快かい犯はんの仕し業わざだってみんなが言ってた。だから、参加した誰かの責任だなんてことは、絶対ないよ」

　再び言い切るとルイスが鮮あざやかな笑みを浮かべた。

「まもり先輩って、いい女だね」

「な、なに、を、急に……!!」

「美言なんてろくでもない男、やめちゃえばいいのに」

　指し摘てきに顔から火が出るかと思った。耳まで赤くなりきゅっと唇を嚙かんで、せっかく彼が褒ほめてくれたのだから、今日くらいは頑がん張ばって〝いい女〟に徹てつしようと思った。

　一つ大きく息を吸う。

「私があかねちゃんのそばにいる。犯人見つけたら、捕つかまえるから」

「え……？　まもり先輩が？」

　ルイスは驚いたように絶句して考えるように間をあけ、笑えみを浮かべた。

「ありがとうございます。頼たのもしい」

　まもりがいてもいなくてもさして変わりないはずなのに、それでもこれほど安心してくれる。それだけで、彼にとってのあかねの存在がどれだけ大切かわかる気がした。

　まもりはそっと拳こぶしを握にぎる。

　期待に応こたえることは難しくとも、せめてがっかりされないように頑張ろうと思った。







　霜しも月つき祭さい二日目は、まもりと会ってからトラブルがぱたりとやんだ。

「……ボディガード代わりにあかねについて回ったはずなのに、意外と楽しめたな」

　まもりに会う直前までは、休きゆう憩けいと称しようしてどこかにあかねを避ひ難なんさせる気でいた。私服警備員はあくまでも霜月祭を円えん滑かつにおこなうため万ばん全ぜんを期して手配したものであり、あかね個人を守るものではなかったのだ。

「……ってことは、犯人はあの三人組で確定か」

　美言はタバコをくゆらせながら思案した。場所は立花大学の旧校舎、『幻想オークション』の会場で、残っているのは美言を含ふくめ手先の器用な数人である。煌こう々こうと明かりで満たされた部屋に、展示会に似つかわしくない修理道具がずらりと並んでいた。

「よし、キャスターはこれでいいな。おーい、そっち朝までに直りそうか？」

「ちょっと手伝ってくれ！」

「飲み物買ってきます。リクエストありますかー？」

　室内に、トラブルなどなかったかのように明るい声が飛び交かう。

　夜中にまた壊こわされてはかなわないと思い、修理の間に合わなかった数点を泊とまり込みで直すつもりでいたら、見かねた者たちが自主的に集まってくれたのだ。点数は少なかったが細かい作業が多かったので助かった。これなら最良の形で最終日を迎むかえられるだろう。

　がやがやと騒さわがしい室内を見回して美言は小さく息をつく。

「たまにはいいか。こういうのも」

　本当に、あかねが来てから調子を狂くるわされっぱなしだ。美言は苦く笑しようしてタバコをもみ消した。







　第六章　十一月の闇
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　霜月祭最終日は抜ぬけるような快晴のもと幕を開けた。

「Ｃ班企画展示『幻げん想そうオークション』のオークション開かい催さい時間は午後一時からです！　出展に順番がありますのでご注意ください！」

　あかねはチラシを持って道行く人に呼びかける。目玉はもちろん美言のビスクドールである。相当な人数が集まると予想して整理券まで配る予定になっていた。掲けい示じ板ばんは明け方までオークションの話題でずいぶん盛り上がっていたらしい。

「あ、あかねちゃん、頑張ろうねっ！」

　握り拳で訴うつたえてくるまもりにあかねも力強くうなずいた。通行の邪じや魔まにならないよう宣伝をしていると、『幻想オークション』の場所を尋たずねる男性にちらほら声をかけられた。中には制作者の名前を訊く者もあったがうやむやに濁にごし、休憩を挟はさみながら交代で通路に立った。

　十一時をすぎるとまもりの友人たちがやってきた。

　あかねはぎくりとし、まもりは嬉うれしそうに笑みを浮うかべた。

「どう？　宣伝、うまくいってる？　代わろうか？」

「ありがとう、都ちゃん。でも大だい丈じよう夫ぶだよ。チラシなくなったら終わりだから」

「だけど、まもりちゃんってこういうのって苦手でしょ？」

　都に続き心配そうに問いかけたのは真澄だ。これにもまもりは笑顔で返した。

「慣れてきたから平気。それに、昨日いっぱい遊んだから今日はこっちのお手伝いするんだ。ね、あかねちゃん？」

　いきなり声をかけられ、あかねは飛び上がるほど驚いた。霜月祭一日目、目もく撃げき情報からあかねを仮装写真館から運んだのは都たち三人だと予測された。二日目、『幻想オークション』の展示会場が荒らされた日、三人は招集がかかったにもかかわらず姿を現さなかった。同日、あかねは何者かに何度か嫌がらせのようなものを受けた。そこにたびたび三人の姿を認めた。確証はない。偶ぐう然ぜん居合わせたと言われれば否定はできない。それでも、これまでのことを考えれば彼女たちが〝犯人〟と疑わずにはいられなかった。

「ま、まもり先輩、宣伝がすごく上手だから助かります」

　ガチガチになって答えると、まもりの友人たちはぷいっと顔を背そむけてしまった。犯人かどうかはともかく、嫌きらわれていることだけは間ま違ちがいないらしい。

「代わってあげるから。ほら、早く！」

　あかねの話は聞いていたはずなのに、都がぐいぐいまもりの腕うでをひっぱった。碧生がまもりの手からチラシを奪うばって真澄と半分に分けるのを見てぞっとした。本当に彼女たちが犯人で、このまま黙だまっていたら昨日以上のことをされてしまうのではないか。人込みに紛まぎれて突つき飛ばされたり、水をかけられたりするような、そんな単純な嫌いやがらせ以上のことが──。

「あ……あの、私も、休憩を……」

「都流木さん、一いつ緒しよにチラシ配りしようね。疲つかれたらすぐに言って。休憩入るから。大学のほうにいい模も擬ぎ店見つけたんだ。おごってあげる」

　ビスクドールでさえあれほど優しい眼差しをしているのに、笑みの形に歪ゆがむ碧生の瞳ひとみはガラス玉以上に感情が見えない。あかねはとっさに辺りを見回し、美言たちの姿を捜さがす。

「ほら、まもり！　行くよ！」

　都が戸と惑まどうまもりの腕をぐいっと引いた。その腕を横から伸のびてきた手が軽く制す。

「僕たちがいるから交代はこっちでやりますよ。先せん輩ぱいがたは霜月祭を楽しんでください」

　言葉を添そえたのは昨日と同じように着き飾かざったルイスだった。あとからついてきた美言まで昨日と同じく派手な格好をし、それを見た瞬しゆん間かんその場に座り込みそうになった。美言があかねの体をさりげなく支えルイスを見ると、彼は目を細めてから軽くうなずいた。

「たぶん間違いない。うまく隠かくしてるけど、お手つきだ」

「……あの死神の？」

「だろうね。こういうことができそうな死神を、僕は彼しか知らないから」

　小さく宣言したルイスに美言の表情が険しくなった。意味をはかりかねてあかねが戸惑っていると、ルイスは新しく持ってきたチラシの束を軽く叩たたき、

「これ、追加分です。チラシ配りを手伝っていただけるならお渡わたししますよ」

　都たちにそう声をかけた。三人は互たがいに顔を見合わせ、その視線をどこか彼方かなたに向ける。しかし、焦しよう点てんが合っていない。ゆらゆら視線を動かし、釈しやく然ぜんとしない面おも持もちでまもりを見た。

「代わらなくても、平気？」

「うん。みんなは霜月祭に行ってきて。いろいろありがとう」

　まもりが手をふると三人は毒気を抜かれたように惚ほうけた顔になり、のろのろと人込みの中に紛れて消えた。あかねが息をつくと、美言は上体をかがめて顔を覗のぞき込んできた。

「なにもされてないな？」

「え？」

「……されてないならいい。英はなぶさ、一緒に行かなくてよかったか？」

　柔やわらかくあかねの背中を叩き、美言はまもりに視線を移す。まもりはぱっと頰ほおを赤らめて照れ笑いをした。

「こっち、手伝おうって思ってたから。は、はじめから、そのつもりだったの！　橘くんたちが来たからじゃ、ないからね!!」

　ニコニコと笑うルイスを見たまもりの語調が途と中ちゆうから言い訳に変化した。それを見て、あかねは胸の奥にもやがかかったような気がして眉まゆをひそめた。だが、すぐに美言がチラシ配りをはじめたので慌あわてて手元の束から一枚を抜き出した。

「オークション会場は大学にあります。旧校舎三棟とうです。よろしくお願いします！」

　ざわめきに負けないように呼びかける。差し出したチラシがすれ違ちがいざま人の手に渡ると、別の方角から伸びてきた手がチラシ束を摑つかんで強ごう引いんにひっぱった。数枚が同時に引き抜かれてアスファルトに舞まうのを見て摑もうとした刹せつ那な、強い力で引き戻もどされる。

「踏ふみつぶされたいのか!?」

　美言の怒ど号ごうにあかねはびくりと肩かたを揺ゆらした。

「でも、チラシが」

「手元のチラシがなくなったらそれで配布は終しゆう了りようだ。紙切れのために怪け我がをしてどうする。人の流れだって変わるんだぞ。迷めい惑わくだ」

　にべもなく言い放たれ、あかねは項うな垂だれた。美言は溜ため息いきとともにあかねの持っているチラシを取り上げて追い払はらうように手をふった。

「離はなれてろ。あとは俺がやる」

「へ、平気です！」

「あかね、任せたほうがいいよ。まもり先輩のチラシ、僕にください。あとは女の子中心に配るから二人ともここで休んでて。……歩き回って迷子にならないようにね」

　ルイスもまもりからチラシを受け取り、さりげなくあかねたちを道の端はしにある空き地へと誘ゆう導どうする。しかしこのままでは手持ち無ぶ沙さ汰ただ。

「──あ！　大学のほうもチラシ配りしてるんだっけ」

「じっとしてろ」

　ぽんと手を打つと、すかさず美言に釘くぎを刺さされてしまった。

「せっかくだし休んでよ。オークション、うまくいくといいね」

　頰を上気させてまもりが声を弾はずませる。霜しも月つき祭さいの準備ではじめて会った頃ころの彼女は、わりと口数が少なくてひかえめな雰ふん囲い気きだったが、今はむしろ積極的な印象を受ける。

「橘くんのこと、気にしないほうがいいよ」

　ちらりと美言を見ると、まもりがそっと言葉を続けた。

「……人通りが多くなって、危なくなったから代わってくれたんですよね。私、いつもお礼が言えなくて……」

　言うと突っぱねられてしまう。だから言葉にすることを躊躇ためらってしまった。そんな自分に落ち込んでいると、まもりは驚おどろいたように目を瞬またたいてからにっこりと笑った。

「大丈夫、ちゃんと伝わってるよ。橘くんって、そういうところ見ててくれる人だから。あれ？　ねえ、あの人あかねちゃんのお友だち？」

　尋たずねられて指をさされた方角を見ると、人込みをかき分けるナース姿の艶子がいた。流れに逆らっているからか、歩くのにかなり苦労している。彼女は何度か人にぶつかりかけながらも器用によけ、息を弾ませながらあかねたちのいる場所にたどり着いた。

「もー、ひどい目に遭あった！　なにこの人込み！　お裾すそ分わけに来ただけなのに！」

「な、なぜナース？」

「インパクト重視。ネームプレートの前にＳかＭの文字があって、Ｓなら傲ごう慢まんな感じで接客して、Ｍなら従順な感じで接客してくれって言われてさー」

　艶子の胸を飾かざるネームプレートには〝ドＳ〟と書かれていた。似合いすぎていたので突っ込むのを自じ粛しゆくすると、艶子は作りたての焼きそばをあかねに差し出し、気合いの入った化け粧しようがされている顔をずいっとよせてきた。

「今ちょうど蘭の彼氏が来てるんだ。見える？　焼きそば買いに来てるの。一番後ろに並んでる背の高い人」

　八歳年上で蘭を溺でき愛あいするという男性だ。言われて背せ伸のびをしたが人の往来が激しくて確かく認にんできず、プラスチックの台を引き寄せてその上に立ち、ようやく焼きそばを買うため並ぶ列を見つけた。その列の一番後ろを見て、あかねの口元が自然とゆるむ。蘭の隣となりに陣じん取どった男性は、ツンとすました年下の恋こい人びとにそわそわと話しかけていたのだ。しかも、バスケットボールのディフェンスのような体勢で。

「おっかしーでしょ。蘭の許可がないと触さわっちゃだめって約束で、彼氏的には他人にも触られたくないから涙なみだぐましい努力してるわけ。蘭もいじわるなんだから」

「ずっとあんな感じ？」

「ずっとだよ。愛されちゃって羨うらやましいこと。彼氏は不ふ憫びんすぎるけどね」

　言うわりに艶子の笑えみもいじわるだ。

「今日はグランドフィナーレがあるからそれまであんな感じなんじゃない？　手を繫つなぐ許可くらい出してあげるのかなー。って、ルイス、なにあの格好!?　超ちよう似合うんだけど！　一緒にいる人もイケメンじゃない。誰だれ？　大学生？」

「一緒にいるって……美言さんのこと？」

「み、美言さんって人形師の!?　もさもさの!?　イメージと全然違うじゃん！　普ふ通つうに格好いいよ!?」

　艶子は身を乗り出すようにして美言を凝ぎよう視しして仰ぎよう天てんする。

「うあー、なるほど。ルイスに言い寄られても浮うわつかないの納なつ得とくー。これじゃあかねの目が肥えるはずだわ。で？　で？　どっちとグランドフィナーレすごすの？」

「グランドフィナーレって？」

　あかねがきょとんとして問うと、艶子は肩をすくめて口を開いた。

「知らないの？　霜月祭の最終イベントで野外ステージやるでしょ。夕方の五時から六時半まであるやつ。あの大おお詰づめがグランドフィナーレって言われてて、そのとき告白するとずっと幸せでいられるって伝説があるんだって。どーせイベント盛り上げるための噓うそだろうけど、便乗して告白する人多いらしくてー、もしかしたらあかねも告られるかもって……」

「た、橘くんは、私とすごす予定だから!!」

　ふいにまもりが叫さけび、あかねは驚いて隣を見た。

「……グランドフィナーレ誘さそったら、オーケーしてくれて、……だから」

　まもりは真っ赤になってうつむきながらももごもごと言葉を続けた。どくんと鼓こ動どうが跳はねた。そうなんですか、そう軽く流そうとしたのに言葉が出ない。いつも素そっ気ない態度ばかりとる美言が、学園祭最後のときを女性とともにすごすなんて──。

「橘くんって、えーっと、美言さん、だよね？　そっか。そうなんだ……あ、ああ！　やばい、あたしそろそろ売り子に戻るわ。じゃあまたね、あかね」

　口ごもった艶子は慌てふためき、まもりにぺこりと頭を下げて再び人込みの中へと消えた。取り残されたあかねはずっしりとのしかかるような沈ちん黙もくにぎゅっと目をつぶった。

　美言が誰と一いつ緒しよにすごそうが、どんな結論を出そうが、ただの同居人であるあかねには関係のないことだ。

「お……お昼ごはん、これだけじゃ足りないから買ってきますね」

　あかねはそれだけ言うと、その場から逃にげるように駆かけ出していた。
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「……完全に固められましたね」

　気配を消して大学の一画にある新校舎の屋上に舞い降りたサディアスは、思い思いに歩き回る人々の中から目的の人物を見つけて吐と息いきをついた。

　あかねは今、休きゆう憩けい所でルイスと美言、そしてまもりの四人で昼食をとっている。どうやらチラシはすべて配り終わってしまったらしい。手元に紙の束はなく、誰の顔にも安あん堵どが見えた。

　対照的に鬱うつ屈くつした顔でいるのはあかねを襲おそい損そこねた都たちである。

「友人の恋こい路じを応おう援えんするという目的が下地にあるというのがそもそもの失敗だったのかもしれませんね。いっそ嫉しつ妬とだったらよかったのに」

　醜みにくい感情ならもっと狡こう猾かつに動くようになってくれただろうに、根底に友情があるばかりにまもりがネックになってしまった。完全な選せん択たくミスだ。しかし、そんな中でもルイスを動じさせることができたのは幸いだった。

「……まるで別人のようですね」

　すべてを達観するかのように冷れい徹てつであった男──記き憶おくの中のルイスは、いつも冷めた目でサディアスを非難していた。サディアスの葬そう儀ぎのときですら、棺ひつぎを見み据すえて別れを惜おしむどころか暴言を吐はいたのだ。

「あなたが苦しむ姿を、私はずっと望んでいた。ねえ、ルイス」

　ささやいて、軽く手をふる。

「ああ、あなたたちはもう用済みです」

　次の手を考えている都たちにささやいて、サディアスは唇くちびるに人差し指を当てる。ふっと吐き出した息を風に乗せ、意図して空間をねじ曲げると、切せつ迫ぱくした彼女たちの表情から険が抜ぬけた。何度か目を瞬き、まるで夢から覚めたように互たがいの顔を見つめ合う。

「食料は他ほかにもたくさんいますから、あなたたちが外れてもなんの問題もありません」

　歌うようにささやいて、視線をあかねたちのいるテーブルへと戻もどす。

　ルイスはすでに状じよう況きように気づき、微笑ほほえみの仮面をかぶって周りを警けい戒かいしている。ぴりぴりとした空気がここまで伝わってきそうだ。

「だめですよ、そんなに毛を逆立てては」

　ひどいことをしてくださいと、そう懇こん願がんしているように見えてしまう。

　獲え物ものをひととき見おろし、サディアスは床ゆかを蹴けった。







　午後十二時三十分。

　あかねたちが『幻げん想そうオークション』の会場である旧校舎に戻ると、その外がい壁へきを囲むようにして異様な人だかりができていた。

「悪い！　チラシ配ったあとはゆっくりしていいって言ったのに呼び出して！　何人か戻ってくるように頼たのんだんだけど、最終日だから断られちゃってさ。とてもじゃないけどさばききれなくて」

　平謝りするのは企き画かく展示のリーダーである通つう称しよう〝眼鏡めがねくん〟である。

「……で、どうなってる？」

　周りの混乱などなんのその、いつも通り物もの怖おじしない美言の態度に眼鏡くんはわれに返ったように目を見開いて咳せき払ばらいした。

「今、オークションの開始時間別に列を分けてる。出展数は全部で五十点。一回のオークションで競せりにかけるのは十点で、スパンは最長四十五分。全入れ替かえ制」

「複数のオークションに出たい場合は？」

「定員をオーバーしてなければ再入場可。ただ、最終になる五回目のオークションにはあの美少女が出展されるってことで、定員オーバーどころか倍率すごくて、正直喜んでいいのか悲しんでいいのかわからない。せっかく来たんだから参加させろってクレーム多くてなー。気持ちわかるけど無む茶ちや言うなってのが正直なところでな？」

　眼鏡くんは涙目だ。問い合わせる男性の七割が美言のビスクドールが目当てらしい。

「欲よつ求きゆうに正直なのはいいことだ」

「他人事ひとごとみたいに言わないでくれ。いや、これだけ人が集まってくれるってのは実にありがたいんだ。お前がいなかったら大失敗確実だったわけだし。しかし、周りの班からも文句が出はじめて収しゆう拾しゆうがつかない」

　列の整備にあたっている生徒たちの顔にも疲ひ労ろうと困こん惑わくが貼はり付いている。通りも混乱しはじめ、このままでは実行委員の運営本部にまで文句が行きそうだ。

「オークション会場に入れるのは何人ですか？」

　あかねの問いに眼鏡くんは半泣きで口を開いた。

「最大で三十人。詰つめ込もうと思えばそれ以上入るが、混乱をさけるためにそれくらいが妥だ当とうだろうって話になって」

　ちらりと最後のブロックを見た。まだオークションがはじまってもいないのに定員は完全にオーバーし、それどころかチラシを見ながら歩いてくる者さえいる。あかねはぐるりと見回し、校舎の南側にある広場に目を留とめる。模も擬ぎ店があるのはそのさらに奥、東門から新校舎に続く道だ。人を集めるなら南にある広場が最良だろう。

「ビスクドールのオークション参加希望者だけ分けられませんか？」

「え？　分ける？　ん、それならできると思うが」

「その人たちだけ南の広場まで誘ゆう導どうをお願いします。定員無制限で」

「だから、会場には入りきらないから──」

「野外オークションです。場所を変えます」

　あかねの宣言に眼鏡くんがはっと手を打った。

「その手があったか……!!」

「私、本部に掛かけ合ってきます！　誘導お願いします！」

「わかった、任せておけ！」

　眼鏡くんが拳こぶしを握にぎったのを見てあかねは踵きびすを返した。向かうは新校舎Ｂ棟とう──混乱をできるだけ減らすためにも迅じん速そくな対応が第一だ。あかねは即そく座ざに駆け出した。

「待て、あかね！」

「僕が行くから!!」

「止めるな、頼む。行かせてやってくれ！　こういう交こう渉しようは無ぶ愛あい想そうな男や軽すぎる男じゃなくて、誠実そうな女子のほうが向いてるんだ。助けてやりたくなる気持ち、お前たちにもわかるだろ!?　二人は誘導の手伝いを頼む!!」

　あかねに続いて駆け出そうとした美言とルイスの腕うでを、眼鏡くんががっちりと摑つかんだ。それを肩かた越ごしに見て小さく手をふる。移動距きよ離りなどたかがしれている。この程度のことが一人でできなくては、これからいっそう美言たちに心配をかけることになる。

「大だい丈じよう夫ぶです。行ってきます！」

　移動にかかる時間は往復でも二十分かからないのだから、その間、危険だと思われる相手に最大限注意すればいい。あかねは取り残された二人の動どう揺ようも知らず、一人大きくうなずいて人の波をかき分けた。

　人込みをしばらく進むとなにかがぱっと足あし下もとを横切った。

「……っ!?」

　まだ小学校にも入学していないだろう男の子だ。慌あわてて歩く速度を落とし、比ひ較かく的人の少ない模擬店の裏に入って再び駆かけ出す。今のところひどいめまいは感じない。それに安堵してＴ字路を折れて西に進む。

　視界に白いものが横切って、一いつ瞬しゆん足が止まりかけた。

「こんにちは、あかねさん」

　なぜ一いつ般ぱん客きやくであるサディアスが模擬店の裏にいるのか──違い和わ感に動揺する。だがそれも、彼の一言で吹ふき飛んだ。

「一いつ緒しよにお茶でもいかがですか？」

　無茶だ。無理だ。このタイミングで吞のん気きにお茶なんて飲んでいたら、心配した美言に鬼おにの形相で怒ど鳴なられるに違ちがいない。

「あ、ありがとうございます！　でも、今は急いでるのでまた今度誘さそってください!!」

　言葉を残し、サディアスの前を全力で通りすぎる。

　そのまま校舎と模擬店に挟はさまれた道を進もうと思ったが、極きよく端たんに人が少なくてさすがに腰こしが退ひけた。結局再び表通りに戻り、人をかき分けて目的地であるＢ棟を目指すことになった。

　あかねは額にうっすらと浮うかぶ汗あせをぬぐい、ガクガクと笑う膝ひざを軽く叩たたいてウエルカムボードの前を通りすぎて校舎の中に入る。二階に上がるとすぐに〝実行本部〟と貼り紙のある部屋が見えた。

「Ｃ班実行委員の都流木です」

　ノックして息を整える間もなく声をかけると、すぐに入室の許可が下りた。室内は長テーブルが二つに椅い子すが六脚きやくあるだけでいたってシンプルな内装だった。そこで、実行委員長のくら子様と数人の実行委員がグランドフィナーレの最終確かく認にんをおこなっていた。

「すみません、Ｃ班の企画展示の件で相談が……」

「クレームが来てますね」

　くら子様が紙面を睨にらみシャープペンを顎あごに軽く当ててあっさりとそう返した。どくんと大きく鼓こ動どうが跳はねる。あかねは汗のにじむ手をぎゅっと握った。

「あの辺りは混こむだろうから、オークション自体の中止を──」

「南にある広場を使わせてもらうわけにはいきませんか？」

「南？　ああ、噴ふん水すい広場ですね。残念ですが、そういう特例は認められません」

「でも、たくさんの人が集まってきてるんです。たぶん、まだこれからも集まってくると思います。オークションを中止にしたら──」

「もめるだろうねえ、これは」

　あかねの言葉に納なつ得とくするように、くら子様の正面に腰かけた茶ちや髪ぱつをツンツンと固めた男が溜ため息いきをつく。下がった目め尻じりと口元のほくろが妙みように印象的だ。

「御み門かどくん」

「霜しも月つき祭さいの掲けい示じ板ばん、見た？　過去にないほどの盛り上がりだよ。中止にしたら抗こう議ぎが来るのは確実だ。特例がだめなら申しん請せいを受ける形にしてしまえばいい。実行委員は霜月祭を円えん滑かつにするための組織なんだから、そのくらいの融ゆう通ずうは利きかせてもいいんじゃないかな。もちろん、今後もそういった申請があれば検討するという方向で行くことになるけど」

「……運営方針自体を変えろと？」

「今までなかったからって却きやつ下かしていたら、変化のチャンスを自分から手放すことになる」

「そういう高こう尚しような話ではないと思います」

　呆あきれたように御門と呼ばれた男を睨み、くら子様は室内にいる生徒の顔を一人ひとりゆっくりと順に眺ながめた。そして最後にあかねを見て溜息をつく。

「そんなに怯おびえた顔をしないでください。私は別に、鬼でもなければ蛇じやでもありません」

　シャープペンを置くとテーブルの上にある紙を人差し指でつつっと引き寄せ、胸ポケットからボールペンを取り出す。

「協議の結果、許可が下りました。あなたの学年とクラス、名前、申請内容と希望の時間帯を書いてください」







　声をかけたら二つ返事であっさりふられた。過去にないことだ。

　お茶に誘ったのは建前だが、あかねはその時間さえ惜おしんでどこかに去っていった。

　サディアスは人込みを遠く眺めて顎に手を添そえる。

「……私の誘いを無む下げにするなど」

　あり得ないことだ──そう思っていたら、再びあかねが走ってきた。さっきは緊きん張ちようでこわばっていた顔が、今は心なしかほころんでいる。なにかいいことがあったらしい。

　ならば次は、と思った。

　できるだけにこやかな顔で手をふってやる。

「あかねさん、お茶を」

「ごめんなさい！　また今度誘ってください！」

　再び彼女は猛もう然ぜんとサディアスの前を通りすぎ、残された風が髪かみを揺ゆらした。呆あつ気けにとられたサディアスはしばらくその場に立ち尽つくし、浮いた手をうにうにと動かす。

　まさかこれほどあっさりと流されてしまうとは。

「……なるほど。私を見て怯えてばかりいた以前のあなたとは違うということですか。これはこれで、興味深い」

　ささやくサディアスの顔が凶きよう悪あくに歪ゆがんだ。誰だれもが彼に一目置き、女であれば勝手に寄ってきたというのに。どんな名家の令れい嬢じようも、美しく貞てい淑しゆくな婦人も、目が合うだけで体の芯しんから蕩とろけてしまい、地位も身分も常識さえかなぐり捨ててサディアスに身を任せたのだ。それが当たり前で、例外などいなかった。

　望むと望まざるとにかかわらず、なにもかもが思うままだった。

　しかし、そうならない娘むすめがいた。これほど近くに、これほど腹立たしく。

　ならば、思い知らせてやらねばならない。

　そんなことができるはずがないのだということを、骨の髄ずいまで、恐きよう怖ふと絶望とともに。
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　四十五分刻みで予定されたオークションの最終は四時を予定された。

　日は傾かたむきかけ、あと三十分もすれば空は赤く燃え上がる。

「第五回オークション、もうすぐはじまります！　四十一番から四十九番までは旧校舎の『幻げん想そうオークション』会場で、五十番は南の噴水広場に移動してください！」

「五十番でオークションは最後になります！　お急ぎくださーい!!」

　あかねが呼びかけるとまもりも声をあげる。あまりにも叫さけびすぎて喉のどがひりひりとしてきた。喉を押さえると、ぬっと烏龍ウーロン茶ちやが差し出された。

「お疲つかれ。なーんか、だいぶ野や次じ馬うまも交じってるみたいだねえ」

　あかねとまもりに烏龍茶を手て渡わたしながらルイスが苦く笑しようする。ぽつぽつと明かりがともりはじめた広場には、仮設ではあるが小さなステージと、人形を置くための暗幕がしかれた台が準備された。それを見て興味を持った者が足を止めたり、一時からかけられた入場規制のため人形を見られなかった者たちが、野外オークションをおこなうという噂うわさを聞きつけ噴水広場に集まってきているのだ。

「そういえば、売上ってどうなってるの？」

　不安になって小声で尋たずねると、ルイスがちらりとあかねを見た。

「思った以上に盛せい況きようだったみたいだよ。まだ中間報告しか聞いてないけど、やっぱり人数が集まると競せりって盛り上がるから」

　ルイスの返答にあかねはほっとし、まもりと視線を合わせて笑えみを交かわす。実行委員として肩かたの荷にが下りたような気がした。今日は、今のところ目立ったトラブルもない。最後の最後でとった単独行動のため、美言とルイスにこってり絞しぼられもしたが、Ｃ班の企き画かく展示自体は、まずは成功といったところだろう。

「美言のビスクドールがなくても目標クリアじゃないかな。でも、あの宣伝効果がなければここまで人は集まらなかったから──やっぱり美言ってすごいんだよね」

　ルイスは複雑な表情で旧校舎を見やった。小さなざわめきが生まれ、それがだんだんと大きくなる。その中心に誰がいるかなど確認しなくてもわかった。

　美言がゆったりとした歩調でやってくる。彼の腕うでに抱だかれているのは憂うれい顔の少女だった。透すき通るような肌はだ、潤うるむ瞳ひとみ、果実のごとくみずみずしい唇くちびるに華きや奢しやな体のライン。さすがに人目があるからかベビードールの上からフリルたっぷりのコートを着せられているが、それでもその魅み力りよくはわずかの曇くもりもなかった。

　男たちがゴクリと息を吞のんだ。美言の手でうやうやしく運ばれ台座へ座った彼女は、その場にいるだけで背徳的な空気を醸かもし出していた。

「本当に人形かよ、あれ。噓うそだろ」

　うめく声には感かん嘆たんと動どう揺ようが交じっていた。

　司会進行を務める眼鏡めがねくんが大げさに咳せき払ばらいをする。

「お集まりくださった皆みな様さま、ありがとうございます。第五回オークションが二ヶ所に分かれて開かい催さいすることになった不ふ手て際ぎわをここにお詫わびします」

　眼鏡くんが深々と一礼し、胸に手を当てる。

「では、オークションの説明をします。最低価格は十円からです。最高金額をつけた方が落札者となりますが、即そく時じ支し払はらえない場合は次の落札者に権利が移ります。このオークションの売上金はすべて霜月祭基金に計上され、来年の経費となります。なにか質問はありますか？」

　幾いく人にんかが首を横にふり、眼鏡くんは質問がないことを確かく認にんすると大きく息を吸った。

「それでは、ナンバー五十、オークションを開始します！」

　宣言の直後、手を挙げる男がいた。

「十万」

　一気に跳はね上がった金額にあかねが息を吞む。多くの者はざわめいたがまったく動じない者もいた。それら動じない者たちが次々と手を挙げ、金額をつり上げていく。その速度のあまりの速さにあかねは圧あつ倒とうされて言葉さえない。

「──これが、橘美言だよ。高い技術と圧倒的なカリスマ。本人は決して表おもて舞ぶ台たいには立たず、その意い匠しようだけが至高の品と評価される。彼は、天性の人形師だ」

　ルイスの声が静かに響ひびく。

　値が上がるたび、愁うれいに揺れる少女の顔に生気が宿るようだった。物もの憂うげに開いた唇は笑みの形に結ばれ、瞳は生き生きと輝かがやき出す。人々に認められ、欲ほつされることで本来の美しさが開花していくかのような錯さつ覚かく──いつ動き出すかと、誰もが息を殺し熱い眼まな差ざしを送っていた。

　ざわめきは去り、繰くり出される言葉は数字だけになる。

　オークションハンマーの代わりに打ち鳴らされたのは眼鏡くんの手だった。

　あかねがわれに返るとオークションは終わり、落札者が仮設舞ぶ台たいに向かっていた。辺りを見回す。惚ほうけたように立ち尽くす人もいれば興奮に肌を上気させる人や携けい帯たい電話でたった今起こったことを別の誰かに伝えようとしている者、さらには悔くやしそうにうつむく者もいた。

　これほど人を夢中にさせる人形を作ることのできる美言だからこそ、魂たましいさえ魅み了りようするドールを作ってしまうに違ちがいない。

　オークションは大成功だ。お礼が言いたくて、はやる気持ちを抑おさえながら美言の姿を捜さがした。だが、彼の姿を見つける前に首筋に冷たいものが押し当てられ、激しいめまいに襲おそわれて顔を伏ふせる。

　視界に入ってきたのは白銀の髪だった。

　ぞわりと鳥とり肌はだが立ち、嫌けん悪お感に息が詰つまる。まとわりつく髪を払はらうようにして体をねじると、背後に微笑ほほえみをたたえたサディアスがいた。優ゆう雅がに振ふり上げられた手の中に大おお鎌がまが現れる。オークションで興奮していた人々は次々と彼の美び貌ぼうに目を奪うばわれ、唐とう突とつに現れた大鎌に呆気にとられた。月の光を宿すような澄すんだ輝きを放つ大鎌は、瞬またたく間に毒々しい赤に染まった。

　そして、その一部が不自然に黒く崩くずれた。

　足あし下もとが白い花でおおわれる。幻げん視しの花が舞まい上がると、サディアスが大鎌を振り上げた。異様な空気が一いつ瞬しゆんで空間を支配し、異変を感じた者が悲鳴をあげる。

「あかね！」

　美言の呼び声とともに腕を引かれ、あかねは彼の広い胸にすっぽりと抱だきとめられた。金属音が鳴り響き、暮れはじめた空に青白い火花が散った。頭上を睨にらんだ美言があかねを抱いたまま後退し、あたりにどよめきと悲鳴があふれた。

　次の瞬しゆん間かん、それらがかき消える。

　集まった人々が次々とその場に倒たおれていった。

「パニックを回かい避ひしましたか。周りにまで手を回せるとは、ずいぶんと余よ裕ゆうがありますね」

　サディアスは後ろに跳び、足場を見つけると舞うようにふわりと降り立って、意識を失う人々を一いち瞥べつした。玉のような汗あせをかくルイスは、あかねを抱く美言を守るようにサディアスと対たい峙じする。

　見み渡わたす限かぎり、あかねたちとサディアス以外に動くものはない。

「サディアス、これはなんの真似まねですか？」

　動揺を抑えるような声こわ色いろで問うルイスに、サディアスはすっと目を細めた。

「復ふく讐しゆうですよ。裏切り者に対する」

「裏切り者……？」

　大鎌を構えたままルイスが戸と惑まどいの表情を浮うかべた。それを見て、サディアスの微笑みが変化する。美しさはそのままに、冷れい酷こくで悲ひ愴そうなものに。

「いつか思い出すのではないかと期待したんですが……本当に、なにも思い出さないのですね」

　湖面を渡わたる風のように静かに凪ないだ声とともに大鎌が持ち上げられる。即そく座ざに振り下ろされた大鎌を、ルイスの大鎌がかろうじて止めた。鋭するどい金属音に身をすくませると、美言があかねの肩を抱く手に力を込めてさらに後退した。

　白い幻視の花が舞い上がった。

「信じていた者に裏切られる気分はどうですか？」

　楽しげな声とともにサディアスが大鎌を引き、手首を返して横から薙なぐようにルイスを斬きりつける。刃やいばが触ふれる直前、ルイスの体は消え、わずか後方に現れた。その顔は困こん惑わくに歪ゆがみ、嬉き々きとして振り下ろされる四刀目をいなす。

　大鎌の柄えで押し合うようにしながらサディアスは口角を引き上げた。

「私はあなたに言いましたね？　大切なものを亡くさないように気をつけなさいと」

　拮きつ抗こうしていたかのように見えた力関係が崩れる。次に姿を消したのはサディアスだ。愕がく然ぜんとルイスが振り向いたのが見えた。

「やめろ……!!」

　絶ぜつ叫きようが聞こえたときにはサディアスがあかねの目の前に来ていた。美言があかねを庇かばうようにきつく抱きしめ、その背中越ごしにサディアスと目が合った。

　大鎌が振り上げられて美言に触れる直前、その一部が消える。

「……え？」

[image: ]

　違い和わ感に、視線を落とす。赤い刃はあかねの体から突つき出していた。

　サディアスが大鎌を真横に引くと、ずるりと体の中でなにかがずれる音がした。血は出ない。だが、それ以外のものが致ち命めい的に破は壊かいされるのがわかった。身じろぐと、刃の埋うまった場所から清水のようなものが零こぼれ落ちた。

「私、また斬られたの？」

　言葉が勝手に滑すべり出した。二度目だ。否いな、三度目か。もはや魂は繫つなぎ合わせるのが困難なほど損そん壊かいし、消しよう滅めつを待つだけとなっていた。

「そうですよ、わが愛いとし子」

「サディアス……!!」

　優雅に微笑むサディアスとは正反対の表情でルイスが叫さけんだ。ルイスの大鎌が振り上げられる。風を切って振り下ろされた刃が触れる直前、サディアスの姿は目の前から消えていた。

「これで魂の崩ほう壊かいはさらに加速する。どうですか、楽しい余興でしょう？」

　歌うように告げる声がどこから聞こえてくるかはわからなかった。それは耳の奥でこだまし重なり合って、あっという間に訳のわからない言葉に変わってしまった。

「あかね！　しっかりしろ、あかね……!!」

　必死で呼びかける美言の声がやけに遠い。ぶつかり合う金属音と怒ど鳴なり合うような声──それらも耳の奥で混じり合う。

「彼女を助けたいなら……そうですね、私が出す条件を吞みなさい。ああ、あなたにも考える時間が必要ですね。タイムリミットは霜しも月つき祭さいのグランドフィナーレでいかがですか？」

「ルイス、聞くな。罠わなだ」

「……ええ、彼の言う通り罠かもしれません。でも、ルイスは受け入れてくれますよね？　彼女を救う方法を、私だけが知っている」

「あかねを、救う方法……？」

「ルイス、のせられるな!!」

　美言の絶叫が触れた肌はだから直接伝わってきた。

「人の命を救うのです。同等の代価をいただきます」

「聞くな！」

　美言の呼びかけにルイスは答えない。その代わり、金属と金属がこすれ合う音があかねの耳へと届いた。

「……その条件は？」

　ルイスの問いに美言はうめき声をあげた。

「言ったでしょう？　同等の代価だと」

　サディアスの声とともに花弁が舞い上がり、世界を白くおおった。声は遠のき、あやふやだった意識がさらに曖あい昧まいなものに変わり、あかねの意識はそこで完全に途と切ぎれた。







　エピローグ




　首筋になにかが柔やわらかく触れる。

　くすぐったくて首をすくめるとそっと髪かみを撫なでられた。

「ん」

　声を発してようやくそれが自分のものであることに気づく。体が重い。動きたくない。しかし、うながされるまま目を開けた。

　刹せつ那なに見えたのは苦しげなルイスの顔だ。彼はあかねと視線が合うと即座に顔をそむけた。

　混乱をかかえゆっくりと視線を巡めぐらせ、ここが噴ふん水すい広場であること、そして自分がベンチで横になっていること、さらにルイスに膝ひざ枕まくらをされていることに気づく。

　一瞬で顔が熱くなった。

「ご、ごめん！　私、どうして……!?」

　起き上がるとぐらりと世界が揺ゆれて、ルイスに体を支えられた。

「急に動いたらだめだよ。あかねは……また、貧血で倒れたんだから」

「貧血？」

　ルイスの言葉を繰くり返し、もう一度辺りを見る。噴水広場にはオークションのためたくさんの人が集まっていたはずだが、残されたゴミ以外、その痕こん跡せきさえない。

「オークションは？」

「無事終しゆう了りようしたよ。あかね以外にも何人か倒れて、ちょっと騒さわぎになったんだけど」

「……そう、だったっけ……？」

　思い出せず首をひねり、ふと腹部へ視線を落とす。なにか違和感がある。触れようとしたら唐とう突とつに手を摑つかまれて立たされた。

「もうすぐグランドフィナーレだよ。最後に回りたい場所はある？　回るっていっても、たいして行けないだろうけど」

　公園にある背の高い時計はすでに六時を回っていた。『幻げん想そうオークション』の最終が四時からはじまったとして──本当に、思った以上に眠ねむっていたらしい。

「えっと、それじゃ『二人展』に」

「……そこでいいの？　運動場に行けば、野外ステージが見られるよ。ほら、音が聞こえる」

　耳を澄すませるまでもなく、空気を震ふるわせる軽快な音楽は大学の運動場から流れてきている。南方向に顔を向けると木々のあいだから光がキラキラと見え隠かくれした。だが、行きたいのは『二人展』だ。せっかくの展示品を、あかねは一度もちゃんと見ていなかったのだ。

　旧校舎のある北を見るとルイスは少し困ったように微笑ほほえんで、あかねの体を気き遣づかうようにゆっくりと歩き出した。まばらにいた人は、旧校舎の中に入るとぐっと減った。減ったどころか昇しよう降こう口に生徒が一人立っているだけで建物の中には誰だれもいなかった。

　中は旧家のように改装されていた。古い花か瓶びんにススキと鬼灯ほおずきがかざられ、提灯ちようちん型の間接照明が辺りを照らす。和風かと思ったら洋風の要素も多く取り入れられ、展示室に入ると一面の幾き何か学模様に圧あつ倒とうされた。

『二人展』は、その名前にふさわしくどの部屋も二体の人形で独創的に飾かざられていた。誕生を示す一部屋目、親愛を示す二部屋目、決別を示す三部屋目、和解を示す四部屋目──人形たちは、性別も年ねん齢れいもまったく違ちがうのに、一連の流れを不思議なくらいすんなりと表現している。ときに初うい々ういしく、ときに残ざん酷こくに表現される世界は室内の装そう飾しよくと相あい俟まっていっそう目を惹ひく。

　そして、最後の部屋──入り口に『ひび割れたわたし』と題された部屋にたどり着く。

　その部屋は他ほかの部屋とは雰ふん囲い気きを画かくしていた。

　机も、椅い子すも、壁かべ飾かざりもベッドも、あらゆる小物が映し鏡のように一いつ対ついに作られているのに、薔薇ばらに埋もれた人形だけが一体なのだ。その表情は絶望に満ち、双そう眸ぼうは半身を捜さがすように誰もいない空間へと向けられる。

　どっと胸が嫌いやな音をたてた。

　濃のう密みつな死の気配。この部屋すべて、あらゆるものから絶望がにじみ出ているようで震えが止まらない。

　まるで、美言の内面を垣かい間ま見てしまったような、そんな気がした。

　美しいけれど空くう虚きよな世界。たった一人、救いもないまま取り残された者──。

　しばらく茫ぼう然ぜんとその光景を眺ながめていたあかねは、ルイスに腕うでを引かれてよろよろと展示室を出た。オークションにかけられた人形と今の人形は同じものであるはずだ。それなのに、受ける印象がまるで違う。

　展示室を出ると入れ違うように誰かが入ってきた。もう少し見たくて立ち止まったあかねは、

「うわあ！　すごい、きれい……!!」

　まもりの弾はずむような声に息を詰つめた。続くゆったりとした足音にそっと展示室を覗のぞき込むと、案の定、美言の姿がある。疲ひ労ろうの色が濃こい横顔はまっすぐ展示品に向けられていた。

「橘くん、もうすぐ霜月祭が終わっちゃうね。ほら、六時半」

　まもりの言葉が終わらぬうちにこもった炸さく裂れつ音が聞こえた。どうやら花火を打ち上げているらしい。グランドフィナーレを報しらせる音に耳みみを傾かたむけていると、

「橘くん、今までずっと好きでした。わ、私と、お付き合い、してください……!!」

　思わぬ言葉が飛び込んできた。

　あかねは目を見張り、身を乗り出す。あかね以上に驚おどろいた顔で、美言が真っ赤になってうつむくまもりを凝ぎよう視しする。沈ちん黙もくする二人のあいだに花火の音とグランドフィナーレを飾るためだろう音楽がゆるやかに流れた。

　ルイスが無言のままあかねの耳を両手で塞ふさいだ。美言が口を開いたが、なにを言っているのか聞き取れない。ルイスの手を外そうと摑むと逆に素す早ばやく摑み返され、体をくるりと反転させられた。

　そしてそのまま、すっぽりとその腕の中に抱だきくるまれる。

「ル、ルイス……!?」

「君が好きだよ」

　切せつ迫ぱくした声が耳に直接ささやきかけられた。離はなれようと身をよじると、それを拒こばむように抱きしめる腕の力が強くなる。

「気がつかなかったんだ。こんなにも君に惹ひかれていたなんて」

　顔を上げると穏おだやかに微笑むルイスの顔が見えた。

　胸の奥がざわめく。困こん惑わくに歪ゆがむあかねの顔が、ルイスの瞳ひとみにくっきりと映し出された。

「だから、さようなら」

　言葉とともに、その体がかき消えた。







　あとがき




『花宵の人形師』第二巻です！

　お手にお取りくださってありがとうございます。著者の梨沙です。

　ガッツリ恋れん愛あいモードに入ったキャラあり、いろいろわかってないキャラあり、全然別方向に興味を持ったキャラあり、というシリーズ二作目です。今回のメイン企き画かくはなんといっても学園祭！　こういうワイワイがやがやした雰ふん囲い気きに憧あこがれるので、書けて楽しかったです。

　あとがき三ページとお話いただいたとき、二ページ分で番外編を書きませんかとお誘さそいいただいたので、今回も短いですが番外編（過去編）つきです。一巻であかねが人形屋や敷しきに暮らすことになった日、美言が「入るな」と告げた場所。そこにまつわる物語です。

　最後になりましたが、イラストご担当くださった悌太さん！　ありがとうございます。物語に鮮あざやかな華はなを添そえてくださって幸せです。カラーめっちゃ美しい……!!（感動）

　そして、読んでくださった皆みな様さま、ありがとうございます。次巻（二〇一三年二月一日発売予定）でも無事にお会いできますように。





二〇一二年十一月　梨沙　　









　番外編　合わせ鏡




　人形屋や敷しきの二階、一番奥にあるのは〝彼女〟の部屋だった。

　学校に行くこともなく、毎日毎日憑つかれたように人形を作り続ける彼女──橘たちばな三み春はるの。

「三春、ロンドンから絵はがきが来てる」

　ノックもなくドアを開けると、三春は焼き上がったビスクドールの足を床ゆかに叩たたきつけているところだった。わが姉ながら、勇ましい。──否いな、荒あらっぽい。

「絵はがきって、父さんたち？」

「……ああ。相変わらずくだらないことが書いてある。今回は謝罪だった」

「なんて？」

　はあっと息を弾はずませ、三春は長い黒くろ髪かみを指で払はらい美み言ことを見た。もともとあまり体が丈じよう夫ぶではないから興奮させたくはないのだが、こればかりは性しよう分ぶんなのでどうしようもないだろう。諦あきらめて「出生届を書き間ま違ちがえてごめんなさい。実は君たちの名前、逆でしたって」と、とても重大なことを、とても軽い言葉でつづった絵はがきを読み上げた。

「今さら帰ってこいとは言わないけど、せめて電話で謝罪しろって感じだな」

「いい。適当なのには慣れてる。……ねえ美言、美言も人形を作ってみない？　作家名は〝ミコト〟にするの。性別も年ねん齢れいも、どこに住んでいるかもわからない謎なぞの人形師──」

「興味ない」

「それでね、いつか私の人形を完成させて」

　彼女は椅い子すに腰こしかけた作りかけの人形に寄り添そう。愛いとおしそうに、切なそうに、彼女はその人形に触ふれた。ビスクドールは絵付けと焼しよう成せいを何度も繰くり返す。彼女は気に入らないからと何度も壊こわしてしまうが、本来ならパーツは一度に焼くものである。

　果たしてこの人形が完成する日が来るのだろうか。

　胸に鈍にぶい痛みを覚え、美言は絵はがきを壁かべに飾かざるなり部屋をあとにした。螺ら旋せん階段を下りる途と中ちゆう、奇き妙みような空気を感じて足を止める。視線を落とすと手すりに腰かけた男が見えた。黒くいびつな彼は、古風な衣い装しようを身にまとい、うつろな瞳ひとみを宙に向けている。屋敷に憑く霊れいだ。崩くずれた体が示すようにその意志すらあやふやで、にもかかわらず、まるで番人のように屋敷のものを持ち出そうとする者に危害を加える。

　隣となりを通り過ぎるとき、霊の一部がぞろりと歪ゆがんだ。けれど、それだけだった。

　この屋敷はこれでいい、そう思った。

　人形の完成を見ずに三春が息を引き取るその瞬しゆん間かんまでは。










花はな宵よいの人にん形ぎよう師し




あるじ様さまと奪うばわれたくちづけ








梨り沙さ
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